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　この世界、フェルデニーナには神が八柱いた。

　創造神が七人の神を創り、武神、魔法神、大地神、生命神、商業神、技能神、そして遊戯神とともにこの世界を見守っていた。

　しかしこの世界はまだ発展途中であり、地上で暮らす各種族は生き残るだけで必死であった。

　種族の違いからか生き残るために血で血を洗う争いをしながらも、少しずつだが発展していった。しかし、生きるだけでも必死な未熟な世界、各神はその発展をその都度手を貸しながら見守っていたが、未だ遊戯神が出る幕がなかった。

　それでも、創造神ゼノムからは「発展した世界には必ず遊戯神が必要になる」と言われ、遊戯神アーロンは何もせず、ただ地上の人々を眺めていた。

　それが数百年、数千年と続いた。しかし、未だに遊戯神の出番はこなかった。

「……まだかな。僕の出番は……」

　他の神々は大人の外観をしていたが、アーロンの外観は十二歳くらいの子供である。真っ白な髪でくりっとした瞳、愛嬌のある顔をしたアーロンは、白いローブを着て椅子に体育座りをし、退屈な時間を過ごしていく。

　しかし、神々は人々の生活を見守るのが役目。生命神ライムは神を崇める教会の特定の人だけに神託を下ろすことを許されていたが、他の神は直接神託を下すことはない。それでも遊戯神アーロン以外の神には、素質がある者に加護を与え、その才能を伸ばすように背中を押すことが許されていたのだが、遊戯神にはその役目がこなかった。
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「……つまらない」

　咄嗟とっさに出た言葉だった。

　そして思いついた。楽しいことがないなら〝作ればいいだけだ〟と。

「なんだ、簡単なことだったよ」

　その時、初めてアーロンの頬が緩んだ。

　そして、初めて人の心に棲む〝悪意〟が生まれたときでもあった。




　世界が成長するにつれ、生き残るための戦いが富を求めるための戦いへと変わっていく。生命神ライムは地上の姿に嘆くが、基本的には見守るだけであった。成長を続ける人類は地上で生き残るために道具を新しく開発し、流通させ発展していく。

　商業神と技能神は発展していく姿を見て頬を緩ます。神々にとって地上の生き物の生死などは気にすることはないのだ。

　そして遊戯神アーロンは、他の神々にわからないようにそっと生き物たちに囁きかける。

『生き物には上下関係がある。下になりたくなければ戦うのだ』と……。

　しかし神々には自制する気持ちは基本的に存在しない。

　アーロンも同じだった。

　最初にアーロンが囁きかけたのはマリンフォード教の教皇であった。

　教皇は初めて聞く神託に歓喜した。本来、神の声を聞く役目をしているのは常にその世代の〝聖女〟である。

　それが特別に神託を与えられたことにより、教皇は使命を果たさなければと決意する。

　世界の人間にマリンフォード教を広めることは使命であると決意した教皇は、他国へと司教を派遣し、教会を建てて信徒を増やしていく。

　しかしながら、世界中の全ての国がマリンフォード教を推し進めている訳でもない。

　マリンフォード教を信仰していないいくつかの国に関しては、聖騎士を派遣し戦争を仕掛けるほどであった。

『マリンフォード教を信仰しない人間は人間ではない』

　マリンフォード教の教義はいつの間にか異質となっていた。

　しかしいつまでも他の神々が気づかないはずがない。

　創造神ゼノムはアーロンを問いただす。

「なぜ、あのような真似を……。手を貸すならまだしも、殺し合わせる必要がなぜあるのじゃ？」

　神々が囲うテーブルの上にはスクリーンがいくつも浮かび、そこには人間同士や、魔物と人間など様々な戦いが映し出されていた。

　その画面を眺めながら笑みを浮かべアーロンは答える。

「ほら、見てよ。みんな楽しそうでしょ？　戦いに勝った者は報償を。負けた者は全てを無くす。これこそが遊戯あそびでしょう」

　アーロンの答えにゼノムは深いため息をついた。

　ゼノムは創造神となりこの世界を創る前、他の世界を見て回った。

　そして発展した世界には娯楽があり、人々が笑って過ごしている世界があることを知っている。だからこそ神の一柱として遊戯神をおいた。

　しかしどう道を間違えたのか、アーロンは全く違う方向性へと進んでしまった。

「そうか……。仕方ない。アーロンよ、お主から神の一柱としての役目を剥奪はくだつする。一度この世界の奥深くで反省するがよい」

　ゼノムはアーロンに向かって手をかざすが、アーロンは笑みを浮かべたままだった。

「……この期に及んでも笑うか……」

「僕の半身はすでに――――地上にいるからね」

「な、なんだとっ!?」

「そんなっ!?」

　神々は愕きの表情をする。基本的に神々は見守るのを役目とし、必要に応じて神託や天罰などを下す。

　しかし直接地上へ降り立つことなどしない。

　なぜなら、地上へ降りたら二度と戻ることは出来ないからだ。精神体だけは創造神に呼ばれることによって戻ることは可能だが、身体まで戻すことは出来ない。

　――――神としての身を捨てたと同義なのだ。

　だからこそアーロンの行動に神々は愕きを露わにする。

「囁くだけじゃみんな楽しくないからね。もっと楽しむために、僕が直接言うつもりなんだ。その方が面白いでしょ？」

　満面の笑みを浮かべたアーロンに、ゼノムは眉間にしわを寄せたまま手を振りかざす。

　その瞬間、アーロンの身体はゆっくりと薄れていく。




「――――ここで楽しみにしていてね。きっと僕が――――」




　その言葉を残してアーロンは消えた。

　そして厳しい表情のままゼノムは呟く。

「ま、まずい。墜神の身とはいえ、神の力を持っている。このままでは地上の人類にとって影響は大きすぎる。人類の成長の邪魔をしなければいいのだが……」

　しかし、ゼノムの願いは叶うことはなかった。

　いくつかの年を重ねた後、〝邪神アーロン〟として、世界の人々を恐怖に陥れたのだった。
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　季節は夏を迎え、王立学園も夏休みまでもうすぐという頃、カインは王城に呼ばれていた。

　カインの目の前にはエスフォート王国のレックス国王とマグナ宰相が座っていた。

「実はな、マリンフォード教国から聖女が視察でこの国を訪れることになった。ちょうど学園が夏休みになる頃だ。一週間程度の滞在となる予定だが、今世の聖女はお主と年は変わらん。テレスティアとシルク嬢で相手をすることになる。お主はその護衛だな。年も近いし、その方が聖女も気が楽であろう」

　唐突な国王の言葉にカインは理解できなかった。

「陛下、それだけではカインはわからぬと……」

「おぉ、そうだったな。マグナ、説明を頼む」

「それでは私から説明をしよう、まずはマリンフォード教国について説明せねばならん。マリンフォード教国とは――――」

　マリンフォード教国は、この世界に住む人々の九割以上が信仰している宗教であるマリンフォード教が運営している国となっている。

　教皇がマリンフォード教国の元首となり、その下にいる数名の枢機卿すうききょうが国の運営や他国への司教の派遣を管理している。その中で〝聖女〟という特別な存在がおり、教国の運営には携わっていないが、マリンフォード教国の象徴として定められている。

　聖女とは五歳になった時、教会で洗礼を受けた際に称号に〝聖女〟とつけられた者を示す。

　各時代に一人しかおらず、聖女として認められた者は家族から引き離され、マリンフォード教国の本部にて、神の使いとしての教育を受けながら過ごすことになる。

　そして、聖女襲名時に名前の後に『リラ・マリンフォード』と名付けられる。それは平民や貴族であろうが、たとえ王族であろうが同じであった。

　カインは聖女と聞いて、初代エスフォート国王でもあるユウヤの妻でもあったメリネの名前を思い出す。

「その今代の聖女が初めてこのエスフォート王国を訪れることになった。我が国でも丁重に出迎えねばならぬ」

　マグナ宰相の説明に国王とカインは頷く。

　カインが理解したのを確認し、さらに話を続ける。

「それでお主には、この国の境界まで近衛騎士と一緒に迎えに行ってもらい、王国内での護衛の役目も果たして欲しい。お主は貴族であると同時に冒険者でもあるはずだ。聖女も大人ばかりに囲まれては息が詰まっておるだろう。シルク嬢にもお主に同行してもらおうと思っておる。テレスティア王女殿下は王都で待つことになるだろう。さすがに同行はさせられぬのでな。冒険者ギルドにも依頼し旅の世話をさせるために同行させるつもりだ」

「――それは断ることは可能で……？」

「……カイン、断れると思っておるのか？　ドリントルの街壁の件はすでに王都にも話は来ておるぞ。この王都の城壁と変わらぬ規模の街壁を築いたとな。国でも興して戦争でも始めるつもりか……。それを何も言わずに不問にすると言っておるのだ。常識の範囲なら口を挟むつもりもなかったが……。お主は想像以上のことをするからのぉ。周りからも煩いのじゃ。国からも、衛兵の派遣、建築物を建てるための人材の派遣をするつもりじゃ。もちろん資金の援助もするぞ」

　国王が目を細めてカインを見据える。

　ドリントルは王都から近く、急激な発展に商人たちが食いつかないわけがなかった。儲け話になると思われる情報は、すぐに王都に伝わっていた。

「流石にそんなつもりはありませんよ。ただ、すぐ隣には魔物が住む森があります。過去にも森にあるダンジョンから魔物が出てきたと聞いていますし。そのための対策です。グラシア領でも経験しましたしね……。援助に関してはありがたく受け取らせていただきます。さすがに領民だけではいつまで掛かるかわかりませんし、資金にも限度がありますから」

　カインは背中に冷たい汗を流しながら釈明する。

「まぁ良い。お主と戦争になっても、どのみちお主一人に我が国は負けるだろうしな。護衛の件、頼んだぞ」

「――――わかりました」

　国王の言葉に、カインは苦笑しながら頷いた。
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　謁見が終わり、帰りの馬車でカインは腕を組んで悩んだ。

　屋敷に戻ると執務室でコランと打ち合わせを行うことになった。

　やはり聖女の護衛の事を聞いたコランは驚きの表情をする。

「聖女様ですよ……。驚かないはずがありません。それにしてもまさか聖女様の護衛に選ばれるなんて……」

「本当は受けたくなかったんだけどね。陛下からドリントルの街へ、人の派遣や援助もしてもらえることになったから仕方なかったよ」

　カインはコランに力なく答える。冒険者としてはＡランクで登録しているが、基本的には討伐のみしか経験していない。

　護衛依頼は初挑戦になる。探査サーチが使えるので問題はないと思うが、やはり心配であった。

　カインはため息をつきながら、自分の忙しさに苦笑いするしかなかった。




　次の日、学園に登校すると、すぐにテレスティアとシルクがカインに寄っていく。

　すでに両親から、聖女の護衛の件を聞いているようだった。

「カイン様、お父様から聞きましたわ。聖女様の護衛になったと……。何もないとは思いますが気をつけてください。それにしてもシルクは一緒に行けるのに……。お父様にお願いしたけど断られました」

　テレスティアはシルクがカインと聖女の出迎えに同行すると聞いて、国王に一緒に行けるように嘆願したのだが、さすがに王女を出すわけにも行かぬと断られたのだった。

　そのお陰で朝からテレスティアは少し不機嫌である。

「テレスは残念だけどカインくんと一緒に行ってくるよ。マルビーク領に今年は帰れないけど、カインくんと一緒に旅できるからいいかな」

　シルクの言葉で、テレスティアは益々不機嫌になって眉間にシワを寄せている。

「マルビーク領だけど、少し時間があれば行けるかもしれないよ。学園内では話せないけど……。それなら、テレスも含めて三人で出掛けることもできるかな」

　転移魔法で行くつもりだが、さすがに教室には他の生徒もいる。伝説と言われている転移魔法をカインが簡単に使えると知られる訳にもいかなかった。

　実際に行ったことでマルビーク領には一気に転移魔法で移動が可能だ。

　テレスティアはカインの言葉を聞いて、表情が次第に緩んでくる。

「カイン様！　来週にでも王城でお茶会をしましょう。その時に教えてくださいね！　絶対ですよっ!?」

　カインの両肩を掴み揺すりながらテレスティアはカインに答えを求めた。

「うんうん、わかったよ、テレス、来週王城にいくから。とりあえず肩を離してくれないと痛いよ……」

　ハッと自分が何をしていたか気づいたテレスティアは、顔を赤くして手で覆い隠してしまった。

「わたしったら……」

　その時、扉が開かれ担任が入ってくる。

「ほらほら、ホームルームを始めるからみんな座れー！」

　担任の声で、テレスティアとシルクは各自の席に戻っていった。

　午前に二時限目の授業を受けたあと、カインは専門科目がなかったため、図書室に向かうことにした。

　今まで来る機会はなかったが、王都の学園の図書室ということもあり、多数の本が収められている。

　司書に聞きながら、必要と思われる本を探していく。

　まずは、この大陸の地理についてだ。この世界の地図はあまり詳細には描かれていない。城や街、森や道などが簡単に描かれている。他国については「この先は○○国」くらいにしか描かれていなかった。他国に流出した場合、自国が不利になるのは明白で販売もしておらず、学園では図書室に仕舞われている。

　カインはエスフォート王国内の地図を確認しながら、リーベルト領やその他の街の位置を確かめていく。

　そして次に歴史の本に目を通した。マリンフォード教や、教国の歴史について調べる必要があると思っていたからである。




　三百年近く前に、ユウヤとカインの両親はマリンフォード教国によって召喚された。

　邪神アーロンが現れてから国々は互いに戦争を起こし、魔物の氾濫が起きていた時代に、教国に隠されていた伝説とも言われる召喚の宝珠が使用されたのだ。

　現在も教皇や聖女が住む皇都のどこかに、神から授けられたといわれる宝珠が隠されている。

　宝珠に溜め込まれた魔力は数百年に亘り大気中から魔力を少しずつ溜め込んでいく。

　召喚魔法を次に使うことができるのは、マリンフォード教国でも極秘扱いとされ、いつになるのか不明である。

　知っているのは教皇や聖女、または枢機卿などの高位な身分の者だけだった。

「またいつかユウヤさんや両親みたいに、呼ばれる人がいるのかもしれないな……」

　カインはそう思いながら読み終わった本をそっと閉じた。
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　あと数日で夏休みを迎える頃、カインは王城に呼ばれた。

　いつもの応接室に案内され、用意された上品な香りのする紅茶を楽しみながら待ち時間を過ごしていく。

　程なくして応接室に国王、エリック公爵、マグナ宰相の三人が入ってきた。カインは立ち上がろうとするが、国王が手で制す。

「待たせたなカイン、そのままで良い」

　そう言っていつもの中央の席に座り、その両隣の席にエリックとマグナが座る。

「以前に話していた聖女様の件だが、こちらに向かう日程がわかった。それでだな、その前にマリンフォード教国との国境の街であるシルベスタまで迎えにあがって欲しい。詳しい事はマグナから説明させる」

　カインは頷き、そしてマグナから説明が始まった。

　シルベスタの街は王都から南東に五日の距離にあり、領主はラグナフ・フォン・ルーベスト・シルベスタ伯爵が治めている。教国に近いことで熱心なマリンフォード教徒が多く、ワインの産地でも有名で他国にも輸出するほど生産に力を入れている。

　カインが王都でお披露目会のために仕入れたワインもシルベスタ産だと説明された。もちろん未成年でまだアルコールを飲んでいないカインにとってはピンとこない。

「それでだ、学園の夏休みに入ってから十日のうちにシルベスタへと到着することになっている。少し前にシルベスタに入ってもらい、ラグナフと準備をして欲しい。ただな……」

　マグナ宰相が少し言いにくそうに国王に視線を送る。その視線を感じてか、国王が補足を始めた。

「ラグナフなのだがな……熱心なマリンフォード教徒でもある。少し行き過ぎた事があるかもしれんから、お主が止めるようにしてくれると助かる。決して悪い奴では無いのだが……」

　国王は苦虫を噛み潰したような顔をしながら説明をする。

　熱心な教徒にとって聖女というのは神の使いとも定義されており、その聖女に口答えするということは神に逆らうと同義と思っている者もいる。

　また面倒な事に巻き込まれそうな予感がしながらも、カインは話を聞いていく。

「それでじゃ、ラグナフを止めるにもあちらは伯爵、お主は子爵だ。止められないかもしれん。それでコレを渡しておく」

　テーブルに置かれたのは白金でできた貴族の証明書だ。カインが持っている子爵の証より明らかに豪華に出来ている。但し、その証に施されている紋章はこのエスフォート王国の国旗と同じものだ。そう、王家の証がそこに記されていた。

「これは王家の者が持つ事ができる証だ。もしくは王家の代理の者に貸し出される。お主には王家の代理として役目を果たして欲しい。これならラグナフが暴走しても止められるだろう……きっとな……」

「この証ですが、シルク嬢が持てばいいのでは……」

　聖女は女性ということもあり、シルクが必然的に多く接することになる。シルクに権限を持たせておけばカインは護衛の役目に専念できると思っていた。

「それはならん。この証を持つのは貴族の当主のみなのだ。貴族の家族にまでその権限を委譲することはない」

　国王はカインの言葉を即座に否定した。たしかに貴族の家族は準爵扱いになるため、貴族として扱われるが貴族の当主としての権限はない。当然王家の証を持つことなど許されてはいないのであろう。

「――わかりました。では、大切にお預かりいたします」

　カインはテーブルに置かれた王家の証を受け取りアイテムボックスの中に仕舞った。

「では頼んだぞ」

　その言葉を残し三人は部屋を出て行く。一人で応接室に残ったカインは天を仰いだ。

「何もないことを祈るしかないか……」
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　夏休み前日を迎えた。

　明日から夏休みとなり二ヶ月間学園が休みとなる。そしてシルクとともに聖女の出迎えのためにシルベスタへと向かう日となっている。

「カイン様とシルクが二人きりで旅行……」

　テレスティアは最終日の学園の教室で少し不機嫌な顔をしている。もちろん理由はカインとシルクが二人で聖女のお迎えに出掛けるからであった。

　何度も国王に同行出来るように嘆願したが、さすがに王女を向かわせる訳にもいかず許可されなかったとのことだ。

「うふふ、大丈夫よ。すぐに戻るから。テレスは王城で待っていてね！」

　テレスティアと打って変わってご機嫌なシルクがそう言う。

　その満面の笑みにテレスティアはさらに不機嫌になっていく。

「旅行じゃないからね？　貴族の仕事だから！　お迎えに行ったらすぐに帰ってくるからね？　お土産になりそうな物があれば買ってくるから！」

　そう諭すのがやっとであった。お土産と聞いてテレスティアの表情も次第に和んでくる。

「カイン様、約束ですよ？　忘れないでくださいね」

　テレスティアの言葉にカインは何度も頷くのであった。




　夏休み初日。

　王城の前に数台の馬車が用意され、同行する従者や護衛の騎士が準備に追われている。

　未だカインの専属の護衛騎士はいないが、聖女の出迎えということもあり、近衛騎士団が派遣されることになった。護衛と野営の際の雑用を行うために冒険者たちも二組八人合流していた。

　カインの荷物は全てアイテムボックスに仕舞ってあり、準備が終わるまでメイドが淹れてくれた紅茶を飲みながらテラスで過ごしていた。

　隣には見送りのためにテレスティアが座っている。

「カイン様と少しの間会えなくなるのが寂しいです……」

　二人で雑談を交わしていると、公爵家の紋章をつけた馬車が王城前につけられ、旅装に包み込まれたシルクが馬車から降りてきた。

「カインくんお待たせ！　もう少し準備に時間がかかりそうだね。わたしも紅茶をいただこうかしら」

　シルクはカインの対面に座り、そばに控えているメイドに視線を送る。何も言わずにメイドはすぐに紅茶の準備を始めた。

「わたしも行きたかったな……シルクが羨ましい……」

　テレスティアは未だに同行を許可しなかった国王への愚痴をこぼしながら紅茶で喉を潤す。

　三人いると会話は次第に弾んでいくが、用意が終わったようで騎士が呼びに来た。

「お待たせいたしました。準備が整いましたので馬車へお願いいたします」

　騎士に促されるように、カインとシルクの二人は席を立ち、馬車へと向かう。

　二人が乗る馬車は王家で用意された十人乗りの大型の馬車だ。馬が四頭繋がれており御者と護衛を近衛騎士団が担う。護衛の数も二十人と今までにないほど厳重だ。

　馬車に乗り込もうとすると、エリック公爵が見送りのために馬車へと近づく。

「カインくん、シルク、しっかり頼んだよ」

「はい、もちろんです」

「うん、わかった」

　エリックの言葉に返事をする。

「あ、それとカインくん。――――まだ同衾どうきんは駄目だからね？」

「えっ？」

「はっ？」

「なっ……なんですって！」

　エリックの予想外の言葉に一番反応したのはテレスティアだった。

「カイン様がシルクと同衾……わたしともしたことないのに。先に同衾されるなんて……」

　ブツブツと下を向きながら呟くテレスティアに、焦ったカインはすぐさま否定する。

「テレス！　それはないから！　大丈夫だから！」

「はっ！　そうよね……。まだ婚約の発表もしていないのに同衾なんて」

「そうだよ。まだ発表もしていないのにそんなことできないから。ねぇ？　シルクからも――」

　横にいるシルクに視線を送ると、下を向いて真っ赤な顔をしたシルクが「カインくんと同衾……」と小声で呟いている。

「ちょっ、シルク！　こっちの世界に戻ってきて！」

　カインの言葉にはっとしたような顔をしたシルクが顔を上げる。

「テレス、ダイジョウブヨ。同衾ナンテシナイカラ」

　その表情は頬を赤くし、頭の中はすでに妄想に入っているようだった。

「申し訳ないですがそろそろ……」

　護衛の近衛騎士が申し訳なさそうに口を挟む。

　カインが周りを見渡すと、すでに出発の準備が終わりカインの出発の合図を待つだけとなっていた。

「あ、すみません。ほら、シルクも馬車に乗って。乗ったら出発でお願いします」

　カインはシルクを馬車に乗るように促し、シルクの後に乗り込んだ。

「それでは、しゅっぱ――つ！」

　カインの言葉に先頭の護衛が進み始め、その後を馬車が進み始めた。

　カインは窓から顔をだし、テレスティアに向かって手を振る。

「テレス、行ってくるね！」

「カイン様、気をつけてくださいね。無事のお帰りをお待ちしています！」

　テレスティアの姿が見えなくなるまで、カインは手を振り続けた。

　そして馬車はシルベスタの街へ向け王都を出発した。




　シルベスタまでの道中は特に大きな問題もなく進んでいく。

　近衛騎士団二十名が護衛した馬車数台の隊列に挑むような盗賊や魔物もいない。

　探査サーチで森の中には魔物が徘徊しているのを感じているが、襲ってくる様子もなかった。

「もう少しでシルベスタに着くね。カインくん、結局同衾してくれなかったし……」

　口を尖らせて外を眺めているシルクにため息をつき、カインは探査サーチで道中の様子を伺いながら答える。

　シルベスタまでの道中、野営の際もテントを分けてもらい、別々に睡眠をとった。少しだけ不満そうな表情をしていたシルクであったが、婚約の発表もしていないからとなんとか納得してもらっていた。

「エリック公爵からも言われたでしょ？　それにテレスが何言うか……」

　見送ってくれたテレスティアを思い浮かべながら、軽く拒否の姿勢を示す。

　前世から数えると二十歳を超えているカインだが、いくら前世ではいないような美少女だとはいえ、まだ少しの膨らみしか感じられない子供に欲情することはない。

　馬車は何事もなく進み、昼を回った頃には街壁に囲まれたシルベスタの街が見えてきた。

「カイン子爵、シルベスタの街が見えてきました」

　馬車の外から護衛の騎士の声が掛かり、カインはそれに頷く。

（それにしても、陛下が言っていたラグナフ伯爵か……何もなければいいんだけど……）

　先行した騎士が衛兵に説明し、門が大きく開かれ、その左右に衛兵が並び、カイン一行を出迎える。

　街に入ろうとした商隊は何事かと驚きながらも衛兵に促されるように道を空けた。

　その中心を馬車が進んでいく。街中に入っても馬車は直接領主邸に向かうために真っ直ぐ進んでいく。

　街に入りゆっくりとした速度で、二十分ほど馬車を進めると領主邸に到着した。

「カイン子爵、領主邸に到着いたしました」

「わかった、ありがとう」

　馬車の扉が開かれカインが先行して降りて、シルクが降りる際に手を取って手伝う。

「カインくん、ありがとう」

　シルクの笑みに頷き、領主邸を見上げると、入口にはすでに領主を含め従者が数人並んでいた。

　中央に立つラグナフ伯爵と思われる四十代の男性が両手を広げ前に出てきた。

「カイン子爵、シルク嬢。シルベスタの街へようこそ。私がこの街の領主、ラグナフ・フォン・ルーベルト・シルベスタです。マリンフォード教の加護があなたたちを歓迎いたします」

　馬車から降りた二人は姿勢を正し一礼したあとに挨拶をする。

「ラグナフ伯爵、わざわざお出迎えありがとうございます。カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵です。この度はお世話になります」

「シルク・フォン・サンタナでございます。お世話になります」

「これはご丁寧に。長旅でお疲れでしょう。今日はゆっくりされるとよろしかろう」

　扉が開かれメイドが先頭に立つと二人は客室に案内される。迎賓館も領主邸の隣に建っているが、迎賓館には聖女が宿泊することになっており、二人は今回、領主邸の客室に泊まることになった。

　客室には小さいながらも七柱の像が飾られている。ラグナフ伯爵によるマリンフォード教への信仰の表れであろう。実際の神々とはかなりの差異があることに思わずカインは苦笑する。

　すぐに扉がノックされ、扉が半分ほど開かれシルクが顔だけ出して覗き込む。

「カインくん、入ってもいいかな？」

「どうぞ」

　部屋に入ってきたシルクはすでに旅装から着替えており、貴族令嬢らしく彩いろどられたワンピースを着ていた。

「ありがとう。聖女様が来るまでまだ五日あるでしょう？　それまでどうしようかなと思って」

「国境付近まで迎えにいく必要があるけど、ここから半日で着くみたいだし、数日はゆっくりできるみたいだから街でも散策に行こうか？」

「もう、カインくんったら。散策なんて言わないで『デート』って言ってよ」

「――そうだね……。この街は熱心な教徒が多いと言うし、教会にも行ってみたいかな」

　カインは聖女と会う前に神々と会っておきたいと思っていた。見抜くことはできないと思うが、聖女からいきなり『使徒』とか言われたら、この街では大変なことになる。ただでさえすでにステータスは人外であり、亜神となっているのだから仕方ない。

「なら夕食の時にラグナフ様に聞いてみようか。明日街に出たいって」

「うん、それでいいと思うよ」

「わかった。カインくんまだ着替えてないからまた夕食の時にね！」

　シルクはそう言うとすぐに部屋を出て行ってしまった。

　カインも旅装を生活魔法で綺麗にし、アイテムボックスから貴族服を取り出し着替えた。夕食までは少し時間があるので、ベッドの上で座禅を組み瞑想をしながら魔力循環を行っていく。

　集中していたらいつの間にか窓から夕日が差し込んできており、メイドが夕食のために呼びに来た。

「カイン様、夕食の準備が整いました。皆様お揃いでございます」

「ありがとう、今いくよ」

　メイドに案内されダイニングに向かうと、すでにラグナフやシルクも席についていた。

「お待たせしてすみません」

　シルクの横に座ろうと思っていたら、ラグナフの横の席に座るよう促された。

「いえいえ、カイン卿はすでに当主です。聖女様が到着なされるまでは主賓になりますから」

　ラグナフが笑って答える。

「では、皆揃いましたので乾杯としましょう。マリンフォード教七柱の神に感謝を！　乾杯」

「「「「乾杯」」」」

　初日ということで豪華な食事がテーブルに並べられる。そこからメイドが料理を切り分けて目の前に置いていく。

「カイン卿はマリンフォード教の神々の中で誰を一番崇めているのでしょうか」

　少し食事が進んだ時にラグナフから声を掛けられた。

「僕は特に特定の神は……」

　七柱の神全てと会っているカインは特に優劣を決める必要性を感じてもいなかった。それこそ神の世界でのスクリーン画面が脳裏に浮かぶ。

「そうなのですか。それはいけません！　神々はそれぞれの役割をお持ちになっておられます。まずは――」

　ラグナフが七柱について話し始めた。彼の言葉はどこで呼吸をしているのかというほど、延々と話し続ける。

　話し続けている間に食事をするわけにもいかず、カインは相槌を打ちながら話を流していく。ラグナフが話していることの一割も頭の中に入っていなかった。

「――だから各神は全て素晴らしいのです」

「お、お見それしました。そこまでマリンフォード教の神々を信仰しているとは」

　三十分ほど話し続けていただろうか。疲れ果てたカインはその一言を返すのがやっとだった。

　食事を済ませたあともまだ話し足りないラグナフに誘われたが、旅の疲れからゆっくりしたいと申し出を断った。

　部屋に戻り、ぐったりとしたカインはベッドに倒れこむ。

「本当に熱心な教徒だというのはわかるけどさ……あそこまでなんで話すことがあるんだろう……」

　精神的な疲れから、ハクとギンを呼び出してそのふんわりした毛並みに飛び込みモフモフと癒やされていた。

「最近、お前らと遊んでやれてないもんな……それにしても少し大きくなったかな」

　ハクはすでに三メートル近くの大きさになっていた。そのお腹にカインは飛び込んで手触りのいい毛並みを撫でる。

　本当なら一緒に街を歩きたいが、神狼フェンリルと神竜と共に歩いていたら確実に面倒なことになるのが想像できた。

　存分に毛並みを楽しんだあと、カインはベッドに入り眠りにつく。




　次の日、前日の食事の際にラグナフに許可をもらえたことで、シルクと二人でデートすることになった。

　ラグナフは護衛の騎士を同行させると言ってきたが必要ないと断った。

　二人の護衛をしていた騎士はカインの強さを十分に知っており、止められるどころか「ご自由にどうぞ」と言われる始末だった。

　二人は街並みを眺めながら歩いていく。さすがに貴族服で護衛も付けずに歩いていたら何が起きるかわからないとのことで、上等な平服に着替えている。

　それでもシルクの上品さは隠せるものではなかった。

「カインくん見て、美味しそうなフルーツが並んでいるよ」

　シルクの指差す方には軒先に積まれた色とりどりのフルーツが何種類も置かれている。王都よりも南にあるせいか温暖な環境であり、ワインを製造するためのブドウも置かれている。

「本当に美味しそうだね。帰りに少し買っていこうか」

「うん、そうだね。テレスのお土産も必要だし」

　二人は会話を弾ませ、色々な店を眺めながらも街中を歩き続け、目的地である教会にたどり着いた。

「カインくん、お祈り行くんだよね？　私も一緒にしよっと」

　二人は入口のシスターにお布施を支払い、祭壇の前まで進むと並んで片膝をつき、手を合わせ、祈りを捧げる。

　そしていつもの通り、カインは白い光に包まれていった。

　真っ白に染まった視界が徐々に戻っていく。

　目の前には真っ白な神の世界、そしてテーブルを囲んでこの世界の七柱が座っている。

「カイン、いつも楽しませてもらっているぞ」

　中央に座るゼノムが髭を撫でながら笑顔を向ける。

　いつか見たスクリーンでカインの行動そのものを娯楽にされていることにカインはため息をついた。

「ご無沙汰しております。聞きたいことがあったので……」

「うむ、聖女と呼ばれている娘のことじゃろう。娘にはライムが神託を下ろしているがの。まぁ立ったままではなんじゃ、座るとよい」

　カインはゼノムに促されいつもの席に座る。

　そしてすぐ横にいたライムが口を開いた。

「あと数日後に私が神託を下ろしている聖女に会うことになると思います。彼女を――守って欲しいの」

「――守って欲しい？」

　唐突に言われたことにカインは首を傾げる。

「私たち神は全ての人を平等に見守っているの。何があってもそれが人生だから。カインはちょっと面白いから多く見ているけど」

「面白いって……」

　ライムの言葉にカインは苦笑する。ゼノムが軽くゴホンと咳をしたことによって、ライムは顔を引き締め、話を続ける。

「それでね、神を讃える教会の中でも、私たちの声を伝える聖女派と、教国の指導者である教皇派の二つに分かれていて、今回、あなたたちの国に向かうのを好機とばかりに、教皇派による聖女を亡き者とする計画が練られているの。あの子は私の加護を受けているし、素直で信心深い子だから助けてあげてほしいの」

　もし聖女がエスフォート王国内で襲撃されたとしたら、国家を巻き込んだ大騒動になることは容易に想像できた。しかも暗殺となれば取り返しがつかない。同行しているカインやシルクの実家にまで迷惑がかかることは明白である。

「僕のいる範囲ならなんとかできるとは思います。四六時中一緒にいることはできませんが……」

　また面倒なことに巻き込まれたと思いながらも、カインは頷いた。

「お主ならなんとかするだろう。まかせたぞカイン。そろそろ時間じゃな」

　ゼノムのその一言でまた視界が真っ白に染まっていく。




　気が付くと祭壇の間に戻っていた。

　隣には何も気付かずまだ祈りを続けているシルクが座っている。シルクの横顔を見ていると祈りが終わったようで目を開きカインの方を向いた。

　二人の視線が合うと、シルクは微笑み頬を少し染める。

「カインくん、そんなに見られたら恥ずかしいよ」

「ごめん、熱心に祈っていたからさ」

　シルクに笑顔を向け、祈りが終わったことで教会を後にした。

　その後、街中を二人で歩きながら露天などを覗き、のんびりとした日を過ごす。日が傾く前には屋敷に戻ったが、夕食時にラグナフからマリンフォード教についての経典を延々と聞かされ、疲れ果てて眠りにつくのだった。




　数日シルベスタの街で過ごし、聖女を迎えにあがる日となった。

　国境付近まで迎えにいくのはカイン、シルクをはじめ近衛騎士団が十名、そして領主のラグナフを筆頭に騎士団が十名同行する。

　他にも従者や侍女が数名同行していた。

　ラグナフの馬車を護衛するように先行し、カインたちを乗せる馬車は後を追う。

「聖女様ってどんな人だろうね？」

「僕たちと年は変わらないって聞いているけど、細かい事は何も知らないな……」

　シルクの言葉に返事をしながらライムから聞いた話を思い出す。

（狙われているって言っていたけど、大丈夫かな……。何もなければいいけど）

　街から国境までは半日の距離があり、待ち合わせ場所に到着すると一団は昼食の用意を始めた。

　小川が国境を横断するように流れており、橋を渡るとマリンフォード教国となる。

「ここで聖女様をお迎えすることになっておる。天幕を設置したのでそこで待たれるとよい」

　案内された天幕はカーペットが敷かれテーブルと椅子が置かれていた。カインとシルクは侍女が用意してくれた紅茶を飲む。

　ここの領地の紅茶は特産のフルーツを乾燥させて作られており、ほのかに甘い香りが漂っていた。

「このフルーティーな紅茶も美味しいね」

　二人はそんな話題を話しながら、一緒に用意された菓子を摘み雑談を進めた。

　カインは雑談をしながらも探査サーチを使い、マリンフォード教国側の様子を探っていた。一方向に集中することで十キロ先まで感知が出来るまでとなっており、すでにエスフォート王国側に向かっている聖女を乗せている馬車と護衛の集団を補足していた。

　但し、その後を一定の距離を置いて追う集団があることも掴んでいる。

　目視したわけでもないので、商隊か護衛かと疑問に思いながらも、シルクとの雑談は続けられた。

　五キロほどの距離となり、何もなければあと一時間程度で国境に到着すると思っていると、後ろを追う集団が馬車に近づいていくのが感じられた。

　そして馬車の動きが止まり、戦闘が開始されたことを感じたカインは表情を引き締めた。

　カインは紅茶が入っているカップを置き立ち上がった。

「まずい。聖女様が襲われているかもしれない」

「えっ!?　何!?　カインくんどうしたの？」

　唐突に立ち上がったカインが口にした言葉にシルクが驚く。

「シルクはすぐにラグナフ卿に伝えて欲しい。馬車が数キロ先で襲われていると。僕は先にいくよ」

　カインは天幕から急ぐように飛び出すと、近衛騎士団の横を通り抜け、橋を渡りマリンフォード教国へ駆け抜けていく。

　あまりの急なカインの行動に待機していた騎士団たちも唖然とした。

「カイン様はいったい……」

　シルクも急いでラグナフの天幕に向かい、カインが告げたことを説明する。

「何!?　聖女様が襲われているかもしれないだと！　こうしてはいられん。すぐに救援に向かわなければ！」

　ラグナフも護衛の騎士団に号令を出した。護衛の騎士団は領主の言葉にすぐに班編成を行うと馬に乗り込み橋を渡っていく。

　近衛騎士団はシルクの護衛をする必要があるため、六人を残し、あとの四人で騎士団の後を馬に乗り込み追っていく。




　慌ただしく騎士たちが動いている中、カインは風魔法を纏い百キロを超えるスピードで聖女が乗る馬車へと向かっていた。

　馬車を守っているのは十人程度。襲っている者が三十人以上いるだろう。焦りがカインのスピードをさらに加速させていく。

　すぐにカインの視界に入ってきたのは、馬車を守るように前線に立つ騎士と、見窄みすぼらしい格好をしているが、新しい武器を持った盗賊との戦闘であった。

　すでに数人の騎士が倒れている。

　そんな中、カインは盗賊たちに向かって魔法を放つ。

『水弾ウォーターバレット』

　同時に十の水の弾が現れ、次々と盗賊たちを倒していく。

　威力の調整をしており、殺傷能力は抑えて魔法を放ったが、運悪く顔面などに当たった者たちの中にはそのまま息絶える者もいた。

　いきなり現れた貴族服を着た子供に護衛の騎士は驚きながらも、次々と盗賊を倒す子供を仲間だと信じ盗賊たちを押し返していく。

　カインの援護もあり、数分後には立っている盗賊は一人もいなかった。

　半数以上の盗賊はすでに亡骸となっていたが、十人程度はまだ息があり、魔法で受けた攻撃や、斬られたことによる痛みで唸っている。

　カインは姿勢を正し、懐から貴族証を出し掲げた。

「聖女様の馬車で間違いないですか？　エスフォート王国のカイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵です。王命によりお迎えに上がったが、襲われていると感じ加勢させてもらった。護衛隊長は？」

　貴族証を出した子供にさすがの護衛していた騎士も驚く。貴族証を出すということは当主であることの証なのだ。

　カインの言葉に一人の護衛が前に出てきた。揃いの鎧を着ているが、四十代くらいに見え、他の騎士とは違い左腕に赤いスカーフを巻いている。

「聖女様の護衛隊長をしている聖騎士マスティーナだ。加勢感謝する。――ボルト……やれ」

　マスティーナが後ろにいるボルトと呼ばれる騎士に声をかけると、ボルトと呼ばれた男は一度頷き、生き残っている騎士を連れて倒れている盗賊に向かっていく。

　そして――いきなり剣で首元を刺して盗賊たちに止めを刺していく。

「な、何を!?」

　騎士たちのいきなりの行動にカインも目を開き驚く。盗賊たちは揃いの新品の武器を持っており、それが只の盗賊ではないことを物語っている。もしかしたら何か情報が掴めるかもしれないのに、いきなり騎士は命を奪ったのだ。

「この盗賊たちを引き連れて御国には行けまい。元の街まで戻るわけにもいかん。だからこうしてここで処分しているのだ」

「せめて盗賊たちの情報だけでも――」

「必要ない」

　カインの言葉を遮さえぎる様にマスティーナは言葉を被せる。

　騎士たちは生きている盗賊全員の絶命を確認すると、隊長の元へ戻ってきた。

「隊長、終わりました」

「うむ、ご苦労だった。各自手当をするといい」

　ボルトと呼ばれた騎士は、隊長の指示に頷き生き残った騎士たちの元に戻った。

「――なぜ、全員殺す必要が……」

　カインはこの護衛隊長に不信感を持つ。生きていれば少なからず情報を引き出せたはずだ。それをわざわざ証拠を隠滅するような行動に眉間にシワを寄せる。

「加勢は感謝いたすが、ここはマリンフォード教国の敷地だ。シルフォード卿はエスフォート王国の貴族であろう。この教国内で起こった事には口出し無用」

「……そうですね」

　マスティーナの言葉は正論である。たとえ暴挙と感じられても、この場所はマリンフォード教国であり、その国の法律に則る必要がある。

　カインも渋々ながら頷くしかなかった。

　全てが終わった後に、エスフォート側からいくつもの馬蹄の音が響いてくる。

　ラグナフを筆頭に、護衛騎士、近衛騎士が十人ほど馬に乗り駆けてきた。

「シルフォード卿！　お待たせしました……ってこれはいったい……」

　三十人近くいた盗賊たちは全員止めを刺され息絶えている。

　地獄絵図のように死体の山と血の海となっている状態を見て、到着した騎士たちも絶句している。

　さすがにこのままの状態では、魔物を呼び寄せることになるし、風土病の原因になる可能性もあるのでマスティーナの許可を貰い埋めることとなった。

　カインが魔法で地面に穴を作り、騎士たちが次々と盗賊を投げ込んでいく。全員を投げ込んだところでカインが魔法で土を被せていく。

　三人の騎士の亡骸はマスティーナが持っていた魔法鞄マジックバッグに納められることになった。

「シルフォード卿、助力感謝する。さすがにここで聖女様に馬車から降りて頂く訳にもいかない。案内願えるか」

「――わかりました」

　隊列が組み直され、ラグナフを筆頭とし、シルベスタの騎士が先行する。中央には聖女の乗る馬車とその護衛、一番後ろをカインと近衛騎士が受け持つこととなった。

　そしてシルクたちの待つ待機場所へと一行は進み始めた。




　待機場所に到着すると、既に出迎えの準備を終えたシルクを中央に、騎士たちが並んで待っていた。

　この場所に一泊し、明日、シルベスタの街に向かうため、天幕がいくつも張られている。

　馬車を停め、聖女を迎えるために一同が並ぶと、馬車の扉を護衛隊長が開いた。

　先に侍女が降り、その後を聖女が降りてくる。

　聖女はストレートのピンク色の髪を腰まで伸ばし、金色の刺繍をされた真っ白なローブを着た美少女で、年の頃も聞いていた通りカインと変わらないように見えた。凛とした姿は聖女として堂々としている。

　ラグナフは信心深いこともあり、聖女を拝見できた事に深く感動して手を組み、涙を流している。本来なら一番爵位の高いラグナフが挨拶をする必要があるが、見るからに挨拶できるような状態ではなかった。

　カインはラグナフの事を諦め一歩前に出て代表して挨拶をする。

「聖女様、王都よりお迎えにあがりましたカイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵です。本日はここで一泊して、明日、シルベスタの街へ向かいます。その後、王都まで護衛させていただきますのでよろしくお願いいたします」

　聖女は表情のないままカインを見つめ、そして口を開く。

「今代の聖女を勤めていますヒナタ・リラ・マリンフォードでございます。先ほどの加勢ありがとうございます。護衛の件、よろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる聖女は、とても十代前半とは思えないほど様になっていた。

　聖女一行を天幕に案内し、その周りを護衛が囲む。

　夕食を一緒にと誘ったが、護衛隊長に断られた。

「こちらのことは自分たちで用意する。天幕を用意していただいただけで十分だ」

　聖女の護衛ということだが、あまりにも敵対意識があるように思える。しかし他国の国民であり、護衛が自分たちで食事の準備を始めたため引き下がることにした。

「シルク、聖女様たちの食事は自分たちで用意するってさ……」

「そっか……、一緒に食事しながら話したかったんだけどなぁ」

「まだ、今日会ったばかりだからね。王都まで時間は十分に取れるし、街へついたら一緒に食事ができるようにラグナフ卿にも言っておくよ」

　せっかく聖女と一緒にいることができるので仲良くしたいと思っていたが、断りをいれられたことに残念そうな顔をする。

「でも、カインくんと一緒に食事できるからいっか」

　思わずどきっとするような笑顔に、カインも思わず照れてしまった。




　何事もなく次の日を迎え、シルベスタの街に向かう用意をしていた一行。すでに天幕は馬車に仕舞い終わり出発を残すだけとなった。

　昨日と同じようにラグナフと騎士団を先頭にし、聖女の馬車と護衛を挟むようにカインたちが後衛を務める。

　ラグナフの出発の合図で馬車は進み始めた。

　カインは後ろから追ってくる者がいないか探査サーチで探りながらも、シルクと雑談を交わしつつ馬車を進めていく。

　朝早く出たことで、昼前にはシルベスタの街へ到着した。

　街では聖女がこの街を通るという話が広まり、聖女の姿を見るために街は人で溢れていた。

　マリンフォード教国から近いこともあり、この街は熱心な教徒が多いからであろう。

　衛兵が馬車の通りを妨げぬように交通整理を行っており、聖女は馬車から特に顔を見せるわけでもなく馬車は進み続けた。

　住民からの声援は、馬車から顔の出すことのない聖女の為に、馬車が見えなくなるまで続いていた。




　二十分もかからず馬車は迎賓館の前に辿り着く。先行して騎士が連絡をしていたこともあり、迎賓館の前には従者が一同に並んで待っていた。

　カインとシルクも馬車から降り、ラグナフが並んでいるその列に並んだ。

　マリンフォード教国の護衛隊長が扉を開け、従者を伴って聖女が降りてきた。

「本日はこちらの迎賓館にてゆっくりとお寛ぎください。すぐに昼食の準備をいたします」

　ラグナフの説明に聖女は無言で頷き、迎賓館へと歩みを進めた。

　無言で迎賓館へ入っていく聖女を見送った後に、カインとシルクは領主邸の客室に集まった。

「それにしても聖女様、元気がないよね……」

「うん。どうしたんだろうね……」

　聖女ということでカインの中のイメージでは、もっと笑顔を振りまいているイメージがあった。実際の聖女は表情も乏しく言葉も少ない。

　確かに凛とした美少女ではあるが、それだけだった。ライムから助力するように言われているが今後どのように接していくか悩むカインであった。




　昼食の準備が終わり、メイドが呼びにきたのでホールへと向かうため案内について行く。

　すでにラグナフは席についており、聖女の座る席を空けるようにカインも座る。シルクは公爵令嬢ではあるが、当主ではないため他の者と一緒の席に座ることになる。

　全員が座ってから聖女が案内され、中央の席に座ったことを確認すると、代表して領主でもあるラグナフが挨拶を始めた。

「ようこそエスフォート王国へ。一日だけですがゆっくりとお過ごしください。こうして聖女様をお迎えできたことは、このシルベスタの領主、ラグナフ一生の宝物です。それでは乾杯」

「「「乾杯」」」

　聖女は言葉を発することなくグラスを掲げた。

　ラグナフは聖女と食事を共にすることを誉れとして、色々と聖女に話しかけるが、聖女からの反応は乏しい。「はい」「ええ」など簡単な返事しか返ってこない。

　そんな聖女を反対側からカインは眺めていたが、ふと振り返った聖女と視線があった。

　すると聖女はテーブルの下から手を伸ばし、カインに折りたたまれた一枚の紙を、他の者からわからないように静かに手渡した。

　カインは聖女の行動に驚きながらも、周りに気づかれないようにテーブルの下で中身を覗いた。




　紙には一文だけ書かれていた。




『二人だけでお話ししたいことがございます』




　カインは視線を聖女に戻すと、また二人の視線が交差する。

　何も言わずにカインが少しだけ頷くと、聖女は僅かばかりながら笑みを浮かべた。

　屋敷に到着してからずっと乏しい表情だっただけに、その僅かばかりの笑みですらカインには衝撃的に感じられた。

　そして淡々とした食事が終わると、聖女は迎賓館へ戻っていった。




　カインは客室に戻り、渡されたメモをもう一度確認する。『話したい』と言われても、『いつ』『どこで』とも書いておらず、どうしていいか解らない。

「夜中に行くしかないよな……。昼間はあの護衛隊長が煩そうだし」

　何事にもカインたちを遠ざけようとする護衛隊長にカインは苦笑いする。

　さすがに食事の時は貴族と聖女だけということで同席したいという要望を断った。それでもホールの外側で待機している有様だ。多分、会話を聞いていたのだろう。

　もしかしたら聖女が何を話すのか、監視しているのかもしれないと考えた。

　夕食も聖女と一緒のはずだったが、護衛隊長が一人で領主邸を訪れた。

「聖女様はお疲れのようで休みたいと仰ってる。会食はキャンセルさせていただき、部屋で食事されるとのことだ」

　その言葉にラグナフは聖女と食事が出来ないことを残念に思いながらも、部屋に食事を運ぶように手配する。夕食はラグナフ家族とカイン、シルクたちだけで行われた。

「明日には王都に発たれるというのにご一緒できないとは……」

「ラグナフ卿、王都の帰りもまたシルベスタに寄ります。その時にはまたご一緒できますよ」

　カインの言葉に思い出したかのようにラグナフは笑顔を取り戻す。

「カイン卿、そうだよな。また帰りも聖女様はこの街に寄るんだよな」

　あまりの変貌ぶりにカインは苦笑いしながらも頷いた。横ではシルクがクスッと笑っている。

　先ほどまでの暗い雰囲気はなくなり、和やかに食事は進んだ。




　深夜。

　皆が寝静まった頃合いを見計らってカインはベッドから起き出す。

　服を着替え、転移する用意をした。迎賓館は一度全部の部屋を確認のために回ったお陰で、問題なく転移することができる。

　普通に部屋に伺いたいが、きっと護衛隊長が部屋に通すことはないだろうと思い、転移を選択した。

　生命の神ライムが目をかけているくらいだから、転移魔法が使えたとしても黙っていてくれるだろうと思ってのことだ。

『転移』

　視界は一瞬で聖女が泊まっている部屋に変わる。

　目の前には眠っていると思われた聖女が、笑みを浮かべて待っていた。

「シルフォード様、やはり来てくれましたね」

　カインはその言葉に驚くが、すぐに軽く頭を下げる。

「夜分遅く申し訳ありません。この方法でしか二人でお会いすることは叶わないだろうと思い、不躾ながらもこうして来させていただきました」
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「いいんです。夜分遅くになると思っていましたから。こうしてお越しいただきありがとうございます」

　昼間と打って変わり笑顔の聖女にカインは驚く。

「何か可笑しいですか？　私の変わりよう？　昼間はあの護衛隊長がいるから話をしないようにしているのです。まずは座ってからお話をしましょう」

　カインは聖女に促されるように対面している椅子に腰掛ける。

「実は――」

　聖女からこれまでの経緯の説明が始まった。

　教皇派から命を狙われていることをすでに知っており、護衛隊長及び数名は教皇派から派遣された騎士であること。

　エスフォート国内で命を狙う算段がついていること。

　聖女がエスフォート国内で亡くなった場合、教皇が王国へ批難声明を出す手筈になっていること。

　聖女に話をさせないように護衛隊長が阻止しているのは、教皇派による暗殺計画の情報を知っている可能性を疑い、その事で誰かに助けを求められたら困るからとのことだ。

「やはり……」

　カインはライムから聞いていたことと同じような内容に納得する。

　そして疑問が生じた。

「それにしても……何故、私に……？」

　この街には熱心な教徒であるラグナフもいる。同性のシルクもいたはずだ。代表してカインが挨拶をしたが、これだけの秘密をいきなり打ち明けるのはおかしかった。

「シルフォード様……カイン様と呼んでも？　カイン様は使徒様ですよね？　一目見てわかりました。これでも聖女と呼ばれておりますから。それに……神託を受けておりました。『何かあればカイン・フォン・シルフォードを頼れ。きっと助けになる』と……。まさか同じ年頃の少年とは思いませんでしたけど……」

　クスッと聖女は笑う。その笑顔はテレスティアやシルクと変わらないほど美しい笑顔だった。

　神の神託にカインは苦笑いをする。

「神様がそう言ったのですか……」

「えぇ、カイン様となら――――子を宿してもいいとまで」

「プッ」

　衝撃的な聖女の一言にカインは思わず吹き出す。

　ライムから神託を出しているとは聞いていたが、まさか『子を宿してもいい』とまで伝えられているとは思ってもいなかった。

「私も神託を受けた時はどうかと思いましたが、実際にお会いして――構わないと思いましたわ。さすがに今すぐは無理ですけど……」

「ちょ、ちょっと待ってください。いきなりそんな衝撃的なことを言われても困ります。神様たちも何を言っているんだか……」

　聖女の暴走的な一言に、カインはきっと見ていると思われる神々を思いながら天井を睨みつけた。

「まず今は聖女様を守り抜くのが一番ということはわか――」

「ヒナタと呼んで下さい」

「でも……」

「二人だけの時だけでも」

「はい……」

　ヒナタはカインが了承したことに満面の笑みを浮かべる。その笑顔は神々しく、まさに聖女と言われてもおかしくないほどに美しかった。

　その後、二人は密談を続けた。そしてカインはアイテムボックスよりネックレスを一つ取り出してテーブルに置く。

　そのネックレスはシンプルながら美しく紅く輝く魔石がついている。

「これは……」

「このネックレスはきっとヒナタを守ってくれます。この魔石を握って魔力を込めれば遠くにいても私に伝わります。それと同時にヒナタをきっと守ってくれるでしょう」

　ヒナタはネックレスを取り手のひらに載せ、目を輝かせる。

「カイン様、ありがとうございます。肌身離さず身につけさせていただきます。それと……付けていただいても？」

　カインは頷き、ヒナタからネックレスを受け取ると後ろに回り金具を取り付けた。

「ありがとうございます」

　嬉しそうな顔をしたヒナタは改めてカインに頭を下げる。

「本当でしたら、使徒様は私よりも崇められる存在でいるはずなのに、助けてもらうなど申し訳ない気持ちでいっぱいですが……」

「使徒ということは内緒で……。王国内でも限られた人しか知りません。知られたら大変なことになるので……」

「はいっ、私とカイン様との秘密ですね」

　昼間と違った表情にカインは動揺しながらも頷いた。

「では、明日からよろしくお願いしますね」

「はい、こちらこそよろしくお願いします」

　満足そうな表情をしたヒナタをよそに、あとで神に文句を言おうと決めたカインだった。

　こうして二人の密会は終わった。




　一日の休憩を挟み王都へ向かう日になった。

　ヒナタと朝食を一緒にとる事になったが、昨日の夜の表情は見せず、乏しい表情のまま相変わらず相槌を打つばかりだった。

　カインは状況がわかっているので気にしてはいないが、歓待したつもりのラグナフは気が気ではない。

　粗相があって不機嫌になっているのではないかと、疑心暗鬼に陥りながらも聖女に話しかけ続けている。

　ラグナフのことを気にしてカインも話し掛ける。

「聖女様、エスフォート王国以外にも行かれたことがあるのですか？」

　ラグナフの話を聞いている時とは違い、途端に笑みを浮かべながら返事をする。

「カイン様、エスフォート王国が初めてです。神からの神託で選ばせていただきました。お陰でこうしてカイン様にも――」

「そ、そうですか。私も国内から出たことがありませんので、いつかは諸国を巡ってみたいです。まぁ今は領主をしているので簡単にはいきませんが……」

　ヒナタの言葉に被せるようにカインは答えた。

　カインの言葉には笑顔で反応するヒナタにこれ以上話をさせると、ラグナフからの嫉妬の視線がさらに強くなると感じられたからであった。

　そんな緊張感の中、食事を終え王都へ向かうための出発の準備をする。カインは自分の荷物は全てアイテムボックスに入っており常に手ぶらだが、シルクの着替えを含めた荷物がかなり多かった。一度「アイテムボックスに入れて運ぼうか？」と聞いたが、断固として拒否された。やはり女性だからこその照れがあるのかもしれない。

　ラグナフはこの場での見送りのため、カインとシルクが乗る馬車が先行し、その後を、ヒナタを乗せた馬車が続いていく。

　出発前にシルクから「聖女様も同じ馬車でどうですか」と聞いてみたが、ヒナタが返事する前に、護衛隊長が一歩前に出て拒否の意向を示した。やはり馬車の中でヒナタが何かを話すかもしれないと踏んだのだろう。

　ヒナタの視線はカインを追うが、こればかりはどうにもならない。

　シルベスタ領で積んだ食材を載せた馬車が一番後ろにつき、ゆっくりと街を出発した。

　街の入り口までラグナフはお見送りとして馬に乗り同行した。やはり熱心な信徒だからであろう。

　馬車はこれから二日間かけて王都へと向かう。

　ヒナタから伝えられたことを考えると、これから油断せずに進んでいく必要があった。

　ステータスを含め、すでに人外となっているカインにとって戦闘は問題ないが、教皇派がどんな仕掛けをしてくるかと考えながら馬車に揺られていく。

　街を出てから三時間が経過し、太陽はすでに天高くあがっていた。昼食の準備をするために馬車は街道から外れたところに停め、従者は忙しく動き回る。

　カインが昼食に使う食材を鑑定していくと、その一つに毒性のあるものがあった。

「――この食材は？」

　従者に聞くが積んだ食材については把握しておらず、首を傾げる。

　燻製にされた肉を取り出しそのまま無造作に地面に置き、カインはいきなり火魔法を使って焼いた。青白い高温の火が一瞬にして食材を消し炭にする。

　従者たちはいきなり魔法を放ち、無駄に食材を焼いたカインに驚きながらも、貴族当主の行動に文句を言えるはずはなく、残った食材で料理を始めていく。

　シルクのところに戻るとカインの行動が奇異に思えたのか質問を受けた。

「カインくん、さっきのは？　肉はそこまで積んでないのに無駄に燃やしちゃうなんて……」

「シルク、ちょっといい？　話したいことがある」

　護衛隊長から少し距離をとり、カインはシルクの耳元で囁く。

「さっきの食材、毒が入っていた。鑑定を使ったから間違いない。何者かがこの集団のことを狙っている」

　護衛隊長とは言わない。何故なら証拠もなく糾弾すれば、国家問題に発展する可能性もあるからだ。もちろんヒナタから言われたことについても言えるはずもない。勘の良いシルクにいつ話したのかと疑問に思われたら、隠せる自信もなかったからだ。

「えっ!?　本当に!?」

　驚いたシルクの唇を人差し指で押さえ、カインは無言で頷く。

　そして小さい声でさらに言葉を続けた。

「何があっても守りきるけど、もし僕がいない時に何かあったら、前に渡したネックレスの石を握って魔力を流すんだ。きっと守ってくれるから」

　シルクは服の中からネックレスを取り出して見つめる。

「うん、わかった。カインくんが助けてくれるのが一番だけど」

　微笑んだシルクはまたネックレスを服の中にしまい込んだ。




　何事もなかったように全員が昼食を食べ始めた。マリンフォード教国の護衛隊長を含め数人は周りの警戒をするといい干し肉を囓りながら、食事の輪を外れていった。

「これは確定かな……」

　カインは小さい声で呟く。そして次第に怒りが込み上げてくる。

　毒を使うということは、ヒナタを含め一緒に食事をとる者たちも毒殺するつもりなのだ。その中にはシルクも含まれる。カインは耐性があることで問題はないが、他の者は回復魔法が使える者がいなかった場合、生きてはいられないであろう。

　カインは警戒にあたっている護衛隊長を遠目で睨みつけた。

　食事が済んだ頃、何食わぬ顔で護衛隊長を含め数人が戻ってくる。食事を済ませ出発の準備に取り掛かっている従者たちを見て、苦虫を噛み潰したような顔をする。

「護衛隊長殿、何かありましたか？」

　カインは何食わぬ顔で護衛隊長に話しかける。

「い、いや、何でもない。周りには魔物の気配はない」

　その一言だけ言ってカインから離れていく。

　カインはその後ろ姿を見ながら誰にも聞こえない小声で呟く。

「――絶対にお前の思い通りにさせないからな……」




　出発準備が整い、馬車は再び進み始める。街道は森に沿って通っているため、森の中には少なからず魔物がいる。だが探査サーチを使い、辺り一面の魔物の動きは把握しており、この集団に向かってくることはないとわかっていた。




　一時間ほど馬車で進んでいくと、森の魔物の行動がおかしいことにカインは気付いた。

　数十だろうか、森の奥から馬車に向かって進んでくる気配を感じた。カインは即座に馬車を停めるように指示を出す。

　いきなり馬車の中から聞こえた怒鳴りつけるような声に驚きながらも、御者は馬車を道端に停めた。カインはシルクに馬車の中にいるように指示し、一人馬車から飛び降りる。

　先頭の馬車が停まったことで、後ろの馬車も続いて停まった。カインは自国の近衛騎士たちに戦闘準備を促した。

「森から魔物が集まってきている。すぐに馬車を森から遠ざけ戦闘準備をするんだ！」

　カインの言葉に近衛騎士たちは馬を降り、馬車を道から退避させたあとに剣を抜いた。

　いきなり戦闘準備をとったことで、聖女の護衛たちは焦りを覚える。

「護衛隊長！　魔物が近づいてくる。すぐに聖女様の馬車を退避させろ。護衛以外は一緒に退避だ。戦闘は私たちが行う。あなたたちは聖女様を守ってくれ」

　カインの言葉に真意を疑いながらも、護衛たちは馬車を退避させ戦闘準備を開始した。




　そして五分後。

　森の奥から集団が行動するような音が聞こえてくる。

　カインが先頭に立ち、その後ろに近衛騎士たちが一列に並ぶ。カインの武力は近衛騎士団長であるティファーナとの模擬戦を見ているので誰も文句は言わない。

　逆に子供を先頭に立たせて近衛騎士が後ろに並んでいることに、マリンフォード教国の護衛たちは、小言ながら「何故、貴族とはいえ子供が先頭に……」と呟いていた。

　そして、最初に出てきたのは森狼フォレストウルフの集団だった。数は二十程度であろうか。森狼フォレストウルフは森の中に集団で住み、素早い動きで獲物を仕留めていくことで有名だが、わざわざ森から出ることはない。カインはそんな事を考えながらも魔法を放つ。

『真空刃エアカッター』

　無詠唱で唱えた魔法が魔物たちを次々と葬っていく。

　次から次へと出てくる魔物を始末していくが、魔物はとめどなく森から出てくる。

　しかも聖女の馬車へ一直線に進もうとする魔物にカインは首を傾げる。

「何かおかしい……」

　カインは後方で聖女の馬車を護衛している隊長たちを睨みつけた。

「一人、護衛のところにいって変なものを持ってないか聞いてきてくれ。これはあまりにもおかしい」

　カインの指示で一人の近衛騎士が聖女の馬車へと駆けていく。
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　森から出てくるゴブリンやオークなどを次々と魔法で葬っていき、すでにカインの周りには魔物の死骸で小山が出来上がっていた。

　聖女の護衛に問い質しに行った近衛騎士が慌てたように戻ってきた。

「カイン様、わかりました。魔物避けの香を使ったみたいですが、その中の一つが魔物寄せの香でした。もう処理をしたので大丈夫です」

　魔物避けの香とは、商人たちが行商の際に魔物に襲われないように持ち歩く香だ。強い魔物には意味をなさないが、ゴブリンや森狼フォレストウルフやオーク程度ならば、近づいてこない。しかし、盗賊は人間なので効力は無い。だからこそ冒険者ギルドに護衛を依頼するのだ。

　そして魔物寄せの香は、魔物が少ない地域で冒険者たちが経験値を稼ぐために使われる香であり、このエスフォート王国には魔物が住む森が多くあるために使われることはない。この国で魔物寄せの香など使ってしまったら、このような状態となる。

　カインは近衛騎士の報告に頷き、後に続いてきた魔物を始末していく。いくらランクの低い魔物であれ、ここまで多くの魔物に襲われたらカインがいなければ甚大な損害を被っていただろう。一時間弱の戦闘は終わり、すでに森から出てくる魔物はいなくなった。

　カインの周りには魔物の死骸の山がいくつも出来上がっている。

「そろそろ終わりかな……」

　カインが振り向くと、何もすることがなかった近衛騎士たちが唖然としている。

「俺たちいらなくね……」

「あれだけ魔法を放ちまくってなんともないぞ……」

「カイン様、剣すら抜いてないぞ……」

「団長より強いってのが良くわかったわ……」

　そう呟いている近衛騎士たちに、カインは少しの間、警戒するように指示を出し、聖女を守る馬車に歩み寄る。

　カインの魔神のような強さに聖女の護衛たちは、抜いたままの剣を持ち恐怖で震えながら一歩一歩下がっていく。

「もう魔物の殲滅は終わりましたから問題ありません。それにしてもなぜ香を？　今まで必要なかったでしょう」

　従者を含め危険にさらしたことでカインは怒っており、怒気を含んだ声で問いかける。

「す、す、すまない……。念には念を入れたつもりだったのだが、教国から持ち出した物に混ざっていたのだ。特に悪意はない。教国に戻ったら在庫管理者に然るべく処分を行う。聖女様をこんな危険にさらしたのだからな」

　間近でみたカインの鬼のような武力に、護衛隊長も震えながらそう答えるしかなかった。

「――わかりました。これからは余計なことをしないでください」

「――それにしてもカイン卿はあれだけの魔法を放って問題はないのか？」

　恐る恐る護衛隊長はカインに問いかけた。

「あれくらいでしたら問題ありません。ただ、私がいなかったら近衛騎士たちにも少なからず被害があったかもしれません。もしかしたら全滅の可能性もありました。良く理解してください」

「……わかった」

　カインは言いたい事を告げたあと、また近衛騎士たちのところに戻る。

「待たせたね。じゃあ、この魔物の死骸を持ち帰ろうか。戻ったら騎士団の臨時収入にすればいい」

　カインの言葉に近衛騎士たちは歓喜する。これだけの魔物の素材があれば、いくら低級とはいえ、それなりの金額になる。カインは次々とアイテムボックスの中に仕舞っていき、あれだけいくつもの山になっていた魔物の死骸は十分後には何もなくなっていた。

　近衛騎士たちはカインがアイテムボックスを持っている事を知っていたが、教国の護衛たちは初めて見る光景に唖然としている。

　これだけの量を仕舞うことのできるアイテムボックスを使うには、膨大な魔力と高い加護レベルが必要だ。

　自国の筆頭魔術師でも同じ事は出来ないであろう。

　護衛隊長はそんなカインの姿に何の文句も言えず眉間にシワを寄せる。




　準備が終わったことで、馬車へと乗り込みカインが出発の合図を行い、馬車は進み始めた。

「カインくん、初めて出会った時も格好良かったけど、さっきも素敵だったよ」

　カインの戦闘を見て興奮しているシルクの言葉に、カインは照れ隠しで頭を掻く。

「シルクもいるし、絶対に守るから」

　カインの言葉にシルクは頬を染め満面の笑みを浮かべ頷いた。

　その後はカインの強烈な戦闘のイメージが残っているのか、護衛隊長からの妨害も受けず二日間の日程をこなし王都に到着した。




　カインの護衛にあたっていた二人の近衛騎士が先行して王都に向かい、前日までには王都に住む住民にまで聖女来訪の知らせが王都全体に流布されていた。

　王都の門を潜ると、大勢の住民が馬車の通り道に溢れ出し、衛兵が交通整理に追われている。

　聖女を一目見ようと群がる住民にカインとシルクの二人は驚いた。

「まさかここまで人が集まっているなんて……本当にすごい」

「聖女様を一目見たいと集まっているんだね。なんか私たちが結婚のパレードで祝福されているみたい」

「……」

　シルクの想定外な妄想に苦笑いしながらも馬車は王都を進んでいく。住民街を抜け貴族街を通り馬車は王城へと到着した。

　カインたちは先行して馬車を降り、王城の前に並んでいる出迎えの貴族たちの列に一緒に並ぶ。

　正面に着けられた馬車からは、真っ白で金の刺繍が施されているローブに正装した聖女が、侍女に手をとられ馬車から降りてきた。

　カインは数日一緒に同行していたので気にしていないが、初めて見る貴族たちはその美しさに見惚れていた。

「まだ幼く見えるのに神々しいまでの美しさだ……」

　貴族たちからそんな言葉が漏れる。

　エスフォート王国に派遣されている司教がまず挨拶を交わし、聖女を王城へと案内する。

　カインたち貴族一行もその後についていく。そして司教と聖女は一度控え室に向かい、カインたち下級貴族はそのまま謁見の間まで進んだ。

　出迎えに王城の外に並んでいたのは、子爵以下下級貴族たちとなっており、上級貴族たちは謁見の間にすでに並んでいる。カインも同じ子爵の列に並ぶ。

　そして王家の面々が登場し、国王が玉座に座った。

「それでは、聖女様の登場になります」

　係の者が声を上げたあと、扉が開かれ聖女と司教の二人が並んで入場してくる。

　玉座の手前にて二人は止まり、膝をつき頭を垂れる。

「面を上げよ」

　国王の声に、司教と聖女の二人は顔を上げる。

　国王は笑みを浮かべながら聖女に声を掛ける。

「遠路ご苦労であった。護衛からすでに報告は受けておる。襲撃の件もな。幼いながらもうちの護衛は優秀であろう？」

　国王はヒナタと視線を合わせ笑みを浮かべた。

「はい、護衛にあたっていただいたカイン様には何度も助けていただきました。カイン様がおりませんでしたら、ここまで辿り着けることもなかったでしょう」

　聖女は神々しいまでの笑みを浮かべ、国王の問いに答えた。国王はその言葉に頷き、宰相のマグナに小声で話しかける。

　そしてマグナから言葉が続けられる。

「シルフォード子爵、前に」

　いきなり呼ばれ、少し動揺しながらもカインは列から出て、司教の隣まで歩くと同じように膝をつき頭を垂れる。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントル、ここに」

「面を上げよ」

　カインは国王の声に顔を上げた。

「カイン、この度は聖女殿の護衛ご苦労であった。お主には別途褒美を取らせる。詳細はマグナから後で聞くと良い」

「ははっ、ありがたき幸せ」

　カインの返事に頷いた国王はそのまま言葉を続ける。

「聖女殿は長旅で疲れておるだろう。謁見はここまでとする。聖女殿、本日はゆっくりと休まれよ。司教殿、後はよろしく頼む」

　国王の言葉にカインの隣にいる司教は頷いた。

　謁見が終わり散会していく。国王と聖女が退出すると、参列していた貴族たちも次々と退出していく。カインは別室に呼ばれ、従者の案内でいつもの応接室に案内されていた。

　少しの時間が空き、国王とマグナ宰相、エリック公爵、ダイム副騎士団長が入ってきた。

「待たせたな、では、道中の話を改めて聞こうか。多少は護衛の近衛から聞いておる。他に何かあるか」

　国王の言葉にカインは頷いた。

　教皇派と聖女派の確執、このエスフォート王国内で聖女を亡き者にしようと暗躍している者がいること。道中、食材に毒が仕込まれていたこと。魔物避けではなく、魔物寄せの香を焚いたことなど。カインは順に沿って説明していく。

「なるほど……。お主を護衛に選んで正解だったということか。シルク嬢は歳が近いことがあり選んだが、お主がいなかったら聖女殿を含めシルク嬢まで危なかったな……」

　近衛騎士の護衛はいたが、王城へ先行した者もおり、八名しか残っていなかった。低級が多かったとはいえあれだけの数の魔物に襲われれば無傷とはいかないだろう。

「カインくん、またうちのシルクが助けられちゃったね。本当にありがとう」

　礼を言うエリック公爵にカインは笑顔を向ける。

「シルク嬢は私の婚約者ですから守るのは当たり前です」

　その言葉にエリックは笑顔で頷いた。

「それでじゃ、今回は聖女殿もいた。お主の褒賞として白金貨十枚を渡そう。街の再開発で多額の資金が必要であろう？　その足しにでもしてくれ」

「ありがとうございます」

「でな、せっかく今回は聖女殿も王国におられる。この機会にお主の婚約発表をしようと思ってな。テレスティアからも『いつになったら発表できるのですか』と催促がきておっての。しかも公表しておらぬから国内の名だたる貴族の当主から、お主との縁談の仲介を頼まれておるのじゃ。あれだけの武才を持ち、あの問題だらけのお荷物だったドリントルをうまくまとめ上げている情報は、すでに国内に知れ渡っておる。毎日のようにわしとマグナのところに嘆願に来られてはたまったものではない」

　国王の言葉にマグナ宰相も同意し頷いた。

「そんなことに……」

「うむ、お主にはこの聖女の視察の護衛を主にしてもらい、最終日の晩餐に発表を行う。頼んだぞ」

「わかりました」

　カインはいよいよ発表かと思いに耽る。まだ十二歳でありながら男爵に叙爵され、婚約者を三名もち国に縛られている感はあるが、不快には思っていない。

　カインは屋敷に戻ると、コランやシルビアに声を掛けた後で執務室に入る。

　書類や手紙などに目を通していくが、やはりお見合いの手紙が主となっていた。キャンパスに描かれた娘の絵を送るのが主流になっているこの世界には写真などない。画家に描いてもらいその絵を相手に送って気に入ればお見合いをすることも多い。

　実際に会ってみると絵とかけ離れた令嬢が来ることが多いとコランから説明された。

　いつか、写真をこの世界に広めていこうと心に刻み、コランが整理して置いてある書類に目を通していく。

　明日からは王国内の視察を行う予定となっており、カインは護衛として案内係を務める。

　教会に行き、その後は城下町の視察を行う。教皇派が何を仕掛けてくるかわからないので気を抜けない仕事だ。

　そして教会に行ったらまた神様たちと会うんだろうな、と思いながらも夜は更けていった。




　早朝を迎え、カインは屋敷を出て馬車で王城へ向かった。

　今回、聖女を案内するのはカインの馬車である。聖女用に教会が馬車を用意することも可能だったが、民衆が集まって通行できなくなる恐れを考慮して今回の策を練った。

　教国の護衛が不満を露わにしたが、マグナ宰相の説得により渋々ながら納得した。

　宰相の立場としても国内で聖女が暗殺されてしまっては堪ったものではない。カインの素性を知っているマグナ宰相だからこその判断であった。

　カインは王城の入口付近で馬車を停めて待機する。すぐに扉が開かれ、シルクに連れられたヒナタが出てきた。司教はすでに教会に戻っており、本日の視察の準備を行っている。

　教国の護衛隊長は馬車については納得したが同行すると固持し、王国側とそれぞれ四名ずつ護衛を出し計八名が同行することになった

（正直、八人いても意味ないんだけどな……）

　護衛がたとえ千人集まろうと、カインの敵ではない。武力、魔法威力に関してはすでに亜神となっているカインはこの世界の生物としては最強であった。

　馬車の隣で待っていると侍女に付き添われたヒナタが出てきた。

　カインの案内で馬車に乗り込む。そして馬車は教会に向けて出発した。




　貴族の馬車に聖女が乗っているとは誰も思わず、何事もなく教会にたどり着く。教会内は帯剣が緊急時以外は禁止されているため、八名の護衛は馬車で待つことになった。

「カイン殿、何かありましたら……わかっていますよね？」

　機嫌が悪そうな護衛隊長の言葉に軽く頷き、教会の中へと入っていく。

　カインと聖女の二人は受付をしているシスターに案内され、祭壇の間へと通される。すでに司教は準備が終わり待機していた。

「聖女様、お待たせいたしました。どうぞこちらへ」

　聖女は頷くと祭壇の前まで進んでいく。そしてカインに視線を送り、手招きをする。

「カイン様もどうぞこちらへ」

　カインは促されるまま、聖女の隣に膝をついた。

　そして二人で祈りを捧げると、いつものように目の前は真っ白に染まっていった。

　気がつくと、目の前には大きなテーブルが置かれており、その周りを七柱の神が囲んでいた。

　いつもの光景に頬を緩ませて、一礼し挨拶をした。

「お久しぶりです。今日は聖女の護衛ということで教会に伺うことになりました」

「うむ、わかっておる。まぁそこの空いている席に座るといい、〝二人とも〟な」

「えっ……？」

　カインは〝二人とも〟という声に反応して後ろを振り返る。

　後ろに佇んでいる人を見てカインは目を大きく開く。

　そこには隣で祈りを捧げていた聖女が放心状態で立ち尽くしていた。

「えぇぇぇぇぇ！！！　なんでいるの？？？」

　カインの言葉が神の世界に響き渡った。




　聖女であるヒナタが真っ白な世界に困惑している。

　教会で祈りを捧げていたはずが、いきなり全く違う場所にくることになれば仕方ないだろう。

　カインもまさかヒナタが同時にこの世界に来るとは思っておらず目を見開いて驚いた。

「ヒナタよ。貴女もここに座りなさい」

　生命神であるライムがヒナタに優しい声で話しかけた。

「そ、その声は……もしかして……」

　ヒナタもその声には聞き覚えがあり目を見開き声の主の方を向く。その声は、日々祭壇で祈りを捧げている時に、稀に聞こえる神託の声そのままであったからだ。

　目の前にいる者たちが神々だと理解すると、思わずその場でヒナタは土下座をしてしまった。

「ヒナタ、ライム様もこう言ってるし席に座ろう」

　カインはヒナタの側に寄り声をかける。ヒナタはその声に顔を上げカインであることを確認し少しだけホッとした表情をする。

「――わかりました」

　ヒナタは勧められるまま恐る恐るカインの隣に座った。

「貴女の信仰心は私たち神々にまで届いておりました。今回はカインと一緒だったのでこの世界へ案内させてもらいました」

「はい……ライム様。このような機会を設けて下さりありがとうございます」

　深々と頭を下げるヒナタだったが、未だに緊張は解けておらず、ライムからの言葉に注意深く耳を傾ける。

　カインはこの神々の世界には何回か来たことがあるが、今までと違って引き締まった顔をした神々に何かあるのかと思い、ライムの言葉を聞いていた。

「あ、そうだ。カイン、ありがとうな。おかげで楽しませてもらっているぞ」

　そんな雰囲気を壊すかのように技能神であるグリムが口を挟んできた。

　手元には試作品で作ったリバーシが置いてあった。奉納時に消えた試作品であろう。

「そうそう、グリムと二人でいつも楽しんでいるよ。結構奥が深いのな……。今の所二二七八戦一一四〇勝だよ」

　パナムは笑顔で言うが、その声にグリムが口を挟む。

「違うだろ！　一一三九勝のタイの筈だ！」

　それだけの回数を重ねているにもかかわらず、数まで数えていることにカインは驚きを隠せない。

「ちょっと静かにせんか」

　今まで存在感が全くなかったゼノムが声をかける。

「一番弱いやつが口出すなっ！」

　創造神の威厳も全く関係なく、グリムに罵倒される。

　創造神なのに一番リバーシが弱いということにカインも驚いた。

「なんだとっ！　ワシはお主たちのために手を抜いてるだけじゃ!!」

　三人の神々がいがみ合う中、ライムは少し苦笑しながらもヒナタに話しかける。

「この人たちは放っておいてください。貴女はこの視察の間、何度も命を狙われるかもしれません。その時は隣にいるカインに助けてもらいなさい。きっと助けてくれるはず……それとね……ちょっと二人で話をしましょう」

　ライムが席を立ち、少し離れたところでヒナタを手招きする。言われるがままヒナタはライムの元に向かった。

「全く仕方ないわね……。カイン、魔法はどう？　楽しい？」

　魔法神レノが三人を横目に話しかけた。

「はいっ！　楽しいですよ。大規模な魔法は色々と問題があってできませんが……」

「星が壊れるようなことをしなければいいわよ。あなたの威力じゃ手加減しないと色々とあるだろうしね……」

　加護レベル10を与えてしまった手前、カインの事をよく見ていた。人間からしたら許容範囲を超えているが、レノからしてみたら楽しませてもらっていた範囲に収まっていたのだ。

「それにしても魔法の種類についてあまり載っている書物がないようですが、ユウヤさんの帝級書の他にないんですね……」

　国王から預かっている帝級魔法書は全て読み、すでに使えるようになっていた。ただ、この世界に生まれ前世のラノベ好きが講じて魔法に関しては貪欲になっていたことで、物足りなさを感じていた。

「――仕方ないわね。私からこれをあげるわ」

　レノが黒のローブの間から一冊の本を出してテーブルに置いた。それは真っ黒な表紙で厚さが十センチ程だろうか。表紙には何も書かれていない分厚い本だ。

「これは……」

「――想像していると思うけど、神が認めたこの世界で使われている魔法の一覧よ。一番上級の魔法にはあなたたちの世界では神級魔法と言われているものも書かれているわ。ただ、ものによっては大災害になるの。天災とも言われるほどにね。カインなら大丈夫だと思うけど……。」

　初めて見る神級魔法書にカインは目を輝かせる。無理もない。目の前にはこの世界の魔法書の頂点ともいうべき物があるのだから。

「あなたには創造魔法クリエイティブがあるから同じような魔法を創る事が出来るかもしれないけど、十分取り扱いには注意してね」

「はいっ！　ありがとうございます。大事にします」

　目の前に置かれた魔法書を胸に抱き込み、満面の笑みを浮かべる。やはり新しいものへの探究心は少年には堪らないものだった。

　三人の神々は未だに罵倒合戦をしており話にならず、レノと雑談をしているとライムとヒナタが戻ってきた。ヒナタの顔が心持ち赤くなっているような気がしたが、カインは気にする事なく話を続けた。

　ヒナタはまたカインの隣に座る。

　そしてライムに諭され、三人の罵倒合戦がようやく終わった。

　ゼノムは居心地悪そうな顔をしながらカインに話しかけた。

「見苦しいところを見せてしまったな……。カインよ、お主の力量はすでに神の領域に踏み込んでおるが、未だに足りぬ。修行を怠らぬようにな。あと……本当はワシが一番強いからな」

「まだ言うかっ！　この雑魚がっ！」

「そうだっ！　まともに勝てた試しが無いくせにっ！」

　ゼノムの一言がまた二人の神を刺激したようだった。

「カイン、この人たちは気にしないで。ヒナタのことを守ってあげてね。そろそろ時間よ。またそのうちね……」

　ライムの言葉の後に視界が真っ白に染まっていく。気付いた時にはすでに教会の祭壇の間に戻っていた。

　ヒナタも戻ってきており、お互いが目を合わせる。

「カイン様はいつもあのように神々と会っていらっしゃったのですね……」

「うん……いつもはもっとまともなんだけどね……」

　カインが送ったリバーシの所為で神々が揉めている事に苦笑しながらも頷いた。

　祭壇の間を後にし、一度、教会の応接室を借りる事にした。ヒナタがシスターに声を掛けたのだ。

　シスターも聖女と崇められるヒナタに頼まれたことに高揚し、意気揚々と案内を始めた。後ろをついて行くと心持ちスキップしているような軽快な足取りで歩いているようだった。

　カインとヒナタが向かい合って座ると、シスターは紅茶を用意し各自の前に置いた後、一礼し退出していった。

　探査サーチを使いシスターが離れたことを確認してからカインが口を開く。

「それにしても本当に驚いたよ。まさかヒナタも神々の世界へ一緒に行くことになるなんて」

「私も初めての経験でした。いつもは祈りを捧げていると、ライム様からの声が聞こえていたのです。実際にお会いすることができて幸せです。これも――カイン様のお陰ですね」

　いつも神託を降ろされていたライムと実際に会えたことにヒナタは高揚しながら答える。

「あと……聞きたかったんだけど、使徒ってヒナタ以外が見てもわかるの？」

　カインが神の使徒であることは、限られた人たちしか知らない。もし、誰かがカインを見て使徒だと分かってしまったら大問題になると思っていた。

「それはわかりません……。私から見たカイン様は神々しいオーラを放っていましたのですぐに分かりました。この国の司教様でも気付いていないということは、もしかしたら教皇様でないと気付かないかもしれませんね。教皇様でも気付くかは不明ですが」

　ヒナタの言葉を聞きカインはホッと吐息を吐いた。教皇に会うことはマリンフォード教国に赴かない限りあり得ない。今後、行く必要が出てくるかもしれないが、今の所、予定はない。

　一〇分程度応接室で二人は話し、その後、教会にいた司教を交え会談を行った。

　司教とヒナタは顔見知りであり、幼い頃に司教のお世話になったことを笑みを浮かべながら話し始めた。

　あまりの褒め言葉にさすがの司教も頬を掻き照れ笑いをする。

　カインもドリントルを治める時に、ゴタゴタがあったが司教にはすぐに新しい司祭を派遣してもらい、今は行政、冒険者ギルドと上手く連携がとれていることを説明し、司教に礼を伝えた。

「いえ、あの時は教会の管理不足でしたから……」

　苦笑しながらも素直に司教は頷く。

　ヒナタの昔話を司教が話し始め、いつもの聖女とは思えないほど恥ずかしがる表情が見られ、カインは満足する。

　三人の会話は花を咲かせ、気がついたら一時間以上話していた。

　司教に礼を伝え、教会を後にする。

　教会の外で護衛をしていた、教国の護衛隊長は不機嫌そうな顔をし、二人を出迎えた。

「随分時間が掛かりましたね。二人で密会などはご遠慮して欲しいのですが……」

　ヒナタから何かしらの情報が流れることを警戒しながら護衛隊長は苦言をする。

「私が神々に祈りを捧げていたのです。あなたにそう言われる筋合いはありません」

　キリっとした表情をしたヒナタが護衛隊長のことを咎める。

「これは聖女様……申し訳ございません」

　ヒナタに咎められた護衛隊長は、機嫌が悪そうに謝罪をした。

「私にではありません。シルフォード卿にです」

「それは……」

　護衛隊長はヒナタの言葉に顔を顰める。

「聖女様、私のことは気にしないでください。隊長も聖女様を心配なさっての事ですから……」

　これ以上この場で揉めても仕方ないと考えたカインは、護衛隊長に問題ないことを告げる。

　カインの言葉に謝罪をしなくて済んだ護衛隊長はホッとしたが、ヒナタは厳しい表情をし言葉を続けた。

「あなたは神に使える教会騎士でしょう。そんな気持ちで教会騎士をしているなど聖女として恥ずかしいです」

　ヒナタの厳しい言葉に護衛隊長は顔を歪める。

「……シルフォード卿、申し訳なかった……」

　嫌々そうな顔をしながらも、護衛隊長はカインに頭を下げる。

「隊長、私は気にしておりませんから……」

　カインは護衛隊長に声を掛けてからヒナタとともに馬車に乗り込んだ。

　二人が馬車に乗り込んだあと、顔を上げた隊長の表情は、今までに見せたことがないほど憎々しいものとなっていた。
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　教会での礼拝を終えた二人は、ゆっくりと進む馬車から街中を眺めていた。

　エスフォート王国は他国と比べ平民の生活水準が高く安定しており、街中を見ればそれが理解できる。商店が建ち並び、通りでは元気よく呼び込みを行う者や、買い物をするために行き交う人々が皆笑顔なのだ。

　その中を馬車は進んでいき、貴族街を抜け王城に到着した。

　ヒナタは主賓として王城に泊まっているが、カインは自分の屋敷に戻る必要がある。

　カインは先に馬車から降り、ヒナタの手を取って降りるのを手伝った。

　その様子を殺気のこもった目で一人の男が見ていた。カインはその殺気に気づいたが知らない振りを通す。

「それではまた夜の晩餐会で」

「はい、カイン様、今日はありがとうございました」

　夕刻より歓迎の晩餐会が開かれることになっていたので、カインは早々に屋敷に戻り着替えをすませた。そのまま執務室に入り、コランが用意してある書類に目を通していく。山が二つほど出来ており、一つはお見合いの申し出の手紙であった。

「これ……そのまま捨てる訳にはいかないよね？」

「はい……最低でも返事をしませんと。伯爵以上の上級貴族からもきております」

　申し訳なさそうなコランを見てカインも苦笑する。

　今回、婚約が発表されることになれば、新たに来ることはないと思っているが、現時点でこれだけのアプローチが来ていることに戸惑いを隠せない。

「今回、婚約が発表されることになる。それから返事しよう！　それなら納得してくれるはず……」

「――そのほうが宜しいかもしれませんね」

　二人は頷き合い、後日、返事を送付することが決まった。




　夕刻前となり、カインは晩餐会のため王城へと向かった。

　まだ晩餐会定刻までは随分と時間があるが、子爵は下級貴族の扱いになり、早めに行く必要があった。

　上級貴族よりも遅れての参加は、新興貴族のカインにとって許されることではない。

　王城に到着し、メイドの案内でホールへ向かい周りを見渡すが、まだ上級貴族が来ておらずカインは安堵の吐息を漏らす。

　ホールにいるのは男爵や子爵の下級貴族のみであった。それでも貴族当主ともなれば、それなりの年齢となっており、カインは大人の中で一人だけ子供という異質な存在でもあった。

　そんなカインが目立たないはずはなく、お見合いの申し出をしていた貴族たちがカインに群がっていく。

「シルフォード卿、手紙を読んでいただけましたか？　私の娘はシルフォード卿より一つ年下になります。気立てもよく可愛らしく育っておりますので是非一度だけでも会って――」

「抜けがけは許さぬぞっ！　私の娘の方はこの間のお披露目で紹介した通りでございます。是非に」

　数人の貴族たちに囲まれてカインは困惑しながらも返事していく。

「その件にいたしましては、もう少しお待ちください。父にも相談しないといけませんので……」

　カインは、自分だけでは断りきれないと思い、ガルムの名前を出すことにした。

「ガルム辺境伯ですか……。それは仕方ありません。ぜひ良い返事をお待ちしております」

　さすがに上級貴族であるガルムの名前を出されれば、下級貴族は引き下がるしかなかった。

　次第にカインを囲む輪は減っていき、安心してホールの隅のほうでカインは時間を潰していく。

　そして少し時間が経つと、上級貴族である伯爵以上が次々と入場してきた。

「あ、シルフォード卿。こんな隅にいたとは。この前の――」

　伯爵や侯爵家も年頃の娘を持つ当主は、カインを見つけるとまた同じように群がっていくのだった。

　辺境伯の子息で、武勇でも名を馳せ、ドリントルの発展でもすでに情報は広がっていた。

　住民と冒険者たちを合わせて三千人ほどの小さな街であったドリントルは、スラム街の建て直し、職業の斡旋等をしており、著しい人口増加に追われており、もう少しで一万人を超える規模になっていた。

　街並みは美しく順次整備されており、大通りは道を広げられ、馬車の行き交うところと歩道を分けたことで住民にも好評だった。適度に設置した公園では、子供たちが和気あいあいと遊んでいる。

　全てはルーラが描いた街の計画図から、カインの膨大な魔力による力技のおかげだ。

「カイン様、あれもお願いします。次は――」

　街づくりになると遠慮しないルーラに付き合わされていたことで、区画の整備はいち早く進められていた。

　もちろん職業の斡旋のために一般的に出来ることは住民を雇うことも忘れない。

　そんなことを思い出しながら、上級貴族に対して無下にも出来ず、当たり障りない言葉で返していく。

「ゴホンッ」

　上級貴族が囲んでいる後ろからわざとらしい咳がひとつされた。

　貴族たちもその咳に気づき振り返ると、そこにいたのはエリック公爵だった。

「あまりカイン子爵を囲むのもどうかと思うよ？　少しカイン子爵と話すことがあるから借りてもいいかい？」

「……これはエリック公爵。どうぞ」

　最上級とも言える公爵家がきたことで、上級貴族たちは道をあける。

　人波が分かれていき、ようやくカインはエリック公爵のそばへたどり着くことが出来た。

　少し離れたところに移動すると、エリック公爵は笑いを堪えた顔をする。

「カインくん、それにしても大人気だね？　どうするの、あと数人嫁にもらう？　シルクをもらってくれるなら多少増えても目を瞑るよ？」

　無邪気に笑うエリック公爵にカインは冗談ではないと拒否の姿勢を示す。

「いえいえ、勘弁して欲しいです。すでに……三人ですよ？　さすがにこれ以上は……」

　まだ成人していないカインにとっては、前世を含めありえない状態に苦笑するしかなかった。

「カインくんだったら、聖女様までいっちゃいそうな気がしそうだけどねー！」

　冗談を言うエリック公爵だが、以前ヒナタから「子を宿してもいい」と言われたことを思い出し、首を左右に振り頭から言葉を消した。

「さすがにそれはありませんよ。聖女様ですよ……」

　二人で雑談をしていると、王族の入場を告げる音楽がホール内に流れ始めた。この音楽に合わせ貴族たちは所定の位置に並んでいく。

　貴族当主全員が王城にいるわけでもないが、それでもホールの中は百人以上の貴族が並んでいる。そんな中、国王と聖女が入場してきた。

　一斉に貴族たちが頭を下げると、カインも習って頭を下げた。

「楽にしてくれ」

　国王の一言で、貴族たちが頭を上げる。

　一段高くなっている演台の国王の隣には聖女が並んでいた。

「今日は、マリンフォード教国から聖女様がこの国へお見えになられた。聖女様が教国を離れることはないのが普通だが、今世の聖女様は初めての国外訪問にこのエスフォート王国を選んでくださり、途中トラブルはありながらも無事に到着なされた。王国全体で歓迎したい。それでは聖女様よろしくお願いいたします」

　国王の言葉に、ヒナタが軽く頷き一歩前に出た。そしてゆっくりと口を開く。

「エスフォート王国の皆様、初めまして。今世の聖女を司っております、ヒナタ・リラ・マリンフォードでございます。今回、私は神託によってこのエスフォート王国を訪問させていただきました。ここまでの道中、また、本日王都内を案内していただきましたが、住民の皆様が笑顔でとても良い国と感じられました。神々は神の世界からいつも私たちを見守ってくださっています。それに恥じぬよう、これまでと同様に貴族として国民を大事になさってください。私からは以上となります」

　まだ幼い聖女とは思えないほど、しっかりとした挨拶だった。

　参列している貴族たちも一同に感心し、大きな拍手がホールに響き渡る。

　そして国王がグラスを掲げ乾杯の合図をした。

「それではエスフォート王国とマリンフォード教に乾杯」

「「「「「乾杯」」」」」

　参加している貴族たちが一同にグラスを掲げる。

　それからは上級貴族たちから我先にとヒナタへ挨拶に向かい始めた。

　何人もの上級貴族が並ぶ中、カインは食事が置いてあるテーブルに向かった。

　カインは下級貴族の挨拶が始まるまで、その場で軽食を摘みながら時間を潰していく。

　十五分程度で上級貴族たちの挨拶は終わり、その後を下級貴族たちが挨拶に向かい始めたのを確認し、カインも挨拶する列に並んだ。

　次第に前の貴族が減っていきカインたち下級貴族の順番となった。

　ヒナタはすでに大勢の貴族たちからの挨拶に疲れた表情を浮かべていた。

「聖女様、カイン・フォン・シルフォード・ドリントルでございます。顔色が優れませんね……」

　気になったカインは人差し指をヒナタに向ける。

『ヒール』『気分沈静化リラックス』

　カインは連続してヒナタに向かって魔法を放った。

　ヒナタの身体が少しだけ光り、そのまま吸収されていくように消えていった。

　光が消えたヒナタは先ほどまでの疲れた顔が消えていた。そして頬を赤くする。

「カイン様の魔法は暖かくて優しいのですね……もう大丈夫です。ありがとうございます」

　頬を染めたヒナタが顔を上げカインと見つめ合うと、隣から声が掛かった。

「カインよぉ。お主、ワシのことを忘れておらんか？　自分の仕える国王を差し置いて聖女殿に行くのか、お主は……」

　隣にいた国王が目を細めてつまらなそうに口を挟んできた。

「え、いや、そんなことは……」

「まったくお主ときたら……次から次へと……早く公表しないと駄目だな……」

　頬を染めたヒナタを横目で見た国王はため息をつき呟いた。

「まぁ、今日は良い。次が待っておるぞ」

　国王の言葉に我に返ったカインは後ろを振り向くと、挨拶するために待つ貴族たちが並んでいる。

「では、私はこれで……」

　カインは横にずれて次の人に譲った。

　その後、カインはホールの隅の方で食事を済ませ、屋敷のお披露目に来てもらった顔見知りの貴族たちと会話を弾ませた。

　話題はカインがサラカーン商会と手を組んで販売した、貴族用のリバーシについてが多かった。

　和やかな晩餐会は終わりを迎え、王家とヒナタが退出したことで、上級貴族たちから順に続々と帰路についていく。

　やはり聖女を見られたことが貴族にとって誉れであるらしく、機嫌良く帰っていく者が多い。

　カインもようやく終わったことに安堵の息を漏らし、何事もなく馬車に乗ると、自分の屋敷へと戻ることにした。




　夜も更け、静まった王都に一人の男がフードを深々と被り、人目につかないように街を歩いていた。その男はスラム街の中へと歩みを進め、一軒の家に入っていく。

　その一室で待っていた数名の向かいにある空いている椅子に腰掛けた。

　フードを被った男は金貨の入った小袋をテーブルに投げ捨てるように置いた。

「――それでは明日、頼んだぞ」

　向かいに座る男に念を押し、部屋を退出していく。

「もらった対価の分は働く。闇ギルドと名乗っている限りはな」

　薄暗く顔はわからないが、金貨が入った袋をジャラジャラと揺らしながら中央に座る男が怪しく笑った。
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　私は今日も教会で神に祈りを捧げる。

　それが私にとっての生きる価値であり義務であるからだ。

　もうそれが八年も続いている。

　魑魅魍魎ちみもうりょうが蔓延はびこるこの教国本部は、想像とはまったく違っていた。出世の為に同僚を蹴落とす。それが普通の世界だった。

　子供ながらにして大人は怖いと感じた。

　思っていたマリンフォード教の教えとは全く違い、最初は戸惑ったが、私は生き残るために必死になった。

　私は自分自身の身を守るために神に教えを請い、幼いながらに大人に気を遣い今まで生き延びてきた。八年も経つと、いつの間にか感情を表に出すことさえ忌みするまでになっていた。




　貧しい農家の娘だった私は、神託で〝聖女〟としての称号を授かった。まだ幼かった私は何もわからず、教会の司祭が慌てていたのをただ覚えている。

　そしてすぐにマリンフォード教国から大層な馬車が家まで迎えに来たのだ。

　まだ幼かった私は両親と離れることを嫌がったが、両親は笑顔で教会の偉そうな人に私を引き渡した。

『あなたは選ばれた聖女なのよ』と、母は言った。

　それから両親とは一回も会っていない。

　その時は意味がわからなかったが、このマリンフォード教国の首都での扱いに聖女が特別であると知った。

　専門に教育係がつけられ、日々経典と祈りの作法を習い、教皇や枢機卿、司教などの講演を聴く。それの繰り返しだ。まれに枢機卿などに連れられて教国内の街へと同行するが、あくまで私はお飾りでしかなかった。

　それでも住民は私を崇める。

　確かに聖魔法も上級まで使えるようになった。この歳で使える者はいない。しかし使える者がいない訳ではない。

　私が唯一、聖女の役目として『神からの神託を授かることができる』からである。

　だからこそ信徒や神官から崇められていた。

　この教国本部で生活していると、私のことを見る視線で、その人が敵であるか味方であるかすぐにわかるようになっていた。

　私のことをよくかわいがってくれた司教様は、他国に赴くためにすでにいない。特にかわいがってくれたのは、司教のハーナム様だったけれど、エスフォート王国の司教として赴くことになった。

　私と仲良くしてくれる人は次々といなくなる。いつも『他国の司教様や司祭様として教義を広めるためにいくのだ』と説明されたが、もしかしたら、私と仲良くすることで邪魔だと思われたのかもしれない。

　残った枢機卿や司教からは「将来、子供の嫁にならないか」など、そんな話ばかりである。

　正直、嫌で仕方ない。しかし聖女としてそれを嫌な表情を見せずに断り続けている。

　特に十二歳を過ぎてからは、そんな話が多くなった。

　それから出来るだけ心を開かないようにした。それが一番いいのだと思って……。




　教会で一人、神々の像を前に膝をつき頭を下げ、祈りを捧げると頭の中に神の優しい声が聞こえてきた。久々の声に胸が高鳴りを覚える。

『ヒナタよ。貴方に使命を与えます。貴方はこれからエスフォート王国へと赴くのです。そうすれば貴方のことを生涯に亘って助けてくれる人が現れるはずです』

『神様、それはすぐにわかるのでしょうか……？　私と仲良くするとすぐにいなくなってしまうのです。今までもずっと……』

『ヒナタ、大丈夫。貴方のことを必ず守ってくれる。そして、その人となら……生涯を添い遂げても構わないでしょう』

『えっ!?　そ、そんな……』

　神の言葉に思わず顔が熱くなるのがわかった。

　神が自分の伴侶になるかもしれない人を教えてくれたのだ。どんな人かは分からないけれど、神が選ぶ人に間違いはきっとないはず。

『必ずエスフォート王国へ向かうのですよ……。そしてカインと会いなさい』

　その言葉が最後だった。

「――――カイン、様……」

　その名前を胸に刻み、私は立ち上がる。

　すぐに枢機卿や司教たちに、神託によりエスフォート王国へと向かうことを告げた。

　聖女が他国へと赴くことなど、前例がないと断られたが『神からの試練を受け、それを実行しないならば天罰がこの教国に下る』と説明をした。

　神の声が聞けるのは私一人。その真意を問えるものではない。

　更に言えば、教皇が私のエスフォート王国行きを推奨してくれたのだ。

　私のことを――一番嫌っているあの教皇が。

　教皇の間にある、とりわけ豪華な椅子に重そうな身体を乗せ、私に降りた神託に対し、ニタニタと笑いながら快く送り出すことを約束してくれた。

　この国の最高権力者である教皇の一言で、私のエスフォート王国行きが決まった。

　しかしながら、私がすぐにエスフォート王国へと向かうことはできない。

　隣国とはいえ相手側の許可も必要であるし、準備も必要である。

　すぐに教国からエスフォート王国へ、教皇から筆が認められ早馬で届けられた。

　いつ返事がくるんだろうと、毎日期待をして教会で祈っていた。

　そして二十日が経ち、待ちに待った返事が届いた。

　王国から許可が出たと伝えられ、教会騎士団の精鋭を護衛としてつけてくれることになった。

　あの教皇がそこまでしてくれる……？

　一番私のことを煩わしいと思っているはずなのに。

　このマリンフォード教国では、教皇を崇めるグループと聖女を崇めるグループの二つがある。マリンフォード教の信徒たちもそうだ。

　だからこそ教皇は私のことが邪魔で仕方ない。

　そのはずなのに……。

　エスフォート王国には、私のことを可愛がってくれた司教のハーナム様がいる。そして神から神託のあったカイン様。

　私は会える日を楽しみにしながらも無表情を通し、日々を過ごした。




　そして出発の日はすぐに訪れた。

　私の馬車が用意され、聖騎士数名と教会騎士を合わせ十数名が護衛につき、マリンフォード教国の首都を出発した。私の世話をするために一人だけ従者が馬車に同乗し、他は荷物を積むための荷馬車が後を追う。

　そして馬車を囲うように騎士が進んでいく。

　エスフォート王国までにいくつかの街を回り、教会の前で炊き出しを行い、無償で回復魔法を施していく。これも聖女としての役目である。

　護衛の聖騎士は嫌そうな顔をしていたが、無理を言って教会の司祭やシスターとともに行った。

　街では宿に泊まるようにも言われていたが、神への祈りを理由に断り教会で寝泊まりをした。

　それは、同行した聖騎士たちから沸き立つ敵意が気になったからだ。

　今回護衛を決めたのは全て教皇であり、もしかしたら――と思ってしまう。

　そして、もう少しでエスフォート王国への国境へ差し掛かろうという時にそれは起こった。

「襲撃だっ！　武器を構えろっ！」

　馬車の外から突然の怒声が響いてきた。

　窓から外を覗くと盗賊と思われる者たちが数十名道を塞いでいた。

「聖女様、屈んでくださいっ」

　すぐに従者の指示通りに身を隠したが、外の喧騒は聞こえてくる。

　剣同士がぶつかる音、そして悲鳴が……。

　隙間から外を覗くと倒れている騎士もいる。回復魔法を使いたいが、距離があり届かない。

　人数的に見てもこちらが劣勢だとすぐに理解できた。

　私はここで終わるのか……。まだカイン様と会えていないのに……。




　その時だった。

　突然、襲撃者に向かっていくつもの魔法が飛来して次々と盗賊は倒れていく。

　一体何がっ!?

　そんな中、一人の少年が現れた。

　その少年は私と同じくらいの歳に見え、銀色の髪を靡かせ、貴族服を着て、右手に剣を持つ。

　見た瞬間私の目はこれでもかと言うほど見開いた。

　それは、その少年から沸き立つ――神気。

　普通の人にはない。すぐに理解出来た。この少年は――〝神の使徒〟であると。

　そして、神託で知らされた〝カイン様〟で間違いないと。

　少年が現れてすぐに勝負はついたのかもしれない。

　あれだけの喧騒が、一気に静かになる。

　そして馬車の外から少年の声がした。

「聖女様の馬車で間違いないですか？　エスフォート王国のカイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵だ。王命によりお迎えに上がったが、襲われていると感じ加勢させてもらった。護衛隊長は？」

　やはりカイン様だった。私の鼓動は一気に早くなる。

　すぐに馬車から降りようとしたが、まだ危険かもしれないと従者に止められた。

　そして今回の護衛隊長が私の代わりにカイン様と話し始めた。

「聖女様の護衛隊長をしている聖騎士のマスティーナだ。加勢感謝する。――ボルト……やれ」

　その後すぐに外から悲鳴が響き渡った。

　――もしかして。

「な、何を!?」

　驚いたカイン様が護衛隊長に食ってかかるが、特に気にした様子もない。

「この盗賊たちを引き連れて御国には行けまい。元の街まで戻るわけにもいかん。だからこうしてここで処分しているのだ」

「せめて盗賊たちの情報だけでも――」

「必要ない」

　その後も十人以上の悲鳴が響き渡った。

　護衛隊長はカイン様の言葉に聞く耳を持つ気もない。確かに、掴まえた盗賊をエスフォート王国に連れて行くことは迷惑を掛ける以外の何物でもない。

　だからといって人を助けるためにある教国が人の命を無造作に奪う。

　これは許されることではない。

「なぜ、全員殺す必要が」

「加勢は感謝致すが、ここはマリンフォード教国の敷地だ。シルフォード卿はエスフォート王国の貴族である。この国内で起こったことには口出し無用」

　護衛隊長のその言葉で話は終わった。

　その後すぐに多くの馬がこちらに向かってくるような音が聞こえてくる。

　きっとカイン様の仲間かもしれない。

　合流したエスフォート王国の人たちも、この情景を見て絶句しているようだった。

　そのまま放置していこうとしている護衛隊長に、カイン様がお願いをして襲撃者たちを埋葬することになった。

　風土病の原因になる可能性もある。そしてそれはエスフォート王国へと飛来するかもしれないが、マリンフォード教国として責任はとれるのかとカイン様が強めに迫ったことで、護衛隊長が渋々ながら許可を出した。

　私からは見えないような位置で、エスフォート王国の兵士たちは襲撃者たちの亡骸の処理をしていた。

　馬車から降りてお礼を伝えたいと申し出ても護衛隊長の許可は下りなかった。

　エスフォート王国の先導で境界線を越え、待ち合わせ場所へと馬車は向かう。

　到着した場所は、すでに天幕が張られ私たちが休めるように準備がされていた。

　そしてようやく馬車から降りてカイン様に会える。やっと直接話ができる。

　それが待ち遠しかった。

　用意が終わり、護衛隊長が馬車の扉を開ける。

　私はゆっくりと馬車を降りた。視界に広がるのはエスフォート王国の皆さんが一列に並び一番奥に一番爵位が高いと思われる壮年。

　そしてその隣に佇んでいた――カイン様。

「今代の聖女を勤めていますヒナタ・リラ・マリンフォードでございます。護衛の件、よろしくお願いいたします」

　カイン様と視線が交差すると自分の頬が熱くなってくるのがわかってしまう。

　私は表情に出さないように必死に挨拶をした。

　そして、用意された天幕に入り一泊し、翌日シルベスタの街へと行くことになった。

　カイン様と一緒に食事をしたかったが、護衛隊長が勝手に断り、身内だけで食べることになった。

　本当に……邪魔ばかり。

　次の日、早朝に出発して昼前にはシルベスタに到着した。

　街の中は人で溢れ、私のことを歓迎してくれるのがよく分かった。

　笑みを浮かべ手を振りながら馬車は進んでいき、程なくして領主邸の隣にある迎賓館に到着すると、旅装から着替えてから領主邸ですぐ昼食をとることになった。

　これはもしかしたら……。

　私は机に置いてあった紙に走り書きをして懐にしまう。

　そして準備が出来たと呼ばれて向かうと、中央の席が空いていた。両隣は領主のラグナフ様と、カイン様。

　うれしい気持ちを表情に出さないように席に座る。

　準備が終わったところで、ラグナフ様が席を立ち、グラスを掲げて乾杯の挨拶をする。

「ようこそエスフォート王国へ。一日だけですがゆっくりとお過ごしください。こうして聖女様をお迎えできたことを、このラグナフ一生の宝物です。それでは乾杯」

「「「乾杯」」」

　ずっとラグナフ様が気をつかって話しかけてくるけれど、私が話したいのはカイン様。カイン様はすぐ近くに座っているシルク様と楽しく話している。

　私もそちらに混ざりたい。

　そんな気持ちからカイン様に視線を送るのが多くなっていると、ふとカイン様と視線が交差する。

　……今だっ！

　手に隠し持っていた手紙をそっとカイン様の膝に置く。少し驚いていた様子だったが、小さく頷いてその手紙を仕舞い込んだ。

　これで大丈夫かな……。あとは――。

　食事も終わり、部屋に戻るとカイン様を迎える準備をする。

　きっと来てくれるよね……。

　部屋の外には教会騎士が立っているけれど、カイン様だったらきっと……。

　深夜。すでに遅い時間だったけれど、カイン様が来るかもしれないという気持ちから眠気に負けることはなかった。

　そしてカイン様はいきなり現れた。どんな手段を使ったのかはわからないけれど、いきなり部屋の片隅に現れた。

「シルフォード様、やはり来てくれましたね」

　私の頬は一気に紅く染まった。

　うれしい気持ちからか、いつもより饒舌になる。少しイメージと違ったのかカイン様は驚いていたが、私の話に真剣に耳を傾けてくれる。

　そして私の命が狙われていることを知ると、途端に真剣な表情になった。

　カイン様はシルベスタに来るまでの護衛隊長の行動を振り返り、その理由が納得できたようだった。

「それにしても何故私に……？」

　カイン様は一番それを不思議がっていた。領主であるラグナフ様などもいる中で自分に相談されたのが一番の疑問だったらしい。

「シルフォード様……カイン様と呼んでも？　カイン様は使徒様ですよね？　一目見てわかりました。これでも聖女と呼ばれておりますから。それに……神託を受けておりました。『何かあればカイン・フォン・シルフォードを頼れ。きっと助けになる』と……。まさか同じ位の年とは思いませんでしたけど」

　神からの神託をそのままカイン様に伝えると、一番驚いていた。思わずその表情にクスっと笑ってしまう。

「神様がそう言ったのですか……」

「えぇ、カイン様となら子を宿してもいいとまで」

「プッ」

　私の言葉にカイン様は吹き出してしまった。

　そんなカイン様の表情を見ていると、つい頬が緩んでしまう。

　神からの言葉に疑問もあったが、目の前にいるカイン様を見ているとそれも構わないかなと思う。

　カイン様はこれからの事について考え始めた。

「まず今は聖女様を守り抜くのが一番ということはわか――」

「ヒナタと呼んで下さい」

　聖女と呼ばれるより、カイン様には名前で呼んで欲しい。遠慮気味にしているカイン様に念押しすると、ようやく名前で呼んでくれることを承認してくれた。二人の時だけと条件付きだけれど……。

　それでもうれしい。きっと私の頬は緩みまくっているかもしれない。

　そしてカイン様は一つのネックレスを取り出した。

　そのネックレスはシンプルながら美しく紅く輝く魔石がついている。

「これは……」

「このネックレスはきっとヒナタ様を守ってくれます。この魔石を握って魔力を込めれば遠くにいても私に伝わります。それと同時にヒナタ様をきっと守ってくれるでしょう」

　手のひらに載せられたネックレスに自然と惹きつけられる。

「カイン様、ありがとうございます。肌身離さず身に付けさせていただきます。それと……付けていただいても？」

　私の言葉にカイン様は頷き、後ろへと回りネックレスの金具を取りつけてくれた。

　胸元で赤い石が美しく輝く。

「本当でしたら、使徒様は私よりも崇められる存在でいるはずなのに、助けてもらうなど申し訳ない気持ちでいっぱいですが……」

「使徒ということは内緒で……。王国内でも限られた人しか知りません。知られたら大変なことになるので……」

「はいっ、私とカイン様との秘密ですね」

　二人の秘め事と考えると頬が熱く感じる。

　そしてカイン様は自分の部屋へと転移して戻っていった。

　私は寝間着に着替えてベッドへと潜り込む。

　カイン様にいただいたネックレスの石を握りしめて……。
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　ヒナタの希望により、教会の関係者を含め、スラム街で炊き出しをすることになっていた。

　カインは護衛のため、王城へ迎えに行き、朝からカインとヒナタは教会へと馬車で向かった。

　いくらエスフォート王国は栄えているとはいえ、やはりスラムは存在する。孤児院にはいっていない者や就業できずに道の片隅に座り込んでいる者。

　そんな者がいる中、馬車は進んでいく。

　炊き出し場所に到着すると、すでにシスターを含め協力者数人が炊き出しの準備を行っていた。

　ヒナタは手伝いをするために、ローブの腕を捲り上げその中へと入っていく。

　カインは護衛として同行しているため、近くでヒナタの姿を見守っていた。

　野菜や肉を大きな寸胴で煮込み、器とスプーンを用意していく。

　炊き出しが始まると、ここまで人がいたのかというほどゾロゾロとスラムの住民が集まってくる。

　衛兵が列の整理をし、スラムの住民を誘導していくが、あまりの多さにカインも驚いた。ドリントルの街も小規模とはいえスラムはあったが、今は闇ギルドの解体、職業斡旋と孤児院、集合住宅や学園を建てたことにより、すでに生活に苦悩することはなくなっていた。

　しかし数千人が住むドリントルとは違い、王都は三十万人が住むと言われている巨大都市だ。莫大な予算と人員が必要となり、そこまで簡単にできることではないだろう。

　ヒナタはいくつも並んだ寸胴の前に立ち、自ら寸胴から器に料理を移しスラム街の住民たちに手渡していく。

　その姿に涙を流し感謝する者たちが後を絶たなかった。

　まだ料理を受け取るための列は数十人と続いている。

　カインがその姿を眺めていると、衛兵が二人カインに向かって走ってきた。

　少し息を切らした衛兵は、カインの近くによると、息を整えるために大きく深呼吸し、カインに話し掛けた。

「シルフォード子爵でしょうか。王城から至急呼び出しが掛かっております」

「たしかに僕がそうだけど……、今は聖女様の護衛中ですよ」

　カインは聖女の護衛という役目でこの場所にいる。今、呼び出しされる理由がわからなかった。

「そうなのですが……、コルジーノ侯爵からシルフォード子爵を呼ぶようにと……」

　コルジーノの名前を聞き、カインは顔を顰しかめる。

　下級貴族である子爵にしか過ぎないカインは、普段なら上級貴族である侯爵に呼ばれれば従うしかなかったが、カインは王命を受けて聖女の護衛をしていることを理由に断るつもりだった。

「悪いけど、今は行けない。聖女様を送りに王城に行く時に、コルジーノ侯爵に会いに行くよ」

　カインはそう答えるが、衛兵は申し訳なさそうな顔をし、「必ず連れてくるように」と言われていると懇願を始めた。

　そんなやりとりをしていると後ろから声がかかった。

「カイン殿、王城に呼ばれているとのことでしたら行くと良い。聖女様の護衛は私たちで十分だ」

　後ろから声を掛けたのは護衛隊長だった。邪魔者は消えて欲しいかのような顔をしている。

「そう言われても、今は聖女様の護衛の命を受けている身ですから……」

「では、私たち教国の護衛騎士が信じられないと？　教国の誉れある護衛隊では聖女様を守れないと言うか」

「――わかりました。少しの間だけ外します。すぐに戻りますからよろしくお願いします」

　カインは仕方なく頷き、王城に向かうことにした。

「今から王城に向かう。悪いけど聖女様の護衛として数人の衛兵を集めてくれ。聖女様に何かあったら問題だから」

　衛兵が頷き、一人が応援を呼びに行った。カインはヒナタに王城に呼ばれたから一度外すと説明をし、馬車に乗り込み王城へ向かった。

　三十分ほどで王城に到着し、メイドの案内でコルジーノ侯爵の執務室に向かう。扉をノックし、メイドが用件を伝えると中から「入ってよろしい」と声が聞こえたため、メイドは扉を開きそのまま横に待機した。

「どうぞ……」

　メイドに声を掛けられ、カインはコルジーノ侯爵の執務室に入った。

　執務室は豪華な装飾品が至るところに置かれている。とてもいい趣味とは思えないが成金には好まれる趣向になっていた。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。コルジーノ侯爵閣下、何か御用とのことで……」

　執務室でふんぞり返っていたコルジーノ侯爵が、ニタリと笑い手招きをする。

　ソファに案内されたカインは真ん中に座り、その向かいに重そうな身体を抱え、コルジーノ侯爵が座った。

「カイン卿、今日はお願いがあってだね……。あのカイン卿が懇意にしているサラカーン商会が売っているグラスをだね……なんとか欲しいんだよ。ワシの妻が他家に行ったときに見せてもらったらしく、どうしても欲しいとせがまれていてな。なぁ、どうにかならんかのぉ」

　大事な用件かと思い、聖女の護衛を途中で抜けてまで王城に赴いたにもかかわらず、あまりにくだらない用件であった事を知ったカインは絶句した。

　こんなつまらない用件のためにカインは護衛を外れたかと思うと、次第に機嫌が悪くなっていく。

「申し訳ありませんが、売られている物にも数には限りがあります。予約していただければ出来上がり次第ご連絡がいくと思いますが……」

　いくら不機嫌になったとはいえ、相手は上級貴族だ。無碍にも出来ず丁寧な返答を返していく。

「それがだな、従者に行かせて侯爵家の名前を使っても予約は数ヶ月待ちだ。ひとつ金貨一枚もする物にだ！　たしかにあのグラス製品は素晴らしい。だからこそ上級貴族が使うものであろう？　なぁカイン卿」

「販売につきましては、完全に商会に任せておりますので……」

　それでもコルジーノ侯爵はカインから引き出そうとする。

「カイン卿も、ある程度は商会に卸していないものを持っているであろう？　それを少し分けてもらえればよいのだ。これから領地を治めるのにも何かと私が助言してやろう」

　次第に高慢になっていくコルジーノ侯爵に、カインは顔を引きつらせていく。たしかにカインのアイテムボックスの中にはまだグラスが仕舞われている。これは定期的に国王に献上するものであり、そう簡単に出せるものではない。あったとしても嫌悪を抱いているコルジーノ侯爵にまず出すことはない。

　ただ、現状聖女の護衛の任務をしている最中にこの場に長く居るわけにもいかないと、カインは思い出したかのようにアイテムボックスの中から一つの箱を取り出し、テーブルの上に置いた。

「これはペアのグラスになります。これだけならお譲りすることができます」

　コルジーノ侯爵は目を見開き、笑みを浮かべゆっくりと箱の蓋を開けた。

　そこには赤の模様が入ったグラスと青の模様が入ったグラスの二つが入っていた。

　そのグラスの美しさにコルジーノ侯爵は目尻を下げる。

「おぉ！　これだ！　カイン卿感謝する。金貨二枚すぐに用意する」

　重そうな身体を起こし、自分の執務机の引き出しから小袋を持ち出し、そこから金貨を二枚だした。

「これで妻からも文句を言われずに済むぞ。感謝する」

「いえいえ、これくらいしか出来なくて申し訳ありません」

　カインは受け取った金貨を懐に仕舞いこむ。

「それでは、私は聖女様の護衛があるのでこれで失礼いたします」

　早々に護衛に戻るために、カインは席を立つ。

　そして、上機嫌となったコルジーノ侯爵の部屋を後にし、一息ついた。

　コルジーノ侯爵に渡したペアグラスは、屋敷のお披露目会にきた来客にお土産として振る舞った物だった。コルジーノ侯爵親子は国王の怒りを買い、早々に逃げ出したことで渡していなかった。

　それを思い出したカインは早く護衛に戻るために、渡していなかった物を今になって渡しただけなのだ。しかも金貨二枚という対価をもらう形で。

　こうしてカインはヒナタの護衛に戻るため早々に王城を後にした。

　また馬車で三十分掛け炊き出し場所に戻っていく。すると近づくにつれ人並みの動きがおかしいことにカインは気づいた。

　器を持ったまま逃げるような者もいる。カインは馬車から降りて人混みを掻き分け進むと炊き出し場所へとついた。




　――――そこには横たわるヒナタがいた。

　カインはその場に急いで駆け寄る。

「どうなってるんだっ!?」

　護衛をしていた衛兵たちをカインは怒鳴りつけた。

「良くわかりませんが……子供が走ってきて聖女様に少し触れたと思ったら、少ししてから聖女様がいきなり倒れられました」

　カインはヒナタを抱えると『ハイヒール』をかけた。

　それでもヒナタの意識は戻らない。

「教会に運ぶぞ！　僕の馬車を持って来い！　みんな道を空けてくれ」

　カインが衛兵を怒鳴りつけると、衛兵はカインが乗ってきた馬車へと向かい走っていく。

　そして馬車にお姫様抱っこ状態でヒナタを運びこむと、護衛の一人が道を阻んだ。

「これはこの王国の失態だな……どうしてくれるのだっ！」

　怒りをあらわにする護衛隊長を無視し、カインは馬車を出発させた。

　炊き出し場所から十五分ほどで教会に到着し、カインはヒナタを抱いて中に入る。そして用意された部屋のベッドに寝かせた。

　回復魔法をかけても一向に青白い顔をし、意識の戻らないヒナタに、部屋に駆けつけた司教が症状を見て顔を青ざめさせる。

「まさか聖女様が……。こんなことになるなんて……」

「司教様、回復魔法をかけても一向によくなりません」

　焦るカインに司教は首を振る。

「これは毒かもしれません……。私が『解毒キュア』をかけてみましょう」

　司教が解毒魔法をヒナタに掛けるが一向に顔色は戻らなかった。

「解毒キュアでも効かない毒なんて……」

　絶望した顔をしている司教を余所に、カインは人にはあまり使わなかった鑑定を掛ける。

『鑑定』




――――――――――――――――――――――――――――――


ステータス

【名前】ヒナタ・リラ・マリンフォード

【種族】人間族　【性別】女性　【年齢】十三歳

【レベル】３

【体力】３０／１９０

【魔力】９２０／９８０

【能力】Ｄ

【称号】聖女

【魔法】


聖魔法レベル５

生活魔法



【スキル】


礼儀作法レベル５　聖女レベル５



【加護】


創造神の加護レベル３　生命神の加護レベル５



【状態】


デルポネの毒





――――――――――――――――――――――――――――――――




　毒であることを確認したカインはデルポネの毒について司教に尋ねた。

「司教様、デルポネの毒って知っていますか？」

　その言葉を聞いた途端に司教の顔は青ざめていき、そして諦めた表情をした。

「そ、そんな……。――カイン殿……その毒は私では解毒できない。教皇様か聖女様以外、解毒するのは不可能であろう……」

　真っ青な顔をした司教から出てきた言葉は諦めの言葉だった。

　その言葉にカインはヒナタの命を救うために、まだ人前で唱えたことのない魔法を唱えることにした。

『パーフェク―――』

　その時、急に勢いよく扉が開かれた。

　勢いよく部屋に入ってきたのは護衛隊長であった。

　急いでいたため、置き去りにしたお陰で顔を真っ赤にして怒り狂っている。

「カイン殿、私たち護衛を置いて聖女様を連れていくとは何事だ！　しかもこのような事になって王国はどのように責任を取るのだ」

　息巻く護衛隊長に回復魔法を止められたカインは苛立ちを覚える。たしかに護衛の立場でありながら対象から離れることは問題である。いくら上級貴族からの呼び出しと護衛隊長の言葉であったとしてもだ。

「護衛隊長、私が外している間に襲われたんですよ？　貴方は聖女が襲撃された時に何をしていたのですか……？」

　その言葉に護衛隊長は苦々しい顔をする。

「今から回復魔法を掛けます。貴方は出て行ってください」

　カインの言葉に、護衛隊長は拒否の姿勢を示す。

「なぜ、聖女様の護衛である私たちが席を外す必要があるのだ？　席を外さないといけないのは貴方であろう」

　このままでは間に合わなくなると思ったカインは、護衛隊長にだけ向けて殺気を放つ。

「ちょっと静かにしていてください。間に合わなくなりますから」

　すでに亜神の称号を持っているカインの殺気をまともに受けて、普通の人が意識を保てるわけがなかった。

　一瞬にして護衛隊長は白目を剥いて倒れた。

　倒れていく身体をそっと支えて床に寝かせると、カインはヒナタに向き直る。

　その姿を見て司教は目を見開いて驚いた。

「司教様、これから魔法を使います。この魔法は口外できるものではないです。席を外すか口外しないかを選んでください」

　カインの真剣な表情に司教は数秒の間考え――頷いた。

「口外はしない。見届けさせてくれ」

　カインは頷くと魔力を練り魔法を放つ。

『パーフェクトヒール』

　神々しい金色の光がカインから放たれ、ヒナタの全身を包み込んでいく。

　そしてその光が消えるとヒナタの顔に赤みがさしてきた。

　カインはヒナタの表情を見て鑑定を行い解毒できたことを確認すると納得し頷いた。

「そ、その魔法は……」

　後ろでカインの魔法を目の当たりにした司教は、全身が震えている。

　――そして両膝をついて頭を下げた。

「使徒様、ですか……カイン様は……」

　その姿を見たカインは冷や汗をかく。

「いえ……そんなことは……」

　カインは否定をするが、司教は首を横に振る。

「いえ、間違いありません。教典にも記載されています。金色のオーラを身に纏い魔法を唱えるのは神の使徒様であると」

　そんな教典があると知らないカインは、どのように否定するか悩んでいると、ヒナタが意識を取り戻した。
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「ん……」

　眠りから覚めたヒナタはベッドからゆっくりと身体を起こし、何故教会にいるのか疑問に思い口を開いた。

「何故私はここに……？　炊き出しをしていたはずでは……あ、カイン様、司教様、どうしてここに？」

　意識を取り戻したことに二人は安心した表情をする。

「よかった……襲われて毒に侵されていたんだ。なんとか回復できたけど。詳しいことは王城に戻ってから話すよ。身体の具合はどう？」

　身体を動かしてみて特に問題なさそうにヒナタは頷いた。

「大丈夫です。何故か逆に身体の調子がいいです」

「それなら良かった。それにしても本当にごめん。守ってあげられなくて……」

　カインは申し訳なさそうに頭を下げた。

「大丈夫です。こうして元気になりましたし。それにしても司教様、何でそこに座っているのですか……」

　両膝をついた状態でいる司教にヒナタは不思議に思った。

「聖女様……カイン様は使徒様なのでしょうか……聖女様を救った魔法は金色に輝く魔法でした。教典に示されているように……」

　恐る恐る質問した司教に、微笑みを浮かべて何も言わずにヒナタは静かに頷いた。

「――――やはり……」

「ちょっと!!」

　認めてしまったヒナタにカインは驚きを表す。

「司教様は問題ありません。教国の中で信用のできるお方ですから」

「もしかして……聖女様は知っていた……？」

　驚く司教にヒナタは再び頷き言葉を続けた。

「ええ。神託がありましたから……」

　ヒナタが決定的なことを言ってしまったので、弁解する余地はなかったが、情況を説明するために、司教にも馬車に同乗してもらい王城に向かうことになった。

　護衛隊長は意識を戻さなかったので、教会のシスターに後を頼んだ。

　王城には衛兵からすでに連絡がいっており、慌ただしい状態になっていたが、王城に到着するとカインたち三人はすぐに応接室に通されることになった。




　そして慌ただしく扉が開かれ、国王を含めマグナ宰相やエリック公爵、ダイム副騎士団長が現れた。

　国王はヒナタの無事を確認し、ホッとした顔をした。

　中央の席に国王が座り、その両隣にマグナ宰相とエリック公爵が座る。ダイム副騎士団長は後ろに控えている。

「それで一体どうなったのだ……」

「デルポネの毒が使われていました。それで聖女様が倒れて意識不明に……」

　カインの言葉に〝デルポネの毒〟が出てきて国王は目を見開く。

「デルポネの毒だと……それは本当かっ!?　でも聖女殿のその状態を見ると回復できたのじゃな……カインなら当然か……」

　ホッとする国王が言葉を続けた。

「聖女殿、この度はこの国で起こったことに対して国を代表して謝罪させていただく。すまなかった」

　国王が頭を下げるのと同時に、マグナ宰相とエリック公爵も頭を下げた。

　カインは頭を下げた三人に驚いた。

「陛下、皆様、頭を上げてください。私が司教様にお願いして、この度の炊き出しを行ったのです。この国に責任はございません。こうしてカイン様に回復していただき、今は何ともありませんから」

　国王を含め顔を上げた三人はため息をつく。

「陛下、陛下もカイン様が使徒様だとご存知で……」

　国王とカインのやり取りを聞き、司教は察したようだ。

「司教殿、この国では限られた者しか知らん。カインの扱いには十分に注意してくれ」

　国王が司教に伝え頷くのを確認すると、カインに視線を送った。

「それにしても何故お主がいるのにこのようになった」

「それが……」

　護衛中にコルジーノ侯爵から緊急とのことで呼び出しを受けたこと。断ったのだが、護衛隊長より向かうにように言われ渋々と向かったこと。戻った時にはすでにヒナタが襲われており倒れていたこと。

　説明が終わると、国王は顔を顰めた。

「コルジーノか……まったく余計なことをする。それで犯人はどうなったのだ？」

　後ろで控えているダイムに視線を送ると、説明を始めた。

「現地の情報では、スラム街の子供が犯人でした。衛兵が追っていましたが……残念ながら一度見失いました。その後発見しましたが――すでに死体となっており、黒幕は未だ……」

「そうか……」

　ダイムの説明に国王がため息をつく。

「このままでは真相は闇の中か……。カイン、この失態どう始末をつける？」

　国王の厳しい視線がカインを刺す。

　その言葉にカインは席を立ち、片膝をついて頭を下げる。

「この度は申し訳ありません。必ず真犯人を捕まえてみせます……」

　カインとしても子供を犯人にし、襲撃させた後に処分するなど許せるものではなかった。

　左胸に当てた拳を強く握るカインに気づいた国王は、無言で頷いた。

「カイン、やってみろ。わしからの勅命だ。なんとしても真犯人を探し出して捕まえてこい」

　国王の言葉にカインは強い決意で答える。

「御意」

　カインは立ち上がり一礼したあと、すぐに部屋を退出していく。

　カインがいなくなった部屋では、国王がため息をひとつついた。

「陛下、カインに任せてよかったのでしょうか？」

　マグナ宰相の助言に国王は頷く。

「衛兵だけではスラムは探し出せまい。カインの力を頼る他ない」

「カインくんにやらせたら、下手すれば王都を破壊するかもしれませんが……」

　エリック公爵の言葉に、国王が目を見開いた。

「そ、そうであった……。もし大規模な魔法を放ったら……頼むから王都の破壊だけはしないでくれると助かるが……」

　王都の破壊された姿を思い浮かべた三人は顔を引きつらせる。

　そして目の前でとんでもない会話を聞き、ヒナタと司教の二人も絶句していたのは言うまでもなかった。




　王城を出て屋敷に戻ったカインは執務室に入る。

　その顔は真剣な眼差しで従者の誰もが声を掛けられる雰囲気ではなかった。

　そして執務室の中で召喚魔法を唱えた。

『召喚サモン：ダルメシア』

　執務室の中に、魔法陣が浮かび上がり、その中央にドリントルで執事をしているダルメシアが浮き上がってくる。

「カイン様、お呼びでしょうか。ドリントルに来られるわけでもなくお呼びになるとは何かあったのでしょうか……」

　普段から用事があるときはドリントルまで趣いていたのが、王都に呼ばれたことでダルメシアも緊急事態だと察し、カインの表情を見て確信した。

「聖女のヒナタが襲われた。僕の魔法でなんとか助かったが、真犯人を探したい。実行犯の子供は始末された。このままでは真相は闇の中になる。ダルメシアの能力を使って王都中の情報を集めてくれ」

　ダルメシアはカインの言葉に、姿勢を正して一礼した。

「今日の夜までに情報を掴みましょう。カイン様の命ともあれば私も全力を尽くしましょう」

　そして、ダルメシアは手元に黒い闇を発生させた。

　その闇の中からは多数の何かが蠢く音が聞こえてくる。数百、数千、いや数万であろうか。下僕たちが主からの命が下るのを待っていた。

「聖女ヒナタ様の命を狙った犯人を探し出せ。今直ぐにだ」

　ダルメシアの言葉に、動く『者』たちの気配が一瞬で消えていった。

「これですぐに情報が集まると思います。わかり次第カイン様にお伝えいたします」

　カインはダルメシアの言葉に、椅子に座ったまま頷いた。




　優秀な執事と言うべきであろうか。数時間後には情報は集まった。

　ダルメシアの下僕たちがどれだけの数いるかわからないが、王都中の情報がダルメシアを通じて入ってくる。その中で重要な事をダルメシアが選択しカインに伝えることになった。

「そうか……。わかった。すぐにでもその場所へ向かおう」

　椅子から立ち上がり現地に向かおうとするカインをダルメシアが手で制した。

「それだけでは真犯人を一網打尽に出来ませぬ。夜に向かうのがいいでしょう。なぜなら――」

　ダルメシアの説明に、カインは目を見開いたあとにやりと笑い頷いた。

「うん、そうだね。そうしよう。手配もあるから一度王城に説明しにいく」




　カインは王城に向かい、謁見を願い出た。

　王城に呼ばれることは多々あるが、自ら謁見を望むのは初めてだった。それでも謁見はすぐに行われることになった。

　いつもの応接室に案内され、国王が来るのを待った。案内したメイドもいつも緩い感じを出しているカインが、真剣な表情をしていることに少し驚きながらも、紅茶を差し出す。

　少しの時間を置いて国王、マグナ宰相、エリック公爵が応接室に入ってきた。

　三人が座ったあとカインが席に座り、説明を始める。

「実は犯人の目星が付きました。今日の夜にでも捕らえる予定です。それで騎士の派遣をお願いしたく参りました」

　昼間に捕らえると出て行き、まさか夕刻にはもう目星がついたと聞くと、三人は驚かずにはいられなかった。

　その後、これからについて話し合われた。

　そして、全ての許可を得てカインが退出していくと、三人だけが部屋に残る。

「こんなに早く情報が集まるものなのか……。カインの情報網は……。まぁそれでも本日中に収められるならよいか……」

「陛下それでですね……」

　マグナ宰相がにやりと笑い密談が始まった。

　密談が終わった後の三人が、満足気な表情だったのは言うまでもなかった。




　その日の深夜。

「畜生！　あいつのお陰で計画が台無しだ……次の計画は……」

　苛立つフードを被った男がスラム街を人目につかないように走り抜けていき、一つの建物に入っていった。

　薄暗い部屋にはテーブルを囲み五人が座っている。その向かいにフードを被った男が勢いよく座った。失敗に対して苛立ちながらテーブルを叩く。

「おい！　どうなっているんだ？　聖女は回復しているじゃないか！」

「そう簡単に解毒ができる毒ではないはずなのだがな……」

　取りまとめている闇ギルド幹部の男も、デルポネの毒を使ったことで確実に仕留められると思っていた。

　まさか解毒できるとは全く思ってもいない。

　デルポネの毒とは、魔物の森の奥地にいるデルポネという植物型の魔物から採られる素材だ。デルポネは普段はじっと動かず、近くを通る魔物を触手で捕まえ毒を流し込んで仕留めてから食していく冒険者ギルドではＳランクに分類されている魔物である。

「襲撃した小僧はすでに始末しておいた。足がつくことはない。次の手を考えるか……」

「あと数日で教国に戻ることになってしまう。なんとしても王国内で聖女を始末したい」

　闇ギルドの幹部たちも多額の依頼金を受け取った手前、失敗すれば名誉に関わる。

「明日からの聖女の行動を教えてくれ」

　中央に座る男が依頼者に言う。

　再度計画を練るために依頼者から今後の予定を聞く必要があった。

「明日からは――」

「――明日はないよ？」

　依頼者の言葉を遮るように部屋のどこからか声が響き渡る。

　その瞬間にその部屋にいる者たちは、席から立ち上がり戦闘態勢をとった。

　短剣を抜いて構える者もいれば暗器を手の中に潜める者もいる。そこまで広くない部屋にはどうみても部外者はいなかった。

「どこだっ!?　どこに隠れていやがる！」

　依頼者のフードを被った男も焦りながら剣を抜いた。

　その瞬間、何もない床から、二つの影が伸びていき、少年と執事服を着た壮年の男性が現れた。

「どうやってここに……」

　闇ギルドの幹部もこの場所が簡単に割れるとは思ってもいない。この部屋まで来るのにはいくつかの部屋を通り抜けて来ないといけないからだ。

「シ、シルフォード卿……!?」

「「「!?」」」

「――護衛隊長……何故この場所へ？　まぁ……全てわかっていますがね」

　フードを被って顔を見せないようにしていた男――教国の護衛隊長もカインの言葉に驚きを隠せない。

　闇ギルドの幹部たちもシルフォードの名前を聞き、一斉に身構えた。闇ギルドにもシルフォード子爵の名は知れ渡っている。過去にはドリントルで闇ギルドの支部長を含め壊滅させられているからだ。

　特に気にした様子もなくカインはその部屋にいる六人に視線を送る。

「それで主犯は誰かな……まぁ全員捕らえるけどね」

　カインは笑みを浮かべる。そして魔法を唱えた。

『闇捕縛ダークバインド』

　部屋にいる男たちの影が動き出し、全員に纏わりついていく。

「なんだこれはっ!?　動けねぇ」

　そして影は闇ギルドの五人をひとまとめに集めた。

　護衛隊長に見向きもせずカインは五人の前に立った。

「誰が子供に聖女様を襲わせて、そして――誰がその子供を殺した？」

　一気に冷たくなるカインの視線を浴びて、誰もが縮み上がった。それでも王都に根差す闇ギルドの幹部だけのことはある。肝が据わっている者が多い。男らはまだ十代の子供に負ける訳にもいかず息巻いた。

「し、知らねぇ。そんな証拠は何もねぇはずだ？　貴族だからってやっていいことが――」

「黙れよ？　さっきまでの話、全部聞いてたんだよ？」

「記憶にねぇなぁ……貴族様の勘違いじゃねぇか？」

　まったく悪いと感じていない闇ギルドの幹部たちは、ニヤニヤとしながら平然と返事をする。

　カインはその返答に白けた顔をし、後ろで控えているダルメシアに視線を送った。

　ダルメシアが一礼し、『土壁アースウォール』を唱えると、三メートル程度のカマクラのように壁が立ち上がり、闇ギルドの五人を包み込んだ。

　五人を囲んだ土壁は光を通すことなく、真っ暗な暗闇を展開させる。

「真っ暗じゃねーかよ!?」

「暗いのぐらいたいしたことねーぞ？」

　壁の中からは息巻いた男たちが怒声を放っている。

　だがダルメシアが『召喚サモン：かわいい下僕しもべたち』と唱えると、その土壁の中に数千、いや、数万であろうか。ダルメシアの召喚した蟲たちが蠢き始めた。




　――ガサガサガサ

　――バサバサバサ

　――カリカリカリ

　――ブーンブーン




「なんか動いているのがいるぞ!?　何も見えねぇ」

　その言葉にカインは待っていましたかのように答えた。

「何も見えない？　なら見えるようにしてあげるよ」

『光球ライトボール』

　土壁に覆われた真っ暗な空間をカインが魔法で照らす。

　その瞬間、中で五人が見たものは――囲まれている壁面一面覆い尽くす蟲たちであった。

　大型の蟻、蛾、百足、蝿、ゴキ――

　ありとあらゆる蟲たちが動き出し男たちに群がっていく。
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　土壁の中は絶叫が響き渡った。

　五人は泣き叫ぶが、影で拘束されたままであり身動きもとれない。

　許されたのは叫ぶことだけだった。

　カインとダルメシアはその声を何も言わずに聞いていた。

　叫び声を聞いた護衛隊長はガクガクと全身を恐怖で震えさせている。

　だが、絶叫していた声も十分を過ぎる頃には、何も聞こえなくなっていた。

　そして、未だ拘束されている護衛隊長に向き直った。

　カインの視線を受けた護衛隊長は身震いする。

「わ、私は違う。聖女様を襲う加担などしておらん。何かの間違いだ！」

「ふーん。まだ言う？　ダルメシア、五人を解放してあげて」

　ダルメシアは一礼したあと、魔法を解除した。

　下僕たちは影の中へ消えていき土壁も消えていった。

　そこにいた五人は、糞尿を漏らし、口からは涎が垂れ、全員が失神している状態だった。

　その中にいた一人にカインは『ヒール』をかける。

「おい、起きろよ。もう一度聞く。誰が依頼者で誰が主犯で、誰が子供に手をかけた？」

　カインの回復魔法で意識を取り戻した男は怯えたように答える。

「依頼者はそこの男だ！　ギルドマスターがスラムからガキを手配して、そのガキを殺すように仕向けたのもギルドマスターだ」

　先ほどの恐怖で震えている男は呆気なく白状した。

　カインはその言葉を聞くと頷き、再度護衛隊長に向き直る。

「――だそうです。あなたはこの国の人ではないが、王国内の法律に則り処罰させてもらう」

「……私は知らん……」

「――そうですか、仕方ないな……。ダルメシア、同じのをたの――」

「待った！　もしかしてさっきのアレか！」

「ええ、そうですよ？　こいつも素直になったでしょう」

　カインは黒い笑みを浮かべる。

「私の身に何かあれば教皇様が黙っておるまい！　それでも――」

　一瞬にしてカインの視線が冷め切った。その部屋の温度が一気に冷えたように護衛隊長は感じられた。そして拘束されて動けない護衛隊長の目の前にしゃがみこみ視線を合わせる。

「教皇様は、他国に行って聖女様を亡き者にしろとでも言ったのかい？」

「むぐっ……そんなことは……ない……」

　可愛い子供としか見えないカインから漏れ出した殺気に震える護衛隊長は、カインから視線を外し答えた。

「この国で起きた事件はこの国で裁く。貴方の処罰はどうなるかは知らないけどね……」

　がっくりしている護衛隊長を横目に、ダルメシアに視線を送る。

「もう騎士隊が周りを囲んでおります。そろそろ宜しいかと」

「うん、この六人だけは頼むよ。入口だけでも開けてこないと誰も入れないよね……」

「畏まりましたカイン様」

　カインは六人を横目に扉を開け外へと向かった。




　カインから王城に依頼をしたことにより、衛兵、近衛騎士団含めて五十人ほどが指示された場所に趣いていた。

　そして誰もが息を呑む。

　その場所は城壁と同じ位だろうか、十メートルの土壁に覆われていた。

　しかも数十メートル四方に渡ってだ。

「いったい、いつこんな物が……」

　いきなり出来た土壁を珍しそうに眺めるスラムの住人たち。

　そして騎士たちも唖然としていた。

　昼間まで住宅などがあった場所にいきなりこれだけの壁が出来上がっているのだ。驚かない者はいなかった。

　そしてその中で一人――ダイム副団長だけはカインの仕業だとわかっていた。

（街を壊さなければいいとは思っていたが……これはねぇよな……。なんだよこれ。要塞みたいじゃないか）

　騎士や衛兵たちは入口のない要塞の周りを囲みながら上を見上げるしかなかった。




　騎士や衛兵たちがいつ出来たかわからない要塞のような壁を眺めていると、その一角に穴が開き、そこから子供が一人出てきた。

　いきなり現れた子供に衛兵は警戒し剣を構える。

「皆、シルフォード子爵だ。剣を下ろせ」

　ダイムはすぐにカインだと気づき、衛兵たちに剣を下ろす様伝えた。その言葉に衛兵は緊張の糸を緩め、剣を下ろし礼節をとった。

「カイン子爵、この要塞はいったい……」

　ダイムが要塞を見上げながらカインに問いかける。

「この一角が全て闇ギルドの根城だとわかっていたから、逃げられないように囲んだだけですよ」

　カインが笑みを浮かべて言うと、衛兵たちは息を呑んだ。

　この要塞を一瞬にしてできる魔法とはどれだけだろうか。衛兵たちには想像もつかなかった。

「それで犯人たちは……」

「もちろん主犯、依頼者を含め全て捕まえてあります。他の連中はこの中から出られないから順次捕まえていけばいいでしょう」

「わかりました。お前ら、中の者も捕らえよ」

　ダイムの言葉に、騎士と衛兵たちはカインが作った穴からなだれ込んでいく。

　カインはダイムと並んで立ち、ダルメシアが出てくるのを待っていた。

「それにしても……やはり使徒様と言うべきか……おっと、失礼。カイン卿には驚かせられてばかりですな……」

　ダイムは要塞のようなそびえ立った壁を見上げながら呟いた。

「陛下には『捕らえる』と言って出てきたので、誰も殺してはいません。少し精神が参っている者もおりますが問題はないでしょう」

「それにしても今まで見つからなかった闇ギルドの本部をこうも簡単に見つけられるとは……」

「それは優秀な従者がおりますからね」

　カインは微笑みながらダイムに返事をする。その言葉にダイムは身震いした。

（やはり使徒と言うべきか、もし本気になったら……。いや、今それは考えまい）

　ダイムは口に出さず、出てくる者をカインとともに待つことにした。




　捕縛された者は騎士に縛られた状態で引っ張られていく。闇ギルドの者たちは「なんでこんな所にいきなり壁が……」と呟きながら連行されていった。

　そして幹部だった者たちと、教国の護衛隊長が騎士に連れられて最後に出てきた。

　その後ろからはピシッとした執事服を着こなした壮年の男性、ダルメシアが一緒に出てくる。

「カイン様、無事に引き渡しが終わりました」

「ダルメシア、ありがとう。これでなんとか面目は保てたかな。ダルメシアに王都に来てもらって正解だったよ」

「いえいえ、これもカイン様のお力でございますから」

　笑顔で向かい合う二人の隣でダイムは冷や汗をかく。

（この執事の男も只者じゃない……全くスキもなければ実力も分からない。どんな奴を従えているのだろうかカイン卿は……）

　捕らえた者たちが多くいたため、馬車の荷台に設置された簡易式の牢屋では入りきらず、その後ろに身体を縛り付けられた闇ギルドのメンバーが連行されていく。

　まだ深夜であり、謁見は次の日に開かれるとダイムから告げられて屋敷に戻ることにした。

　ダルメシアはコランと少し話した後に自分でドリントルへ戻っていった。




　朝を迎え王城にいく準備を整える。シルビアが出してくれた貴族服は、いつもと違い金糸で縁取られた少し派手な服だった。

「いつもの服じゃ駄目なの？」

　カインの言葉にシルビアは首を横に振り微笑んだ。

「今日は謁見になると思われたので、もしかしたらと思い礼服を用意させていただきました」

　シルビアの言葉に腹黒い国王たちを思い浮かべ、カインは手渡された礼服に袖を通す。

　馬車で王城へと向かうと、すでに下級貴族たちが謁見の間に集まっていた。

　皆一様に集められた理由を聞いておらず、噂話をしながら上級貴族が入場するのを待った。

　次第に伯爵以上の上級貴族が入場し、残すは王家のみとなった。

　ホールに楽隊による音楽が流れ、王家の入場の合図がされ、国王とヒナタが現れた。

　国王が玉座に座り、横に用意された椅子にヒナタが座る。

　用意が調ったところでマグナ宰相が一歩前に出た。

　ひとつ咳をし、説明を始めた。

「昨夜、王都に蔓延る闇ギルド本部が見つかり、騎士、衛兵含む数十人規模で襲撃を行った」

　その言葉に並んでいる貴族たちから驚きの声が上がる。喜ばしい声がホールのあちこちから上がった。

　――もちろん全員ではない。後ろめたい者もいるのであろう。

　そして声が収まるのを待ち、マグナ宰相は言葉を続けた。

「そのきっかけとなったのは、昨日、スラム街で教会関係者と聖女様が炊き出しを行っていた際に聖女様が襲われ命の危険にさらされた事件だ。なんとか回復し、見ての通りすでに全快となられた。そして今回、闇ギルド本部の発見、捕縛の指揮を執った……シルフォード子爵、前に出よ」

　いきなり話を振られたカインは驚きながらも、国王の前に出て片膝を突き頭を下げた。

　カインが頭を下げたのを確認したマグナ宰相は話を続けた。

「闇ギルドの捕縛が速やかに行われたお陰で証拠品も多数出ておる。また騎士、衛兵に負傷者が出ずに行われた事は褒美に値する。陛下より恩賞を与える。それでは陛下、お願いいたします」

　マグナ宰相が一歩下がるのを確認し、頷いた国王が口を開いた。

「シルフォード子爵よ、この度はこの王都の闇と言われていた闇ギルドの捕縛、見事であった。聖女殿もこうして全快したのもお主の功績である。そしてこの国に大切な騎士、衛兵含めて負傷者を出さなかったことは見事である。カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵よ、お主を伯爵に陞爵とする。引き続きドリントルの街を治めよ」

　いきなり伯爵への陞爵と聞きカインも驚いて目を大きく開く。何も事前に聞いていなかったのだ。仕方ないことだろう。

　そして一呼吸おいて、再度頭を下げた。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントル、エスフォート王国のために更なる努力に励み有り難くお受けいたします」

　ホールに並んだ貴族たちからは盛大な声が上がる。下級貴族では子爵は上位であるが、上級貴族とは権力も資金力も全く違う。当主とは言え、まだ十二歳の子供が上級貴族である伯爵に陞爵したのだ。驚かずにはいられないだろう。

　驚きで盛大な声を国王が手で制した。そして口を開く。

「ただし、今回、聖女殿が襲われたのはお主が警備を外れていた時だ。勅命として警備をしている際に席を外したのは罰に値する。よってシルフォード伯爵よ、当面、ドリントルの徴税は免除するつもりでいたが、来年から規定の税を納めよ。それがお主への罰じゃ」

　国王は今回の罰について宰相と事前に話し合っていた。どんな罰を与えてもカインには問題ないだろうと。それならば王国にとって実を取ることにしたのだ。もし貴族名を剥奪されたとしても、カインは喜んで冒険者になってこの国を離れるかもしれない。神の使徒であるカインを野放しにできる筈もなかった。この処遇であれば領民一万人を超える領地から税収が納められ、国の予算も潤うのだ。

　カインは頭を下げ「かしこまりました」と一言返し頭を深々と下げた。

　しかしやはり伯爵となることで面白くないと思う上級貴族はいる。

　その筆頭はもちろんコルジーノ侯爵だ。

「陛下、お待ちください！　何故、罰を受ける者が上級貴族に陞爵されるのでしょうか。しかもまだ十二歳、人口数千人の小さな街を一つ治めているだけでしょう。陞爵には反対でございます。上級貴族に名を連ねるとは信じられません」

　コルジーノ侯爵の派閥の者たちも「そうだ！　おかしい」と声が上がった。

　その言葉に国王は眉間にシワを寄せる。

「コルジーノ侯爵よ、お主は知らんのか？　ドリントルは大規模に再開発され、すでに人口は一万人を超えておる。それに罰を与えるのはシルフォード伯爵だけではない。お主もだ。勅命で聖女殿の警備をしているシルフォード伯爵を無理にくだらない理由で呼び出したことは耳に入っておる。その隙に聖女殿は襲われたのだ。お主も罰を受けるのは当たり前だろう。コルジーノ侯爵よ、お主は罰金として白金貨十枚を国に納めよ。下がれ」

「そ、そんな……わ、わかりました……」

　白金貨十枚とは一億円に相当する。簡単に出せる金額ではない。

　コルジーノ侯爵は、苦虫を噛み潰した様な顔をしながら頭を下げて元の位置に下がっていった。

　賞罰が終わり、これで謁見が終わりかと参列している貴族たちも思っていたところで、マグナ宰相の言葉が続けられた。

「そして、もうひとつ知らせがある。陛下、宜しくお願いいたします」

　マグナ宰相の言葉に、国王が頷き口を開く。

「もうひとつ知らせがある。そこにいるカイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵が、王家よりテレスティア第三王女、サンタナ公爵家次女シルク嬢、そしてリーベルト公爵家長女、ティファーナ・フォン・リーベルト名誉子爵の三人を――婚約者とすることを発表する」

　国王の言葉に一際ひときわ大きな愕きの声が上がる。まだ十二歳の新興伯爵当主に王族、公爵家から婚約者を出すと発表されれば驚かない者はいない。しかもティファーナはこの国で一番強いと言われている近衛騎士団長でもあり、尚更であろう。

　カイン自身も発表を知らされておらず、驚きに目を見開いた。

　悔しそうな顔をしていたコルジーノ侯爵もさすがに驚き目を見開き、口をパクパクとさせている。

　参列しているエリック公爵は相変わらずの笑顔だ。

「婚約のお披露目は後日案内を出す」

　国王はそれだけ言い口を閉じた。そしてマグナ宰相が前に出る。

「これにて謁見を終了とする。陛下、聖女様ご退出を」

　国王は頷き、終始無言のヒナタと共に奥へ消えていった。

　その後、上級貴族たちが先ほどの話をしながら退出していく。それ程までに大きな驚きであったのだろう。

　カインの事を狙っていた貴族たちの中にはため息をついている者もいた。

　自分の娘を送り込もうと思っていたが、王家に公爵家では太刀打ちできる筈もなかった。

　カインも退出したが、そのまま屋敷に戻れる筈もなく、いつもの応接室にメイドに案内された。

　一人で待つ間、紅茶を飲みながら時間を潰していく。

　そして、国王、マグナ宰相、エリック公爵、父のガルムが部屋に入ってきた。

　中央の席に座る国王はしたり顔だ。婚約をようやく発表出来たことが嬉しかったのだろう。

「これで安心だな。カインよ、今回は良くやってくれた。テレスティアからも『いつ発表するのですか』と責められておったからのぉ。さすがに上級貴族にまでさせないと嫁には出せなかったから丁度よかったわい」

　顎鬚を撫でながら笑顔で答える。

「いきなり発表でしたから、私も驚きましたよ。陞爵も聞いておりませんでしたし」

　ガルムも聞いていなかったようで、さすがに驚いていた。それでも笑顔でいるのは自分の子供が陞爵されたことが嬉しいのであろう。

　これからの事を一通り説明され、一時間ほどで解放されることになった。

　カインは精神的な疲れからぐったりとしながら馬車で屋敷に戻った。

　屋敷に入ると、コランやメイドたち従者一同が並んでいる。その後ろに飾られているドラゴンを含めて全員の視線がカインに集まった。

「ただいま。話すことがある……。今日の謁見で伯爵になった……。あと、正式に婚約が発表された。お披露目は後日になる。これから忙しくなるが宜しく頼む」

「「「「「カイン様、伯爵ご陞爵おめでとうございます」」」」」

　従者たちが揃って頭を下げた。

　従者たちにお礼を言い、カインは執務室に入った。

　今はコランとシルビアの三人になり、シルビアが淹れてくれた紅茶を飲みながら一息つく。

「まさかここまで早く上級貴族になるとは……さすがカイン様です」

　自分の事のように喜ぶコランとシルビアは満面の笑みを浮かべる。しかもコランは執事、家令としてカインの不在時は王都の屋敷を守る必要がある。男爵家の執事になる時も公募の中のライバルたちを押し退けカインの従者として選ばれた。その当主がすでに伯爵まで陞爵をしたのだ。嬉しくないはずはなかった。

「これから少しゆっくりさせて欲しいよ……」

　項垂れるカインにコランは口を開く。

「まずは……これを処理しないといけませんね……」

　コランの送った視線の先には、山二つ分にもなるカインと婚姻を希望する貴族たちからの手紙があった。




　カインはその手紙の山を見て机に伏したのであった。
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　王都の屋敷で手紙の返事を書くのを早々に諦め、カインはドリントルの屋敷に転移していた。

　兄であるアレクにも報告するためだ。

「えぇ!?　伯爵に陞爵だって!?」

　執務室では向かいに座るアレクの驚いた声が響き渡った。ダルメシアは上機嫌な顔をし後ろで控えている。

　さすがに子爵に陞爵を出来ただけでも想定外だったのが、一気に上級貴族である伯爵にまで陞爵されたのだ。

　そして今回失態を犯した罰として、来年より国への納税を行う事をアレクに伝えた。

　申し訳なさそうなカインにアレクは微笑んだ。

「全然問題ないよ。人口増加で職業の斡旋も行っているからすぐに徴税されても問題ない位の資産はある。逆にこれだけ健全な領地で免除されているほうがおかしいくらいだよ。しかも基本徴税でしょ？　このドリントルだったら問題ないよ。倍納めても余裕はある」

　アレクの言葉にカインはほっと胸を撫で下ろした。ルーラとローラの二人からもお祝いの言葉を贈られ、カインは照れ臭そうに頭を掻く。

　そして、あと一つアレクに伝えることがあった。

「それで……アレク兄様、来週、僕と一緒に王都に行ってもらいたいんです」

「うん……？　さっき話していたお披露目会の準備の件じゃなくて？」

　カインは一呼吸置いてから笑みを浮かべ口を開く。

「実は……アレク兄様が――男爵に叙爵される事になりました」

　カインの言葉にアレクは目を見開き、口をパクパクとさせている。

　余りの驚きで声にならないようだ。

「な、なんで……急にそうなる!?」

　さすがに優秀なアレクでさえ驚きを隠せない。

「実はですね――」




　時は少し遡る。

　謁見が終わり、応接室で国王たちと今後の事について話し合っていた。

「陛下、お願いがあるのですが……」

「なんだ？　カイン、そんな改まって……お前らしくない」

「実は、こうして伯爵に陞爵をされると、ますます王都にいないといけませんよね……」

「年の半分は王都にいてもらわないと困るな。お主が領地に篭もっておったら何を仕出かすか想像もつかんから余計だな」

　カインは一呼吸置き口を開く。

「ドリントルも発展してすでに人口は一万を超えております。これから更に発展していくでしょう。私が王都にいるのが長くなると代官をしている兄のアレクに負担をかける事になります。ドリントルの近くには魔物の森や、その中にはダンジョンもあります。何かあった時に代官が平民では――」

「カイン、そこまでで良い。お主の言いたい事はわかっておる。お主も上級貴族の仲間入りだ。代官は貴族の方が良いであろう。対外的にもな……兄を男爵に叙爵してやるぞ」

　国王がマグナ宰相に視線を送ると、何も言わずに頷いた。

　カインの突発的なお願いにはガルムも驚いたが、長男のジンはガルムの跡を継ぎ辺境伯となる予定だ。こうしてカインが伯爵になり、次男であるアレクだけが貴族の子弟である準爵という扱いになることに気づくと笑顔を浮かべた。

「陛下、私からも礼を言わせてください。感謝いたします」

　テーブルに手をつき頭を下げるガルムに合わせてカインも頭を下げた。

「もう良い、二人とも頭を上げてくれ。ドリントルの開発を主導しているのはその兄の手腕もあろう。叙爵しても特に問題にならん。すでに成人もしておるしな」

　笑みを浮かべた国王に二人は頭を上げた。

　その後、部屋を退出してガルムと二人で少しだけ話をした。

「カイン、ありがとう。アレクに対してもそこまで気を使ってくれるとはな。これで父として安心が出来る」

「いえ、アレク兄様は本当に優秀ですからね。街の発展には必要な存在ですから」

「叙爵をしたら来週はお祝いだな」

「そうですね」

　二人は笑いあった。




「――って事で決定しました」

　カインの説明でアレクの目は真っ赤になっていた。両手で顔を隠し無言の時間が少しの間過ぎ去った。

「カイン……本当にありがとう。本当に優秀な弟を持って僕は幸せだよ」

　嬉し涙を浮かべたアレクの言葉にカインは首を横に振った。

「アレク兄様が優秀だからこそ、陛下がお認めになったのです」

　二人の会話にルーラとローラは貰い泣きし、ダルメシアは微笑んでいる。

　カインとアレクは手を取り合った。

「このドリントルの街を何処よりも立派な街にしてみせる。任せておいてくれ」

　笑顔でアレクは答え、それにカインは頷いた。

「宜しくお願いしますね、アレク兄様」

「もちろん――カインの魔力をフル活用させてもらうけどね」

　アレクの言葉にカインを含め全員が笑った。




　そして数日が経ち謁見の日となった。

　国王の前にアレクは片膝をつき、頭を下げている。

「アレク・フォン・シルフォードを男爵と叙する。これからもドリントルの代官として務めよ」

「ははっ、ありがたくお受けさせて頂きます。エスフォート王国の発展の為に誠心誠意務めさせていただきます」




　謁見での叙爵が終わり、無事アレクは男爵となることができた。

　そしてガルムの屋敷で内輪のお祝いが開かれる事になった。

　アレクの叙爵が決定した時に、王都から早馬を使い、領地で代官をしているジンと母のマリアも王都に呼び寄せたのだ。カインが転移魔法で迎えにいくと進言したが、ガルムから断られた。

「この王都まで来る旅も領主になるための訓練なのだ。顔を売りその街の状況を確認する。それも貴族の役目だからな……しかも毎回カインを頼るわけにもいかないだろう」

　ガルムの言葉に頷くことしか出来なかった。

　早馬を使って連絡をしたため、叙爵前日にジンとマリアは王都に着くことができた。

　ガルムから説明を受けたマリアは涙を流し喜び、カインを見つけると思い切り抱き締めた。

「カイン、本当にありがとう。貴方のお陰でアレクも貴族当主として独り立ちできたわ。本当にありがとう」

　マリアも三十代後半だが歳を感じさせない美しさを持っており、抱き締められて弾力のある胸に挟まれたカインの顔は真っ赤になっていたのは言うまでもない。

　シルフォード家がガルム邸で勢揃いして、内輪でお祝いがされた。

　全員がグラスを掲げ、シルフォード家当主であるガルムが挨拶をする。

「三男であるカインが伯爵に陞爵され、そして婚約も発表された。そしてアレクが男爵へと新たに叙爵される事になった。これで男子全員が貴族当主として自立出来たと言う事だ。こんなに嬉しい日はない。二人ともおめでとう！　乾杯」

「「「「「乾杯」」」」」

　レイネとカインの二人だけは未成年のためジュースとなっている。二人以外はワインに酔いしれ、笑みを浮かべ会話も弾んでいた。

　ガルムも本当にご機嫌なようで、楽しい会話は時間を過ぎるのを忘れ、遅くまで続いたのだった。




　カインは王都の屋敷で机に向き合って満面の笑みを浮かべている。しかも鼻歌付きでだ。

「カイン様、凄いご機嫌ですね。何か良い事でもありましたか？」

　執務室の入り口で控えているコランが笑みを浮かべるカインに質問をした。

「それはもう……ね？」

　カインはそっと視線をテーブルの片隅に向けた。それで気付いたコランは成る程と頷く。

「もう少ししたらドリントルに行ってくるよ」

「そうですね……ただ、まだまだ増えそうですよ？」

「やっぱりそう思うかな。もう少し待とうかな」

　カインとコランの二人は部屋の片隅を見て笑みを浮かべた。




　それから数日が経ちカインは時間を作りドリントルの街に来ていた。その顔は満面の笑みを浮かべている。

「アレク卿、どうですか？」

　カインに『卿』を付けて呼ばれた事に、アレクは照れ臭そうにしながら頬を掻く。

「何とかね……特に何も変わったことはないし……それにしてもカイン、今日はどうしたの？　その笑顔怖いよ？」

　カインは何を言われても笑顔は崩さない。

「実はアレク兄様に持って来た物があってですね……」

　満面の笑みを浮かべながらカインはアイテムボックスの中からテーブルに山になるほどの『物』を取り出した。

　いきなり大量の資料を取り出したカインにアレクは驚きの声をあげる。

「これは……」

　驚くアレクにカインは笑顔で告げた。

「これはですね……アレク兄様のために届けられた――――お見合いの手紙です」

　カインは自分が受けていたお見合いの手紙に対して、王家、公爵家と婚約を発表したことで断りの返事を必死で書いたのだ。

　返事をもらった貴族たちも、王家と公爵家の名前を出されては仕方がなかった。ただ、今回、カインの兄であるアレクが叙爵されたことにより注目が全てアレクに移ったのだ。

　長男のジンは辺境伯を引き継ぎ、三男のカインは幼いながらも新たに叙爵され、伯爵まで陞爵された。次男のアレクが優秀であるのは誰が見ても明白であろう。

　カインは貴族から届けられた手紙を笑顔で受け取っていた。




　同じ仕打ちを味わって貰うために……。

　そして顔を引きつらせたアレクはその対応に追われるのであった。
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　伯爵に陞爵されたカインは、忙しい日々を送っていた。各貴族への挨拶状を含め、陞爵祝いとして届けられる品々に目を通し、返事する必要があった。

　今回の聖女襲撃事件を受け、エスフォート王国からマリンフォード教国へ早馬を使い書状が届けられた。

　護衛隊長が襲撃に関わった依頼者として、王国に収容されていると報告が記されている。

　また、闇ギルドの捜索において証拠品が多数出たことにより、貴族の中には取り潰された者や罰金刑を受けた者もいた。全て闇ギルドに依頼をし、工作を行っていた者だ。

　教国から新たに迎えがくるまでの間、ヒナタも王国に滞在することになった。

「カイン様、商会が参っております。お披露目の正装を作りませんと」

　そしてもう少しで行われるカインの婚約発表とお披露目のための準備に追われている。

　いきなり国王より発表が行われたが、案内などの準備をするのはカイン主体となっている。シルフォード家の全てを注いで準備をしないととても間に合うものではなかった。もちろん実家であるガルムの家からも応援がきていた。

　会場については、王女の婚約ともあって王城で行われる。

「あぁ……もう嫌だぁ!!」

　案内状の送付先については、王家、公爵家とも調整が必要となり、コランが対応している。それでも準備が終わらないのだ。

　終わらない準備にカインのストレスは溜まっていた。

「駄目だ。少しストレス発散をしてくる」

「ちょっとカイン様!!」

　カインはそう言い残し、転移した。




　ドリントルの執務室に転移したカインは、ダルメシアに一言告げ、着替えてから冒険者ギルドに向かった。

　街の中央に建っている冒険者ギルドは、午後ともあって閑散としている。それでもいくつかのパーティーは併設されている酒場でジョッキを煽っていた。

　カインは一直線に受付カウンターに行き、受付嬢に声をかける。

　対応してくれたのはまだ成人を迎えてすぐの十代の少女だった。

「すみません。魔物が集まっているところって何処かありますかね？」

　伯爵となり、ドリントルの領主であるカインでも、知らない人からすればただの子供だ。対応してくれた受付嬢はカインの事を知らないらしく、子供に接するように話しかけた。

「子供はそんな危ないところに行ったら駄目でしょ？　安全な街の中の仕事にしたほうがいいわ。今なら領主様が子供でもできる仕事も斡旋してくれているわ。それを受けなさい。ここの領主様は平民や冒険者の事を良く考えてくれてね、それから――」

　延々とこの街の良いところを説明する受付嬢は誇らしい顔をしている。

　カインは自分の事を褒められている事に恥ずかしくなり顔を引きつらせる。

「……出来れば魔物を倒したいのですが……」

　領主だとわかってもらえないカインは苦笑しながら答える。

　それでも認めてくれない受付嬢は、カインの心配をしながら違う仕事を紹介する。

「……すみません、ギルドマスターいますか？　『カインが来た』と言ってくれればわかると思いますので」

　やり取りに疲れたカインはそう言った。

「……!?　カイン君っていうのね。子供からギルドマスターを呼べと言われても簡単に呼べるものでもないの。わかってくれるかな？」

　受付嬢の言葉にカインはため息をつく。

「では……誰か役職者の人を……」

「もうっ！　いくら私が新人だからって他の人に話をするなんて酷いじゃない」

　少し顔を赤くし怒った受付嬢が机を叩き立ち上がる。

　その音で隣の受付嬢や奥の職員たちが顔を上げた。

「だからカイン君、子供は子供らしく街の中で――」




　パチ――――ン！




　受付嬢の頭が後ろから叩かれた。

「い、いったぁ――い！　な、何っ!?」

　いきなり頭を叩かれた受付嬢は勢いよく振り返る。そこには普段は一番奥に座っている副ギルドマスターのレティアが立っていた。

「副ギルドマスター！　いきなり頭を叩くなんて酷いじゃないですか！」









[image: ]











　怒る受付嬢を放置し、レティアはカインに向かって頭を下げた。

「カイン様、お久しぶりです。すぐにギルドマスターを呼んで参ります。応接室を用意いたしますので、ご案内いたします」

　レティアが職員に声を掛け、ギルドマスターを呼ぶように伝えた。

　放置された受付嬢はレティアの対応に驚き、小声で聞いた。

「……あのぉ、このカイン君って……」

『カイン君』と呼んだ受付嬢は再度頭を叩かれた。

「い、痛い……」

　涙目になる受付嬢に引きつらせた顔をしたレティアが告げた。

「ネス、この方がこのドリントルの領主様であるカイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵よ。先日、話しておいたでしょう。領主様が子爵から伯爵に陞爵されたことを……」

　余りの衝撃的な真実を知った受付嬢は目を大きく見開いた。

「えっ、えっ!?　領主様ってたまにギルドマスターに会いに来る美青年の方では!?」

　そしてまたレティアに頭を叩かれる。

「それはカイン様の兄上であるアレク男爵よ。この街の代官をしている……まったく……」

　カインに向き直ったレティアは頭を深々と下げた。

「カイン様、申し訳ございません。受付嬢の教育が行き届かなくて……出来れば不敬罪だけはご容赦いただければ……。ほら、あなたも頭を下げなさい」

　レティアに頭を抑えられ受付嬢のネスも頭を下げる。

「レティアさんお久しぶりです。いいですよ。知らない人から見たら僕はただの子供ですしね。そこのネスさんも僕の事を心配してのことだから」

「ありがとうございます。では、ご案内いたしますので、こちらへどうぞ」

　呆然としている受付嬢ネスを放置して、案内されるままカインは応接室に入りソファに座る。

「すぐにギルドマスターが来ますので、もう少々お待ちください」

　違う職員が紅茶を用意しカインの前に置き退出していった。

　そして程なくして、扉が勢い良く開かれレティアとギルドマスターであるリキセツが入って来た。

「おぉ、カイン様、久しぶりです！　それよりも伯爵になられたそうで。おめでとうございます。……それで今日は一体……？」

　ようやく本題に入れる事にホッと息をつくカインは意図を告げた。

「うむ、たまには魔物を倒したいと……。レティア、どこかあるか？」

「カイン様はＡランクでしたよね。それならダンジョンくらいしかありません……」

　ダンジョンと聞きカインは目を輝かせる。以前、ドリントルの横にある森にはダンジョンがあると聞いていたが、忙しかったことで記憶から忘れ去られていた。

　カインの中ではすでにダンジョンに向かうのは決定事項となっていた。

　カインがダンジョンに向かうことを告げ、レティアがすぐに地図を用意するために退出していき、リキセツとカインは雑談を楽しんだ。

　用意された地図を受け取ったカインは応接室を後にすると、受付にいたネスがカインの顔を見つけ、勢いよく立ち上がりビクビクと震えながらも丁寧に頭を下げる。

　カインは笑顔で手を振り返し、ギルドを出た。

　街中を歩くと、領主だと気づく者はおらず、活気に溢れていた。

　屋台からはいい匂いを撒き散らしながら串焼きを焼いて販売する者や、商店の前で呼び込みをする者。

　そんな賑やかな通りを抜けて門を出る。

　さすがに衛兵はカインが領主だとわかっており、緊張した様子で勢いよく敬礼している。

　手を振り返しながらカインは外に出た。

　東門はドリントルの街から森へと一直線に繋がっており、森までの二キロ程度を石畳で整備されている。産業が発展してもやはりドリントルは冒険者の街である。道が整備されたことにより、森の入口には倒した魔物を運ぶため、荷馬車での運搬を請け負っている商会もある。

　森の入口には簡易的な柵で覆われた砦が設置され、中に荷馬車が何台も用意されていた。

　そして簡易的な休憩所や、いざという時のためのギルドの出張所まで用意されている。

　これは街に冒険者を呼び込むためにカインが行った政策でもあった。

　森やダンジョンに向かうために、まず出張所で受付してから入ることになっている。出入りを管理することで行方不明者の捜索や管理を行うためだ。カインとギルドが打ち合わせをして決めた事だった。

　やはり全員が無事で帰ってくることはなく、何人かは行方不明や死亡するときもある。

　冒険者稼業をしていれば仕方ないことだった。

　カインは砦の門を潜り中に入った。魔物を運ぶために集まった冒険者や、探索を終えて食事をする者もいる。

　そんな中カインはギルド出張所の受付へ向かい手続きをする。

　やはりカインの事を知らない受付は、一人でダンジョンに行くことに反対したが、金色に光るＡランクの冒険者カードを見せた途端、焦ったように手続きを開始した。

　食事をしている冒険者たちの中にも、まだ成人もしていない子供一人がダンジョンに入ると聞き眉間にシワを寄せている者もいたが、冒険者は自己責任である。文句を言われることもなかった。

　カインは革鎧と腰に帯剣しているだけで手荷物を持っているようには見えないため、周りにいる者たちからすれば異質に見える。

　冒険者のパーティーから一人がカインに寄っていく。

「おい坊主。一人じゃまだダンジョンは早いぜ？　しかもその装備だろ。街中の依頼を受けていたほうがいいんじゃないか？」

　ガッシリとした体つきでロングソードを帯剣し、二十代半ばに見える青年がカインに声をかけた。

「ご心配ありがとうございます。それなりに腕には覚えがあるので平気ですよ」

　カインは笑顔で冒険者に返事をし、森の中へと進んでいった。

　森といっても、ダンジョンまでのルートは看板が立っており、迷うことはない。しかも獣道程度だが整備されていることで、カインは気にせず進んでいく。

　そして目の前には遺跡とも思える大きな石に囲われた開口部が目の前に現れた。

「ここがダンジョンか……。楽しみだな」

　カインは初めてのダンジョンに胸を躍らせながら踏み込んでいった。




　踏み出したダンジョンはルガールの遺跡といわれている。

　まだ踏破はされておらず、現在、地下十五階までの探索が行われていると受付で説明をうけた。

　入口は大きな石で覆われており、中は石畳で整えられていた。カインは『光球ライトボール』を浮かべ、中へと進んでいく。

『探査サーチ』を使うが、何かに邪魔をされたような感覚になり、数十メートル先までしか魔力を感じ取れなかった。

「何だろう。まぁのんびりいくか……」

　五分ほど進むと、分かれ道になっており、カインはレティアからもらった地図を頼りに下階に降りる階段へと向かう。地図でのメモでも特に一階は魔物が出てこないと書かれていた。

　三十分もせずに下に降りる階段を見つける。

　一階は魔物もおらず冒険者たちとも会うことはなかった。

　地下一階からは石畳の遺跡とは違い、土や岩が剥き出しになった通路が広がっていく。

　幅五メートル程度の道がクネクネと伸びていて、カインは探査サーチを使い、少し先を感じながら進んでいった。

　分岐路を地図頼りに進んでいくと少し先に魔物の反応があった。

「初めての魔物だ……何が出てくるんだろう」

　慎重に進んでいくとゴブリンが三匹出てきた。未だカインに気付いておらず通路の端で円を囲むように座っていた。

「ゴブリンか……さっさと始末しちゃおう」

　カインは真空弾エアバレットを放ち次々と始末していく。

「この階じゃ、相手にならないな……一気に進んでいくか」

　死骸となったゴブリンを放置し、カインは先に進む。魔物の死骸はダンジョンに吸収されていき、また新しい魔物として生み出されると説明を受けているので、そのまま放置だ。

　しかもゴブリンの魔石は銅貨の価値しかなく、手間を考えれば先に進んだほうが得なのである。

　カインは身体強化ブーストを使い、ダンジョンの中を走り抜けていく。時には魔物を、時には冒険者たちを抜かしていく。数メートルの通路を数十キロのスピードで走り抜けていくカインに、反応はするが剣を向ける前には視界から消えてしまっているため、誰もが不思議と思いながらもカインの存在に気づく者はいなかった。

　下の階層に降りていく毎に冒険者たちも増えていったが、地下八階を過ぎると冒険者と会うことはなかった。

　そして十階まで降りると、目の前には大きな扉があり、その横には冒険者たちが休憩していた。

　事前にレティアから教えてもらった情報では十階に門番がおり、倒すことで下階に降りられるということだった。

　締め切られた扉を前に冒険者たちの中には、武器の確認をしている者や、寝そべって休憩している者もいた。

　カインに気付いた冒険者たちは子供が一人でいることに、驚き目を見開く。そしてローブを着た一人の女性がカインに近づいてきて声を掛けた。

「君、一人でこんなところに来たの？　危ないからすぐに戻りなさい。新人がこんなところまで来たら危ないわよ。この先は門番の部屋だし、Ｃランクのパーティーが集まってやっと倒せる魔物がいるのよ」

　魔術師であろう二十代の女性は、カインに気を使い帰るように促すが、戻る気など更々ない。

「ご忠告ありがとうございます。でも、問題ないから平気ですよ。そこそこ腕は立ちますし」

　カインはまだ華奢な腕を曲げ、力こぶを見せる。そんなに筋肉は盛り上がることはなかったが。

　冒険者は基本的に自己責任の世界である。しかし、まだ少年カインに向かって保護欲が沸いたのだろう。

「アイリ！　そんなガキに構ってないでこっちに集まれ、そろそろ扉が開くはずだ」

　パーティーのリーダーらしき剣士の男が、魔術師の女性に声を掛けた。

「うん……。本当に無理をしないようにね」

　一言だけ言葉を残し女性魔術師はパーティーの輪に戻っていく。

　カインは少し離れた場所で順番を待つことにした。

　十分程時間が経ちいきなり閉められていた扉が開き始めた。誰が開いたわけでもなく自動で開いていくのだ。

　すると準備していた冒険者たちが「出番だ」と息巻いて入っていく。女性魔術師もカインを横目で見ながら扉を潜っていった。

「順番待ちかぁ……どれくらいで終わるんだろう」

　カインは誰も居なくなった扉の前に座り込み、次の順番を待った。

　そして三十分程でまた扉が開かれた。

「どんな魔物が出て来るかな……」

　カインはウキウキしながら開かれた扉を潜っていく。

　カインが中に入ると、自然と扉が閉まる。

　中は大きな広場となっており、その中央に魔法陣が描かれていた。

　次第にその魔法陣は光り輝き、中からは五メートルほどの魔物が現れた。

　筋肉はこれ以上ないくらい盛り上がり、牛のような顔をし、二本の角を生やしている。

　大きな棍棒を持ち、全身が真っ黒のミノタウロスだった。

　そしてミノタウロスは雄叫びを上げると、その雄叫びは地響きが起きる程の声量でカインを威圧する。

　しかしカインは気にした様子もなく剣を構えた。

「ミノタウロスか……。こんなデカイっけ？　しかもこんな色をしてたっけかな……。魔物の森と色が違うような……まぁダンジョンだから普通の魔物と違うのかな」

　カインは気軽に考え、剣を構え魔力を流していく。そして一気に詰め寄った。

　いくら門番とはいえ、カインのステータスに敵う者はこの世界にはいない。

　一振りすることで首がないミノタウロスが出来上がった。

　ミノタウロスはＢランクに属する魔物であるため、冒険者ギルドで引き取ってもらえる。早々にカインは死骸をアイテムボックスに仕舞った。

　ミノタウロスが居なくなった広場の奥から、何かが動作する音がし、何もない岩の壁が開かれ道が現れた。

「こんなもんか……先に進むかな」

　カインが広場を抜け、通路に入ると、そこには先に入った冒険者たちがいた。

　無傷な者はおらず、皆怪我をし、怪我した姿の魔術師のアイリが包帯を冒険者たちに巻いているところだった。

　カインはその姿を見て駆け寄った。

「大丈夫ですかっ!?」

　駆け寄るカインの姿に冒険者たちは痛みを堪えた表情をしながら顔を上げる。

「君は……無事だったの!?」

　包帯を巻いていたアイリが驚きの声を上げる。

「はい、少しは腕が立つって言いましたよね。それにしてもこれは……」

　他の四人は鎧が血で染み込んだように変色し、力無く座り込んでいた。

「うん……やっぱりＣランクの私たちで、Ｂランクのミノタウロスはきつかったの。なんとか倒せたけど、私の魔力も残り少なくて、これ以上使ったら意識が飛んじゃうから最低限の回復だけ……」

　申し訳なさそうな顔をするアイリが仲間たちを見渡した。

「僕も回復魔法が使えます。まだ十分に魔力もありますし、回復しますよ」

「そんな……こんな場所で回復してもらっても返せる物なんて……」

　申し訳なさそうなアイリを横目にカインは回復魔法を掛けた。

『エリアハイヒール』

　カインが回復魔法を掛けると、アイリを含め座り込んでいる冒険者たちは光に包まれていく。

　光が消えてなくなった時には、すでに怪我をしている者はいなかった。

「――――なんだこれは……」

　あまりの衝撃に驚く冒険者たち。自分の身体を触り、怪我が治っていることに驚き声を上げた。

　そしてその中で一人は未だに固まっていた。

「――――そんな……」

　アイリはあまりにも衝撃的なことに声も出なかった。

　アイリは隣にいて聞いた。カインの魔法を。

『エリアハイヒール』と。しかも無詠唱で。

　エリアハイヒールは回復魔法でも上級魔法と言われている。冒険者でも最上級と言われている者なら使えるかもしれない。教会でもその魔法を使えるのは司教か上級司祭クラスになる。

　そんな上級魔法をまだ成人もしていない少年が簡単に唱えているのだ。回復魔法を使える身であるからこそ、その凄さが理解出来た。

「怪我は治ったと思いますけど、流した血は戻るわけではありません。出来ればこのまま……」

　カインの言葉に座っていた者は皆頷いた。

「坊主、世話になったな。名前はなんて言うんだ？　俺はこのＣランクパーティー『銀狼の牙』でリーダーをしているデストラだ」

「僕は、カインです。気軽にカインと呼んでください！」

　笑顔で答えるカインに頬を緩ませ、デストラが手を差し出す。その大きな手にカインは両手で握手をした。

　冒険者たちは回復魔法を掛けたとはいえ、血を失ったことで少し休憩してから地上にあがるとのことだった。

「今は何も恩返しできねぇ。街に戻ったら絶対に恩は返す。また後でな。気をつけて進めよ」

「――カインくん、本当にありがとう。私だけでは回復出来なかった。それにしてもさっきの魔法は……」

　固まっていたアイリが恐縮したようにカインに問いかけた。

　カインは笑みを浮かべ、口元に人差し指を立たせる。

「それは秘密で。ただ、魔法は得意なんです。それでは！」

　休憩している冒険者たちに笑顔で挨拶をし、カインは更に下に降りる階段へと向かっていった。




　カインは地下十一階へと進んだ。

　長い階段を降りると目の前には森が広がっていた。

　木々は高さ十メートルを超え視界が遮られている。

「なんでこんなところに森が……しかも明るいし」

　上を見上げると天井全体が光っているように見える。カインは探査サーチを使い状況の把握に努めた。

　数キロに渡って大きな空間となっており、所々に冒険者と思われる集団や、魔物も認識できた。

　カインは慎重に光が行き届かない薄暗い森の中へと足を進めた。

　冒険者たちを避けながらカインは森を進んでいく。

　途中で出会った魔物は、猿に似たような魔物で、Ｂランクに分類されているフォレストモンキーだった。手足が長く、二メートルにも満たないフォレストモンキーは群れでいることが多く、木の枝を飛び回りながら『岩弾ロックバレット』を放ってくる。数体から同時に放たれる魔法を避けながらカインも『岩弾ロックバレット』を放ち応戦しながら魔物を殲滅していく。

　フォレストモンキー自体の戦闘能力は強くないが、群れでいることと、木の上を飛び回ることで剣では対応が難しいからこのランクに分類されている。

　探査サーチで魔物の位置を認識できているカインにとっては木々に隠れていても問題なく対応が出来ていた。

「これくらいなら問題ないかな……もっと進むか」

　カインの魔法を受け息絶えた魔物を次々とアイテムボックスに収容しながらカインは更に奥へと進んでいった。

　奥へ進むと、地面に振動が響き渡るような音がする。バキバキと枝が折られ目の前に現れたのは四メートルほどのゴリラの姿をした魔物だった。胸の筋肉ははちきれんばかりに強調され、太い手足を持ち、全身は黒い毛で覆われている。

　魔物ランクＡに分類されるフォレストコングだった。

　フォレストコングは大人の胴回りはあろうかという巨木を抱えてカインを見つめた。

　心なしか獲物を見つけてにやりと頬が緩んでいるようだ。

　カインはフォレストモンキーと同じく『岩弾ロックバレット』を放つ。

　フォレストコングはカインの『岩弾ロックバレット』を見ても動じない

　この森ではフォレストコングとフォレストモンキーは共存しており、同じ魔法だと思ったのであろう。

　ただし、カインの魔法の威力は桁違いである。

　フォレストコングの胸に当たった『岩弾ロックバレット』はそのまま背中から貫通し抜けていった。

　予想外の威力にフォレストコングは驚きの表情を浮かべ――そのまま息絶えた。

　カインは息絶えたのを確認し、アイテムボックスの中に収容していく。

　森の中では、他にフォレストウルフの群れとも遭遇したがカインの敵ではなかった。

　そして一時間ほどで森を抜けたカインは下に降りる階段を更に進んでいった。

　地下十二階は岩場のような場所で、同じように出てくる魔物を殲滅しながらカインは下階へと進んでいく。

　気づいた時にはすでにこのダンジョンの探索上位と同じ地下十五階まで降りていた。

　目の前には草原が広がっている。遮る物は何もなく、ただ草原が数キロの範囲に広がっているだけだ。

「ここが今、一番深いところか……」

　カインは事前に説明を受けていたが、さすがに内容までは説明はされていない。初めて入るダンジョンでいきなり冒険者ギルドが把握している最下層まで降りるとは思っていなかったであろう。

　カインはそのまま探査サーチを使い、周りの反応を探っていく。

　進んでいくと現れたのは地竜アースドラゴンだった。

　但し、群れであったが。彼らは十メートルほどの小さい岩山を囲むように群がっている。

「えっ、なんでこんなにいるの!?　本当に……」

　あまりの状況にカインも生唾を飲む。

　基本的に地竜アースドラゴンは単独でいることが多く、群れで暮らすことはない。

　それが目の前には数十、いや、百はいるであろうか。見渡す限り五メートルを超える地竜アースドラゴンで埋め尽くされており、その光景は圧巻であった。

　冒険者ギルドからは十五階が探索の限界というのが良くわかる。

　Ａランクに分類される、地竜アースドラゴンが群れでいるのだ。普通の冒険者では対応は無理であろう。

　一体の魔物にパーティーで当たる必要があるのに、これだけの地竜アースドラゴンには何人の冒険者が必要なのだろうか。数百人のＡランク冒険者たちがいれば可能であろうが、常識的にそれは不可能である。

　実際に冒険者たちはこの光景を目の当たりにし、命からがら逃げ出したのである。

　そして、寛いでいるであろう地竜アースドラゴンの群れが一斉に顔を上げ、カインに視線が集まる。

　そしてカインに一番近くにいた、五体の地竜アースドラゴンがカインに向かって走り出した。

　思わず『浮遊フライ』で飛び上がった。

　地竜アースドラゴンは届かないカインに向かって顔を目一杯に上げ咆哮をあげる。

　高さ十メートルほどの高さに浮遊したカインは、地竜アースドラゴンの群れを上から眺める。

「これだけ集まると壮大だなぁ……どうやって倒そうか……獄炎地獄インフェルノなら倒せるだろうけど、素材が駄目になりそうだしな……。やっぱり岩弾ロックバレットかな」

　カインは両手に魔力を込めていく。いつも放っているよりも魔力を凝縮し、魔法を放った。

『岩流星群ロックメテオ』

　カインの周りには数百を超える岩弾が現れる。

　そして一斉に地竜アースドラゴンに襲いかかる。

　頭を貫通するものや、身体を貫通するもの、悲鳴にも聞こえる鳴き声が草原に響き渡った。

　カインが三度の魔法を放ち終わった頃には、動く魔物は一体もいなかった。

「素材がいっぱいだな」

　カインは冒険者ギルドで引き取ってもらう素材に目を輝かせながら、上空から降りた。

　そして死に絶えた地竜アースドラゴンを次々と収納していく。

　岩山に向かって収納しながら近づいていくと、カインの探査サーチが反応した。

　いきなり地響きが起き、地竜アースドラゴンが囲っていた小さい岩山が動き出す。

　岩山が持ち上がり手足が出て最後に首が出てくる。

　全長は二十メートルを超えるであろうか。顔はドラゴンというよりワニガメみたいな顔をし、二メートルほどの太い首をもち、岩山のような甲羅を背負った魔物であった。

　カインは知らないが、この魔物は岩竜ロックドラゴンといい、冒険者ギルドではＳＳＳランクに区分けされていた。

　実際に倒された事例も一例しか過去に存在せず、それを倒したのはエスフォート王国の初代国王であり、勇者であるユウヤたちであった。

　魔物の大きさもさる事ながら、分厚い岩山のような甲羅に覆われており、魔法も剣技もほとんど通用しない。カインの屋敷に飾られているレッドドラゴンよりも格上となる。

　動きはゆっくりだが、行動を遮れる者は誰もおらず、伝説級とされている魔物であった。

　もしこの岩竜ロックドラゴンが街に現れたら確実に壊滅するであろう。

　国が威信をかけ全軍で当たったとしても倒せる保証がない程の魔物である。

　岩竜ロックドラゴンは周りの惨状をゆっくりと見渡し、そしてカインに視線を送った。

　その目は憎悪に満ちたように一直線にカインを見つめ、大きな口をゆっくりと開く。

　その口からは人の頭サイズはあろうかという岩がいくつも放たれた。

「あぶねぇぇっ」

　いきなり放たれた魔法にカインは驚き転移を使い避けた。

　そして少し離れたところから、カインは岩竜ロックドラゴンの全体を見渡した。

「こんなでかいのがいるんだ……。でも……どうやって倒すんだろ……」

　転移したことで、岩竜ロックドラゴンはカインを見失いゆっくりと首を回し標的を探していく。

　そんな中、カインは岩山の様な甲羅の上に立ち、倒し方を考えるのであった。

「やっぱり首を切っちゃうのが一番早いかな……」

　カインのことを探すために首を伸ばした岩竜ロックドラゴンを後ろから眺めながら呟いた。

　二メートルほどの太さの首は岩に覆われいかにも堅そうに見える。

　そんな首にカインは魔法を放つ。

『真空刃エアカッター』

　カインの手の上に浮かんだ真空の刃は、三メートル程の円を描きながら敵に放たれるのを今か今かと待っている。

　そして放たれた魔法は一直線に岩竜ロックドラゴンの首に吸い込まれていった。

　魔法は首を通り抜けていく。

　そして、見回していた首の動きが止まり、重力のままに切断面がズレていく。




　ズド――――ン……。




　足腰も崩れ去り、首と一緒にその巨体が倒れ込んでいった。

「あれ……一発で終わっちゃった……」

　予想外の展開にカインも疑問に思いながら、岩竜ロックドラゴンの背から飛び降りた。

　すでに死骸となった魔物を見上げながら、その大きさに感心しながらもカインはアイテムボックスの中に収容した。

　首も収容しカインはさらに奥へと進んでいく。

　下階に降りていくと、神殿とも言えるような広いホールに出た。

　そして、その中央には大きな黒い水晶の玉が鎮座しており、その前には十メートルを超える大きさの黒い竜が横たわっていた。

　カインの存在に気付いた黒い竜は閉じていた瞼を開き、カインを見つめた。

「ここが最後のボスって感じなのかな……」

　今までに出会った事のない程の魔力を放ちながら佇んでいる黒い竜に、カインは唾を飲みこむ。

　最後の戦いを前にカインは全身に魔力を流していく。

　カインの魔力を見た黒い竜は、眼を大きく見開いた。

　そして、大きな身体を起こし、戦闘態勢に入るかと思われたが……。

『人の子よ……。お主と戦うつもりはない……』

　竜がカインに話しかけた。

　頭に直接響く声にカインは驚きの表情をする。

「えっ、もしかして話せるの……？」

　黒い竜は何も語らず首を縦に動かした。

『直接、お主の脳に語りかけておる。言葉では発する事はできんのでな』

　話せる竜に対し、カインも身体強化ブーストを解き、剣を鞘に仕舞う。

『まぁ、少し話そうか。少し待っておれ』

　そう黒い竜は言うと、その大きな竜の姿が光に包まれていく。

　光は次第に小さくなっていき、消えた時には竜の姿だったものは人型になっていた。

「久々にこの姿になるのも疲れるわい……」

　黒髪を後ろに流し五十代に見える壮年の男性の姿になった竜は、人の言葉を発した。

　その姿にカインは息を飲む。

「まぁ、こんなところに居ても仕方ない、こちらにくると良い」

　壮年の男性に案内されるまま、後ろをついて行くと、何もない岩肌に向かって手をかざす。

　ドドドドドドドド……

　次第に何もなかった岩肌が自然と動いていき、小さな扉が現れた。

「こっちじゃ」

　壮年の男性は何事もないように扉を開き中へと入っていく。

　カインも周囲を警戒しながらもその後へ続いた。

　扉を潜ると、そこは人が生活するような空間が広がっていた。

「そこに座るといい」

　指差した先にはテーブルと四脚の椅子があり、その一つにカインは緊張感を持ちながらも座った。

　そして壮年の男性はカインの対面に座る。

「あなたはいったい……？」

　カインは疑問に思ったことを口にした。

「まずはそこからだな……。わしの名前はダングドリアと言う。かれこれ千年は生きておるかのぉ。他の竜からは古代竜とも言われておる」

　古代竜についてカインは本で読んだ事があった。長い時を生きて人語を話し、まず会える事はないと。神の使いとも言われていて、ふらっと国に現れ神からの伝言を告げ去って行く事もあると書かれていた。

　そんな存在が今、カインの目の前にいる。

「何で僕にそんな話を……？」

　まず敵対しない事にカインは疑問に思った。先ほどホールにあった黒い水晶の玉はダンジョンのコアなのかもしれない。それを守るために戦うことになるであろうと思っていたのが、拍子抜けをした。

「人の子よ、お主は竜神様の加護を持っておろう？　同じ竜族でもわしらみたいな長く生きている存在からしてみれば、すぐにわかるのだ。一つ上のフロアを守っていた者たちでは気づく事はないがな……」

「……あの……全部倒してしまったんですが……」

　岩竜ロックドラゴンも地竜アースドラゴンも全てカインのアイテムボックスの中に収容してある。

　もしかしてそれが今後に影響することがあるかもしれないと、カインはダングドリアに尋ねた。

「それは構わん。明日にはコアからまた産まれるであろう。あの数の地竜アースドラゴンを相手にできる人族はお主の他にいるとは思えんしな」

　ダングドリアは薄く笑みを浮かべて答えた。

　その言葉を聞きカインは胸を撫で下ろした。

「あと……一つ聞きたいのだが、お主から神竜様の匂いがするのだが……？」

　ダングドリアはカインから発せられる神竜の匂いが気になっていた。神竜の加護を得て、この匂いを発している人の子だからこそ、ダングドリアは戦いに挑まなかったのだ。

「あー、そうですね。たしかに契約しています」

『召喚サモン：ハク、ギン』

　カインが召喚魔法を唱えると、魔方陣が二つ浮かび上がり、そこから大きく成長したハクとギンが出てきた。

　ハクとギンは呼ばれたことで嬉しそうにカインに抱きついた。

　ハクも体長は三メートルを超え、ギンも同じ程度である。まだ子供のカインにとっては何倍もの大きさを持つ二体に絡みつかれ顔を舐められている状況はなかなか堪えるものがあった。

「ちょっと、ハク、ギン、待ってよ」

　二体を宥めるように頭を撫でる。数分の絡みが終わったあと、ハクとギンは座り込んだ。

　ダングドリアはその状況をただ呆然と眺めていた。

（なんてことであろうか……この子はまだ幼いが神竜様を従えておる……ただ、加護を貰うのではなく、従えているだと？　あり得ない。長く生きてきてここまで心を通わせているのは今までに……一人だけいた。あの人の子と同じなのか……）

　ダングドリアは神竜であるギンの前に立ち、膝をつき頭を下げた。

「神竜様、ダングドリアでございます。お初にお目にかかります。まだ幼いようですが、ご両親のお名前を伺っても……？」

　ダングドリアの問いかけに、ギンは真っ直ぐ視線を合わせ少しの間沈黙し、一言「キュイ」と鳴いただけだった。

　その言葉だけでダングドリアは理解が出来た。高位の竜同士だけが通じる念話で声を聞いたからだ。

　両親の名前を聞いたダングドリアは、その場でギンに向かって平伏した。

　その対応にギンはよく分からずに首を傾げる。

　そしてその状況を飲み込めずにいるカインは呆然とした。

　千年生きているという古代竜がまだ幼いギンに向かって平伏しているのだから仕方ない。

「まさかドラン様とルリ様のお子だったとは……。人の子よ、お主の名前を聞いてもよいか」

　先ほどまでと違い、恐縮したような表情でダングドリアはカインに尋ねた。

「僕は、カイン・フォン・シルフォード・ドリントルになります。長いのでカインと言ってもらえれば大丈夫です」

「うむ、カイン殿か。わかった、名前はわしの心に刻んだぞ」

　一息ついたダングドリアはまた席についた。

　ハクとギンもカインの言葉で部屋の中で寛ぎ始めた。

「それで、先ほどのホールにあるのは、このダンジョンのコアですか？」

　カインの質問にダングドリアは首を横に振る。

「あれは、ダンジョンのコアでもある。ただ、それだけの役目を果たしているのではない。あれは悪しき者を封印している宝玉となっておる。それをわしは守護するためにここで役目を果たしておるのだ。それはドラン様からの頼みだったからの」

「悪しき者とは……？」

　ダングドリアの答えにカインは尋ねた。

「数百年前であろうか……悪しき者が現れこの世界が混乱した。そして現れた勇者たちにより封印され、その一部がここに隠されておるのだ」

　カインはダングドリアの言葉を聞きハッとした。以前ユウヤから聞いた言葉がここで語られているからだ。

「――もしかしてユウヤさん……？」

「おぉ、勇者殿も存じているのか、そこにおられる神竜殿と契約しておるのなら当たり前であるか……」

　その後もこのダンジョンについての歴史が、ダングドリアの口から語られていく。

　このダンジョンは悪しき者を封印するために造られ、そしてダングドリアが守護を任された場所であること。

　他にも同じように封印された宝玉が隠されているダンジョンがいくつかあること。

　カインはダングドリアの説明に納得する。

　ユウヤは今のドリントルのあった場所に村を興し、次第に大きくなった人口を賄う為に、今の王都の場所に拠点を移し、国を興したのだ。広がっていく領地を治めるために各領を設け、信頼のおける者に任せていた。

　他国から戦争を仕掛けられれば、王自ら先陣を切り負けることは無かったそうだ。

　そして今の国になっていったのだという。

「――そしてわしは寿命のある限り、この地の守護を任されておるのだ」

　ダングドリアの話は終わった。

　カインは今までの歴史を聞き、感慨にふける。

　ユウヤからは細かい説明をされず、歴史については本を読んで理解しただけだった。

　こうして生き証人から話を聞くことは、カインにとってありがたい事だった。

「ありがとうございます。ユウヤさんの興した街は、今、僕が治めています。これからも治めていくつもりです」

　カインの言葉に頷いたダングドリアは頬を緩ませる。

「カイン殿、頼んだぞ」

「わかりました。そろそろ僕も街に戻ります。皆、心配するかもしれませんし」

「わかった、またいつでも遊びにきてくれ。こうして話すことは勇者殿が来る以外にないからな。言葉を発したのも数十年振りかもな」

　笑うダングドリアにカインは頷いた。

「それではまた来ますね！　ハク！　ギン！　そろそろ行くよ！」

　カインの言葉に身体を起こしたハクとギンは送還魔法によって消えていった。

　そしてカインは『転移』を使い、ダンジョンの入口まで移動した。

　カインが消えた部屋の中でダングドリアは一人で吐息を吐く。

「――あれは……本当に人の子なのか……わしには神にしか見えなかった……。きっと戦いに挑んだら一瞬で命を刈り取られていたであろうな……」

　他に誰もいない部屋でダングドリアは呟くのであった。




　遺跡の一階に転移したカインは、石畳をのんびりと歩き出口を目指した。

　当初、そのまま屋敷に戻ることも可能だったが、ダンジョンの入口で受付をして名前を書いたことを思い出し、一度一階に戻ることにしたのだ。

　数分で出口にたどり着き、カインは数時間ぶりに太陽を見た。

「ん――いい天気だな」

　カインは身体を空に向かって伸ばしてから受付へと向かった。

　入るときに散々心配されたが、戻ってきたカインの顔を見ると受付嬢が頬を緩ませ安心したような表情をする。

「カインくん、無事だったのね。本当によかった……。さっき戻ってきたパーティーが子供一人でダンジョンの十一階まで潜ったと聞いて驚いたのよ」

　あの場所で出会った銀狼の牙のメンバーたちも無事に帰ってきたことを聞いたカインは安心する。そしてダンジョンを退出した事を記載して建物を出た。

　外に出ると、街へと魔物の素材を荷馬車に積み込んでいる『銀狼の牙』のメンバーがいた。

　そのメンバーであるアイリは、カインの事を見つけると満面の笑顔をして手を振った。アイリのその姿に視線を追ったメンバーたちは、その先にカインがいることを知ると頬を緩ませる。

「カインくん！　無事だったのね。私たちもさっき戻ったところよ。これからドリントルの街に戻るの。一緒に戻ろう！」

　駆け寄ってきたアイリにいきなり抱きしめられた。

「アイリ！　迷惑だろ？　あの階まで進んだんだ。俺たちよりも強いはずだろ……な？」

　そして後ろから近寄ってきたデストラがアイリのことを呼び止めた。

「たしかに！」

　デストラの言葉に頷いたアイリが抱きしめた手を緩める。

「カイン、あの時は助かった。今からドリントルに戻るんだ。一緒に行かないか？」

「えーっと……」

　転移で一瞬にして街へ戻れるカインにとっては荷馬車になど乗る必要はなかったが、アイリの強い勧誘で早々に諦め同行することにした。

　石畳で整備されていることで、商会によって駅馬車が定期的に運行されており、支払いをデストラが済ませてくれたのでカインも乗り込んだ。十人程度が乗れる帆付きの馬車に乗り込むと、その後には冒険者たちが集めてきた素材を乗せた荷馬車が街へと進む。

「噂を聞いてこの街へと拠点を移したけど、正解だったな。今回もうまい酒が飲めそうだぜ」

　メンバーの一人が、街での宴会を楽しみにしながら声をあげる。

「そうだな、まだ街に来て一ヶ月だけど、違う街にいたときと稼ぎは雲泥の差だな」

　デストラもその言葉に頷く。

「うんうん、街の治安はいいしね！　冒険者のサポートも十分されているから最高！」

　アイリも同じように頷く。

　カインはその言葉を聞き満足したように頷く。街の運営事態はアレクにほとんど丸投げしている状況だったが、上手く回っているのだと頬を緩ませる。

「それにしてもカインくん、その年で魔法も上級でしょ？　うちのメンバーにならない？」

　アイリがカインをメンバーに誘おうとするが、その言葉にカインは首を横に振った。

「たしかに冒険者ですけど、今日はたまたまドリントルに来ていましたが、普段は王都にいるんです。まだ学生ですしね。申し訳ないですが――」

　カインの言葉にメンバーが残念そうな顔をするが、デストラがアイリを制した。

「アイリ、カインはうちのメンバーの誰よりも強い。組むとしたら俺たちが力不足だ」

　デストラの言葉にアイリは少し表情を暗くした。

「カイン、その腕ならすでに冒険者ランクも上級だろ？　そうじゃないとその年でダンジョンに入る許可なんて出るはずはない。しかも一人でなんて……」

　デストラの言葉にカインは無言で頷いた。さすがに金色Ａランクのカードを見せるつもりまではなかったが。

　話している間に駅馬車はドリントルの東門へと到着した。

　門で受付をしている若い衛兵は、次々とギルドカードで身元を確認しながら捌いている。

「入っていいぞ、次！」

　銀狼の牙が各自銀色Ｃランクのギルドカードを見せながら、門を潜っていく。カインはその後に続いた。

　カインも仕方なく金色に輝くＡランクの冒険者カードを取り出して衛兵に見せた。

「はい次！　ちょっと待ってくれ、そのカードは本当に君の――」

　Ａランクの冒険者は、冒険者全体で見ても僅かしかいない。冒険者の街ドリントルでもそれは変わらない。ましてや、子供にしか見えない少年が金色Ａランクのカードを出せば誰もが疑いにかかる。

　疑ってかかった若い衛兵は、カインの事を止めた。その瞬間に、後ろで全体を監視していた衛兵隊長が走ってくる。

「その子はそのまま通せ」

「で、でも――」

「いいから通すのだ」

「――わかりました」

　若い衛兵は納得していなかったが、カインの事を通した。カインは衛兵隊長の気遣いに感謝し、軽く頭を下げる。少し恐縮しながらも衛兵隊長も頭を軽く下げた。

　衛兵隊長はカインの事を知っており、また、代官アレクから冒険者をしている時のカインは他と同じに扱うように命じられていた。ここで領主だということを明かす事になったら、それこそ騒ぎになると思い若い衛兵を止めたのだ。

　もちろん後で衛兵隊長から説明を受けた若い衛兵は、子供の正体が領主だと知り絶叫を上げたのであった。

「カインくん、一緒にギルドに素材換金しにいこう」

　何故かアイリに手を繋がれたカインは、拒否権はなさそうだと諦め頷く。

『銀狼の牙』のメンバーも今回、格上のＢランクにあたるミノタウロスを倒したことで、換金についても期待しているようだった。

　何故かアイリに手を引かれながら街中を歩き、冒険者ギルドへとやってきた。

　アイリは気にせずに扉を開けギルドのホールを歩いていく。

　カインはアイリに手を引かれていることで、周りから嫉妬の視線が集まった。

　アイリは美人でもあったのだ。

　メンバーの内、デストラとアイリが受付に向かい、他のメンバーはギルドに併設されている酒場に向かっていった。

　カインはもちろんアイリと手を繋いだまま一緒に受付に向かう。

「素材の換金を頼みたい。ダンジョン十階のミノタウロスだ」

　デストラが意気揚々と受付嬢に告げる。周りからも階級の中ボスとも言われているミノタウロスを倒したと聞き歓声があがった。

　カインも同じくミノタウロスを倒したことを告げ、素材置き場での引換券を貰った。

　ギルドの裏手にある素材置き場では、冒険者が倒してきた魔物を買い取り、解体をして流通させる役目を持っている。

　カインは『銀狼の牙』のメンバーと魔物置き場に同行し、ギルド職員から指定の場所に魔物の素材を置くように伝えられた。

『銀狼の牙』のメンバーは荷馬車から指定された場所に慣れた様子で置いていく。

　やはりアイテムボックスや魔法袋マジックバッグは持っておらず、一番換金率の良い素材を置いていく。

　ただし、ミノタウロスの素材はどこも高額になることから、部分的に切断しながら持ってきたようだった。置かれたミノタウロスは赤茶色の肌をした一般的なものだった。

「あれ……。色が違う……」

　置かれていくその素材を眺めながらカインは呟いた。

　アイリは自分たちの素材を置き終わり、カインの元に戻ってきた。

「あれ？　カインくん、素材はー？」

「えっと……。その……」

　どうしようか悩んだが、仕方なしにミノタウロスの素材を出すことにした。

　魔法鞄マジックバッグ風にしたバッグから取り出したように見せて、アイテムボックスより魔物の素材を置いた。丸々一体置かれたことに周囲からは「あんな容量の魔法鞄マジックバッグを持っているなんて……」などと、声があがる。

　そこには『銀狼の牙』が置いたミノタウロスとは肌の色も大きさもまったく違うミノタウロスが出てきた。

「「「「「…………」」」」」

「これって、ミノタウロスですよね……？」

　恐る恐る尋ねるカインに解体を担当しているギルド職員も冒険者たちも、出てきた首のないミノタウロスを見て絶句した。

　最後に切断された首を寝かせたミノタウロスの胸の奥に置く。

「こ、これは……ミノタウロスの上位種のミノタウロスオーグだ！　Ｓランクの素材だぞ！　ギルドマスターをすぐに呼べ!!」

　他で作業していた職員も一度作業を中断して、めったに見ることの出来ない素材に目を輝かせて覗きに来る。若い職員は急いでギルドマスターを呼ぶために走っていった。

「え、Ｓランク……!?」

「まじかよ……」

　次第にミノタウロスオーグの素材の周りには職員や冒険者たちの人だかりができた。

　カインは逃げようかと思ったが、アイリがしっかりと腕を捕まえていた。

　すぐにギルドマスターが素材置き場へと駆け寄ってきた。

「Ｓランクの素材だと……？　本当なのか!?」

　ギルドマスターのリキセツも実際に素材を見て感銘の声を上げた。

　まったく傷がついておらず、首を一閃で切られただけの素材だ。これだけの素材となれば高額となるのだ。そしてリキセツは倒したカインと視線が合った。

「あ、領主さ――」

「ギルドマスター!!　他に素材もあるので打ち合わせを！」

　リキセツの声を遮ったカインは領主だとバレないために、リキセツに近づいていき耳打ちする。

「ここでは領主と言わないでください。冒険者のカインですから」

「――わかった。そのように対処しよう」

　二人はこっそりと話し、頷きあった。

「それにしても見事なミノタウロスオーグだな。ここまで綺麗な状態見たことないぞ。――これはりょう……いや、カイン殿が……」

　リキセツは素材を眺めながら呟く。

　そしてカインが小声でリキセツに話し始めた。

「実は十五階での魔物の素材がまだ多くあるのですが……。さすがにここに出すわけには……」

　職員と冒険者が多数いる中で、百を超える地竜アースドラゴンや二十メートルを超える岩竜ロックドラゴンを出すつもりはなかった。

「――そうか、それなら個別に聞きましょう」

　リキセツは向き直って、職員と冒険者たちを見渡し、散るように伝えた。

「これだけの素材だ、少し時間がかかるけどいいか？」

　リキセツの言葉にカインは頷く。元々こっそりと出そうとしていた素材だったが、アイリたちに捕まったおかげで止む無く素材を出したのだ。さすがにこれ以上は出すつもりはなかった。

「カインくん、これＳ級の素材よ？　あのダンジョンで出たの!?　私たちの時にこれが出てきたら……」

　まだ近くにいる『銀狼の牙』のメンバーであるアイリは、ミノタウロスと戦った時の状況を思い出し身震いした。

「そうですね……あそこのボス部屋で出てきました」

　その言葉にメンバーは顔を青くさせた。下手をすれば自分たちの時に出てきた可能性もあったのだ。もしそうなら確実に全滅していただろう。

「僕はこれからギルドマスターと話したいことがあるのでこれで……」

　一度離れてリキセツに話すつもりだったが、そこへ一人の受付嬢が走ってきた。

「ギルドマスター、お客様が来ています。って……あ、領主様!!　失礼いたしましたっ！」

　受付嬢のネスの言葉で全員の動きが止まる。




「「「「「りょ、領主様!?」」」」




　リキセツと二人で黙っていたことをネスが思い切りぶちまけた。

「代官のアレク男爵がお見えになっていますけど、領主様もお会いいたしますか？」

　そしてさらに追い打ちをかけた。

　その言葉にカインとリキセツの二人は大きなため息をついたのであった。




　皆が驚いて固まっている姿を不思議そうな顔をしたネスは、リキセツに話しかける。

　もちろんカインの事を冒険者としてではなく、間違えずに領主として扱えたことを誇ったように胸を張ってだ。

「ギルドマスター！　アレク男爵がお待ちになっていますから」

　スパ―――ン！

　そしてリキセツから頭を叩かれるネス。

「いった―――い！」

　痛みで頭を抱えるネスに、リキセツはため息をつく。

「お前という奴は……すまぬな、カイン殿。こいつのせいでバレてしまったわい」

「仕方ありませんよ……」

　カインが周りを見渡すと、アイリを始め『銀狼の牙』のメンバーや、他の冒険者、解体をしている職員までもが驚いた顔をしていた。

　ネスは一人だけ理解できない状態でいたが。

「えっ、えっ、カインくんが領主様!?」

「まじかよ……」

　驚きの表情をしたアイリやデストラから出た言葉はそれが限界だった。

　アイリは驚きの声を上げるだけで済んでいるが、デストラや他のメンバーたちは顔面蒼白状態である。

　ダンジョンにいた時の対応を含め、貴族の当主に対しての接し方を思い出していたからだ。

　諦めたリキセツはカインの前に立ち、この場にいる面子に話しかけた。

「聞いての通り、このカイン様は領主様である。ただ、冒険者も兼任しているのだ。カイン様はあまり表には出ていないからな、これからも何かあっても冒険者として接してほしい。――難しいかもしれんが……もちろんここでの事は他言無用だ」

　リキセツが話すとカインに視線を送る。カインは頷いてから一歩前に出た。

「聞いての通り、カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です。領主をしていますが、冒険者もしており、また王都の学生でもあります。一応内密で動いている時も多いので冒険者でいるときは気軽に接してくださいね」

　カインは満面の笑みを振りまくが、周りにいる全員が顔を引きつらせている。

　Ｓランクの魔物を一人で討伐するアホみたいに強い冒険者の子供と思っていたのが、自分の住む街の領主でもあり、上級貴族と分類される伯爵本人であるのだ。予想外にも程があるだろう。

「は、は、伯爵様……カインくんが伯爵様……」

　良く理解できていないアイリを他所に、カインはリキセツと共にその場を逃げるように後にし、応接室へと向かった。

　応接室に入ると、アレクとレティアが待っていた。

「あれ、カイン、いやカイン伯爵、戻ってきていたんだ？　一人でダンジョンに入ったとダルメシアから聞いて、ギルドマスターに話しておこうと思っていたのだが……」

「アレク兄様、先ほど帰ってきましたよ。特に問題もなく……いや少し問題はあったけど……」

　リキセツから小声で内容を聞いたレティアは額に手を当ててため息をつく。

「まぁネスの事は後にするとして、今回の魔物の素材が、Ｓランクのミノタウロスオーグだと……」

　ため息をつくレティアにカインは口をはさむ。

「その件ですが、地下十五階で地竜アースドラゴンの群れと遭遇したので、その素材が百体以上……あと……」

「ちょっと待ってくれ、カイン、Ｓランクの魔物に、Ａランクの地竜アースドラゴンを百体以上だと!?　また……お前は自重のないことを……」

　カインの言葉を聞き、アレクも額に手を当てて呆れるしかなかった。

「実はそのあとに出てきた、全身を岩の甲羅で覆われた竜みたいなのも出てきたので、それも……」

　その言葉にリキセツとレティアが反応する。

「ちょっと待って！　その魔物って全身が亀の甲羅のような岩に覆われていて体長は十メートル以上あって――」

　興奮するレティアをリキセツは手で制す。

「カイン様、それはたぶん岩竜ロックドラゴンだと思います。体長にもよりますがＳＳＳランクとして扱われる天災級の魔物です。私も見たことはないが……。もしかして倒したのですか……」

　リキセツの視線にカインは無言でうなずく。その様子にさすがのリキセツも顔を引きつらせる。

　岩竜ロックドラゴンの大きさには驚いたが、一撃で倒したこともあり、まさかＳＳＳランクに区分されているとはカインも思わなかった。

　そしてギルド内で出さなかったことを思い出し安堵の息を吐く。

「カイン様、今、Ａランクですよね？　すぐに王都にＳランク申請をいたします。陛下も実績を確認すれば特に問題もないでしょう。さすがにこの街で岩竜ロックドラゴンを引き取ることは不可能です。王都で引き取ってもらう必要があり、ギルドから王都本部の方に連絡しておきます」

　すでに決定事項のようで、レティアはすぐに書類を用意するために応接室を退出していった。

　諦めたカインは、現状のインフラや問題点などを確認してから冒険者ギルドを後にした。

　さすがに帰り道は歩いて帰るわけにもいかず、アレクの乗ってきた馬車に同乗させてもらった。

「カインが強いのは知っているけど……ＳＳＳクラスはないよね？　領地内のダンジョンにそんな天災級の魔物がいるだけでも驚きだよ」

　呆れたアレクの愚痴をひたすら聞きながら馬車は屋敷へと向かっていった。

　ストレスを発散するために行ったダンジョンだったが、込み入った情報を聞き、尚且つ、屋敷に戻ってからもアレクに自重するように注意され、カインは皆に挨拶をしたあと、少し落ち込みながら王都の屋敷へと転移していった。




　そして数日のうちにカインは王城から呼び出しを受けることとなった。

　カインは馬車で王城へと向かうと、いつもの応接室に通される。その部屋には先に王都の冒険者ギルドマスターであるエディンが座っていた。

　カインの顔を見たエディンは頬を緩ませる。

「やぁ。義理弟カインくん。もう報告は王城にあげているよ。今回はその件だね、もちろん文句なしで承認になると思うけど」

　やはりドリントルの件かとカインはため息をつく。

　少しの時間が経ち、国王を筆頭に、マグナ宰相、エリック公爵、ダイム副騎士団長が入ってきた。

　二人は一度立ち上がり、国王たちが席に着くのを待って着席した。

「――カイン……お主、あれだけ言ったのにまだやらかすのか！　Ｓランクの申請書の内容を読んで心臓が止まるかと思ったぞ！」

　疲れ果てた国王を横目に、マグナ宰相が申請書を読み始めた。

「現在Ａランクのカイン氏は、ドリントル領内ルガールの遺跡において、Ａランクの地竜アースドラゴン百体以上、Ｓランクのミノタウロスオーグ、状態は見ておりませんが、天災級とされるＳＳＳランクの岩竜ロックドラゴンを討伐した模様。但し、余りの数にドリントルの冒険者ギルドでは対応は不可能なため、王都ギルド、または王城にて引き取りを希望する。また実力を考慮してもＡランクの枠に収まっておらず、早々にＳランク以上に上げる必要があり。冒険者ギルドドリントル支部長リキセツ」

　マグナ宰相は読み終えた紙をカインの前に置き、深くため息をつく。

「カイン伯爵、この申請書の内容に間違いはないか？」

　マグナ宰相の言葉に、カインはただ頷いた。

　国王もマグナ宰相が読み上げた内容を聞き呆れたような表情をする。

「全て王国で引き取ることとする。こんな素材、簡単に買い取れるところがあるわけなかろう。あとお主のＳランク昇格も認める。もう初代様と一緒のＳＳＳでもいいがな、物には順序があるからまずはＳランクじゃ」

　国王の言葉にカインは頷いた。

「それでじゃ、実際に見せてもらえるかな」

「わかっています。ただ広い場所が必要かと」

　国王を含め、カインたちは近衛騎士団の訓練場へと移動した。以前、魔物を収めたスペースでも足りる量ではなかったからだ。

　訓練していた近衛騎士たちも、いきなり国王を含め国の重鎮が現れたことに驚きを隠せない。

　ダイム副騎士団長が、事情を話し一度スペースを空けさせた。

「これだけの広さがあれば問題はないと思う。カイン殿、出してくれ」

　カインは広く明けられたスペースの中央に立ち、次々と魔物の素材を出していく。フォレストモンキーやフォレストウルフの群れ、フォレストコングに、そして地竜アースドラゴンを出した。

　それだけで魔物の山が三つほど出来上がった。

　周りでその様子を見ていた近衛騎士たちは絶句である。もちろん国王を含め、この場にいる者も同じ表情をした。

「最後のは少し大きいので離れてください」

　カインの言葉に魔物を眺めていた国王たちは数メートル離れてカインを見守った。

　そしてカインは最後に岩竜ロックドラゴンを出した。大きさは二十メートルを超え、体高も十メートル近くあり、首だけが切り取られた状態であった。そして、首を別に横に置いた。

「これで終わりですね……」

　すっきりとしたカインの表情とは別にこの場所にいる全員が言葉を発する事が出来なかった。

　周りを囲んでいた近衛騎士たちは小声で話し合う。

「カイン様が強いのは知っているけどさ……アレはあり得ないよな……」

「一人で戦争を起こしてもこの国、負けるだろ……勝てる気なんてしねぇぞ」

「あんな化け物みたいに強いのに、俺ら模擬戦を挑もうとしてたのかよ……」

　呆然と眺めていた国王もやっと口を開いた。

「カインよ……、わしは疲れた。お主、――代わりに国王をやるか？」

　その言葉にマグナ宰相も絶句する。

　カインはいきなり国王になれと言われて、即断をする。

「絶対に嫌です！　今の生活で満足していますから!!」

　カインの言葉に、マグナ宰相は胸をなで下ろす。

「なんだか夢を見ているようだのう。マグナよ、後は任せた」

　疲れ切った表情をしながら、国王はそのまま立ち去ってしまった。

「エリック殿、国王を頼む」

　エリック公爵はマグナ宰相の言葉に頷き、国王を支えるように戻っていった。

「カイン殿、さすがにこれだけの量とはな……これは予想外過ぎる。いくら国が潤うとはいえ、それなりに支出する必要がある。査定については少し待ってもらえるかの」

　誰もがこの魔物の山を見て口を開けて呆然とする。

　上級とも言えるＡランク冒険者たちが何人いればこの量を狩れるのであろうか。いや、国が全勢力を上げて大きな犠牲を払ってなんとかなる量を、まだ成人もしていない少年が無傷で狩ってきたと言われて、誰が信じてもらえるのだろうか。

　素材を見上げて笑みを浮かべるこの少年は、やはり神の使徒だとマグナ宰相は納得する。

「査定の者を後で寄越す。ただ、岩竜ロックドラゴンは仕舞っておいてもらえるかの。さすがにこれは運ぶことは出来ぬ。時期を見てお願いするとしよう」

「わかりました。言ってもらえればすぐに出せますから」

　カインは答えた後、手で軽く触れアイテムボックスに収容する。

　あの二十メートルを超える岩竜ロックドラゴンが一瞬で消えた。

　その状況を見て近衛騎士たちから歓声が上がる。

「あとの素材は騎士に運ばせる。ダイム殿、頼んだぞ」

「は、はい……」

　マグナ宰相の言葉にダイムは顔を引きつらせながらも頷く。

「カイン殿、今日はもう帰っても問題ない。また使者を寄こそう。わしも陛下の様子をみてくる」

　マグナ宰相はそう告げ、城へと戻っていった。その後ろ姿は国王と同じ疲れ切った姿だった。

　近衛騎士とカインが残され、ダイムが申し訳なさそうにカインに告げる。

「カイン殿、さすがにこの量はね……運ぶの手伝ってもらえるかな」

　その後、一度全ての魔物をアイテムボックスに収容し、魔物の素材が腐らないように分割して納める事になった。

　カインの自重のない行動に疲れ果てた国王と宰相は二日ほど寝込み、全ての業務が止まったのであった。




　相変わらず規格外なカインに頭を抱える上層部であったが、婚約発表のお披露目については着々と準備は進んでいた。

　そして三日後、いよいよ婚約発表のパーティーが開かれる日となった。

　お披露目会に出席するために貴族たちが続々と王都入りをしている。

　王家が絡む婚約発表ともなれば、国全体の貴族が集まるのが慣例になっているからだ。

　カインの衣装についても、国から派遣された商人たちが集まり採寸され、式典の為の服が作られた。

「毎回毎回式典の為に作らないといけないのかな……」

　愚痴を言うカインをコランが宥める。

「さすがに王家の婚約発表ですからね。国中の貴族が集まることになります。伯爵になりましたし、それなりの衣装を着ていないと格好がつきませんから……。しかも今日はティファーナ様の両親ともお会いになるのでしょう」

「うん、そうなんだけどさ……」

　今まで会うことがなかったティファーナの両親が王都に到着した事により、これから挨拶と顔合わせに行く予定になっていた。

　本当ならリーベルト領にも一度向かう予定となっていたが、マルビークやダンロフでの出来事があり後回しとなっていたのだ。

　新しい服に袖を通したカインは、初めてティファーナの両親と会うことに気を重くしながらも馬車へと乗り込んだ。

　カインを乗せた馬車は程なくして王城へと到着した。

　ティファーナは王都に公爵家としての屋敷を持っているが、相手側からの指定があり今日は王城での対面となった。

　初めて会うティファーナの両親を思い浮かべながら、メイドに案内されるがままついていく。

　程なくして一つの応接室の前につき、メイドがノックをした。

「シルフォード伯爵がお見えになりました」

「入れ」

　扉の反対側からは、少し低めの声がした。その声を確認した後、メイドは扉を開け横に立つ。

　中にはティファーナ、エディン、そしてその間にはティファーナやエディンと年が変わらない男女二人がいる。

　カインは案内されるままその対面に座った。

　エルフということで、耳は長く薄緑色をした髪を後ろに流しているのが父親であろう。見た目はエディンとそこまで変わることはないが、眼光の強さが際立っている。そして細身が多いエルフにもかかわらず筋肉が服を押し上げている程鍛え上げられていた。

　そして隣には、銀髪を腰まで伸ばしたまだ二十代に見える細身の女性が座っている。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です。リーベルト公爵にはお初にお目にかかります」

　カインは挨拶し、二人に頭を下げた。

「カイン卿、顔を上げてよく見せてくれないかな」

　対面に座っている、ティファーナとエディンの父親、レーサン公爵から声がかかった。カインは言葉の通りに顔を上げる。

　レーサン公爵は何事も語らず、カインと視線を交わし続けた。

　二分ほど無言の空間が続き、いきなりレーサン公爵が頬を緩ませ頷いた。

「ティファーナから年下と聞いていたから心配していたが、良い相手を選んだね」

　レーサン公爵はティファーナに向かって笑顔を向けた。そしてカインに向き直り言葉を続ける。

「カイン卿、君は神々に随分愛されているね。ティファーナの相手として文句の言い様がない。ただね……」

　その言葉を聞き、エディンは額に手を当てて「やっぱり……」と呟いた。

「父親として――やはり君の実力を確かめたいのだよ」

　その笑顔は、初めてティファーナと訓練場で出会った時の表情だった。

　カインは、思わずティファーナの顔を見て思い出したのだ。

（ティファーナが脳筋なのって……もしかして……）

　すでに戦いの前の笑みを浮かべているレーサン公爵に、後ろから頭を叩く者がいた。

「まったく……あなた、まず自己紹介からでしょう。ほら」

　隣に座っていたまだ若く見える美女がレーサン公爵に注意をする。

　思い出したかのようにレーサン公爵は手を打った。

「そうか、これは失礼した。私はレーサン・フォン・リーベルトだ。隣にいるのは妻のティーナだ」

「ティーナ・フォン・リーベルトよ。カイン様、エディンとティファーナの母です」

　ティファーナの姉と言われても誰も気づかない容姿をし、微笑んだティーナが挨拶をする。

　さすが年の功であろうか、ティファーナとは違う大人の色気が漂っており、思わずカインも少し頬を染めた。

　各自の挨拶が終わり、本題に入ることになった。




「もともとティファーナから手紙を貰った時に『やっと見つけたか』と思ったくらいだ。反対するつもりはない。たとえ正妻でないとしてもな……。ただ、相手がまだ成人前の少年で、ティファーナよりも強いと聞いて興味を持ったのだ」

　笑みを浮かべながら話すレーサン公爵に、エディンが助言をする。

「カイン君は、あ、いや、カイン卿は今回の冒険者の申請も通り、Ｓランクに上がることになるから、実力的に見ても問題ないよ。人柄もね、もちろん領地の状態についても、治めている街のギルドマスターのリキセツ殿から話は聞いている。非の打ち所がない優良物件だと思うよ」

「こんな可愛い子を見つけるなんて、私がもっと若かったら代わりになりたいくらいだわ」

「ちょっ！　ティーナ！」

「もう、冗談よ！」

　レーサン公爵とティーナの会話を聞きながらカインも頬を緩ませる。

「でも、ティファーナはずっと剣に生きてきたから、今更貴族令嬢の真似事は出来るとは思えないけど宜しいかしら。性格も旦那に似ちゃってこんな感じだし……ね」

　やはりティーナも娘がずっと騎士を目標にして育ち、国内最強と言われるまでになっていることに心配をしているようだった。

「すでに陛下もお認めになっていますし、僕としても特に問題はないです」

「そうだ！　カインとは週に何度も模擬戦をして愛し合っているんだから」

　堂々と言うティファーナをよそに勘違いしているレーサン公爵からは怒気が放たれる。

「――さすがにそれは早いのではないかな？　まだ婚約前であり、カイン卿は成人してないであろう」

　勘違いしていることに気づいたカインはすぐに否定をする。

「ちょっと待ってください。模擬戦ですから、模擬戦！」

　カインの言葉にハッとしたレーサン公爵は、自分の勘違いに気付き恥ずかしそうに頭を掻いた。

「もう！　貴方ったら！」

　同じ事を考えていたティーナも笑いながらレーサンの肩を叩く。

「そうだったか……。よし、わしもカイン卿と模擬戦しようかやってみようか」

　模擬戦が出来ることにレーサン公爵が満面の笑みを浮かべた。

「――はい……」

　カインは顔を引きつらせながらも頷くのであった。

　一同で応接を出て、近衛騎士の訓練場へと足を運んだ。

　ティファーナが、訓練している近衛騎士たちにスペースを空けるように伝えるため、先行して向かう。近衛騎士たちは休憩がてらに見学するようで、距離を取って座り込んだ。

　一度レーサン公爵とカインは近衛騎士団の更衣室を借り、着替えを済ませてから訓練場へと向かった。

　途中、カインが納めた魔物の解体をしている担当者と会った。

「あ、カイン様、今、納められている魔物の解体が終わりましたので、残りを出してもらってもいいですか」

　レーサン公爵が同行しているので、断りをいれたが、レーサン公爵は手で制す。

「ほう、カイン殿が倒した魔物か。一度見せて貰いたいな。よし、わしも同行しよう」

「……わかりました」

　三人は魔物の素材置き場へと赴き、指定された場所にカインはアイテムボックスより魔物を出した。

　すでに何回かに分けて納入を済ませており、残りは地竜アースドラゴンが十体と、ＳＳＳ級の岩竜ロックドラゴンだけとなっていた。

　カインは最初に地竜アースドラゴンを十体地面に並べた。

　その光景にさすがのレーサン公爵も唾を飲む。Ａランクの魔物がこれだけ並べられていれば壮観なものである。

　そして少し横に行きカインは最後の魔物を出した。

　体長は二十メートルを超え、体高も十メートル、首のない岩竜ロックドラゴンをアイテムボックスから出し、最後に切り離された首を横に置く。

「こ、こ、これは……」

　さすがのレーサン公爵でも、これだけの大きさの魔物を見たことが無かった。

　天災級ともいえるＳＳＳランクにされている魔物を見る機会などあるほうがおかしいのだ。

「これはＳＳＳランクに指定されている岩竜ロックドラゴンですね。この魔物が出たら、国軍が全て出ても倒せるかどうか……」

　解体担当をしている騎士も、その岩山とも言える大きさを見上げながらレーサン公爵に説明していく。

「こ、この魔物はカイン卿が……もしかして……一人で？」

「そう聞いておりますね」

　レーサン公爵は近衛騎士からの説明を聞き、目を見開く。

　そしてカインに視線を合わせる。カインは恥ずかしそうにしながらも頷いた。

　その姿を見てレーサンは盛大に笑った。

「あっはっはっはっは！　うちの義理息子むすこになってくれるカイン卿はここまでの実力か！　想像以上だ！　わしが相手するまでもないな。――だが、強い相手とわしもやってみたい」

　やはりレーサン公爵もティファーナと同じ戦闘狂であった。




　素材置き場を後にして二人は訓練場に赴いた。

　訓練場に赴いた時にはすでにレーサンは笑顔であった。その姿にエディンとティーナは首を傾げる。

　二人は空けられたスペースに木剣を持ち十メートルほど離れて向かい合う。

「カイン卿、胸を借りるぞ。ではっ」

　レーサン公爵は一瞬にして身体強化ブーストを掛け、十メートルあった距離を一気に詰め寄り上段で剣を一閃する。

　カインも瞬時に身体強化ブーストを掛けレーサン公爵の剣を受けた。

　さすがに上級者であろうか、剣筋はティファーナよりも鋭く、木剣にまで魔力が流されており、カインも驚きの表情をした。

　国内最強と言われているティファーナよりも確実に強いとカインは感じた。

「やはりカイン卿、さすがだな」

　笑みを浮かべるレーサン公爵は一度距離をとり魔法を唱えた。ティファーナの時と同じく風がレーサン公爵の周りを渦巻いている。

「ここからが本番だ。行くぞ！」

　先ほどまでと段違いなスピードでレーサン公爵がカインに迫る。

（やっぱりティファーナよりも強い）

　目に見えるほどに全身が魔力で包まれ、剣の先まで魔力が通っているのが見て取れる。

　カインも『思考能力強化クロックアップ』を唱え、逆にレーサン公爵へと詰め寄った。

　ステータスが測定不能なカインが本気を出したら一瞬で片がつく。

　魔力で強化されたレーサン公爵の木剣を一瞬で切り飛ばし、喉に突き付けた。

「ここまで……ですかね」

　カインの言葉に、レーサン公爵は魔法を解き、木剣から手を離し両手を上げて降参のポーズをした。

　カインも喉元に突き出した木剣を仕舞い、身体に纏っている魔力を解いた。

「いやぁー参った参った。ここまでとはな。やはりわしでは手も足も出んわ。――って油断は禁物だぞっ」

　レーサン公爵はいきなりカインに摑みかかろうとする。

　カインは一瞬でその右手を取り、懐に入り一本背負いでレーサン公爵を投げ飛ばした。全ては体術スキルのお陰だ。

　投げた瞬間に腕を引いたお陰でレーサン公爵は尻餅をついたような状態になる。

「これも駄目だったか……さすがに本当に降参だ」

　笑いながら服についた土を払いながらレーサン公爵は立ち上がる。

「文句ないな。安心してティファーナを任せられる。カイン卿よろしく頼む」

　レーサン公爵が深々とカインに頭を下げた。

　その姿に驚いたカインは、同じように頭を下げる。

「こちらこそよろしくお願いします」

　頭を上げた二人は握手をし、ティーナ、エディンたちが見守る場所へと戻っていった。

　レーサン公爵との会談は上手くいき、その後も和やかに話は進んだ。

「お披露目楽しみにしておるぞ」

　最後にそう言い部屋を退出していった。
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「今日も一日頑張るかなぁ」

　両手で軽く頬を叩き、朝早くからカウンターの前に座り、依頼に向かう冒険者たちの対応をしていく。一週間も経つと慣れたもので、依頼の受注から達成の確認まで問題なく仕事を終わらせていく。

「ネス、随分仕事できるようになったわね」

　採用の面接をしてくれた副ギルドマスターであるレティアから声が掛かった。

「はいっ！　仕事も段々覚えてきました」

「その調子で頑張るのよ」

　ご機嫌そうにレティアさんは奥の席へ戻って行き、そして私はまた仕事に戻る。

　私の名前はネス、今年で十六歳になる。

　ドリントルにある商会に勤める両親に習ったおかげで文字を書くことや簡単な計算もでき、そのおかげで冒険者ギルドに勤めることになった。

　ここのギルドマスターは強面で事務作業は苦手ということで、副ギルドマスターのレティアさんが一手にまとめている。

　ドリントルは冒険者の街といわれるだけあって、冒険者が本当に多い。少し前までは問題があったみたいだけど、新しい領主様と代官様がきたことで、この街はとてもよくなったと聞いた。

　冒険者ギルド内も王都からきたレティアさんが副ギルドマスターを務めることによって、とても働きやすい職場に変わったと先輩から教えられた。

　朝の忙しい時間が終わり、カウンターに並ぶ冒険者たちはいなくなったことで少しゆっくりしていると、まだ冒険者に成りたてに見える新人の少年が入ってきた。

　キョロキョロとホールを見渡してから、まっすぐに私のところに向かってきた少年から声が掛かった。

　よし、新人くんのために一仕事だ。

「すみません。魔物が集まっているところって、何処かありますかね？」

　まだ新人にしか見えない少年が、いきなり魔物の討伐をしたいと言ってくるが、こんな子供に魔物の討伐などさせるわけにもいかないと、私は止めることにした。

「子供がそんな危ないところに行ったら駄目でしょ？　安全な街の中の仕事にしたほうがいいわ。今なら領主様が子供でもできる仕事を斡旋してくれているわ。それを受けなさい。ここの領主様は平民や冒険者の事を考えてくれていてね、それから――」

　私が知っている知識を教えるかのように少年に伝えるが、その少年は困ったような顔をする。

「できれば魔物を倒したいのですが……」

　これだけ丁寧に説明しているのにも関わらず、この少年は魔物を倒したいという。

　冒険者にあこがれる成りたての子供だから仕方ないのかなとため息をついた。

　手元にある街の中の資料を数枚だして、少年に説明をするが、まったく興味を持っていなかった。

「すみません。ギルドマスターはいますか？　『カインがきた』と伝えてもらえばわかると思いますので」

　少し困った顔をした少年は私にそう告げる。私でもギルドマスターと話したことはないのに、この少年はギルドマスターと会わせろと。

「カイン君と言うのね。新人の子供からギルドマスターを呼べと言われても簡単に呼べるものでもないの。わかってくれるかな？」

　私は少年に丁寧に説明をしていく。これでわかってもらえると思うし。

　でも、少年は私の言葉にため息をつき、さらに言葉を重ねた。

「では……誰か他の役職者の方を……」

　その言葉に優しく接していた私としても、イラっときてしまった。

　たしかに新人とはいえ、副ギルドマスターから褒めてもらえるくらいに仕事を頑張っているのだ。それを成人にもなっていない子供に他の人を呼んでくれと言われたのだ。

「もうっ！　いくら私が新人だからって他の人に話をするなんて酷いじゃない」

　思わず少年に向かって声を荒げる。私の声に周りの受付嬢たちの視線が集中する。

「だからカイン君、子供は子供らしく街の中で――」

　パチ――――ン！

「い、いったぁ―――い！　な、何!?」

　いきなり後頭部に衝撃がきた。その痛みに我に返って振り向くと、そこにいたのは副ギルドマスターのレティアさんだった。しかも仁王立ちして怒っているようだった。

　いつもは一番奥で仕事をしているはずなのに、いつのまにか私の後ろにきていた。

　それでもいきなり頭を叩かれたことに、イラついた私はレティアさんに文句を言う。

「副ギルドマスター！　いきなり叩くなんて酷いじゃないですか！」

　しかし、副ギルドマスターは私のことを気にせずに、目の前にいる少年に頭を深々と下げた。

　そして普段私たちと接しているときとはまったく違う態度でその少年に接する。

「カイン様、お久しぶりです。すぐにギルドマスターを呼んでまいります。応接室を用意いたしますのでご案内いたします」

　すぐに他の職員にギルドマスターを呼んでくるように伝えた。

　その対応に、何もわからない私は小声で聞いた。

「……あのぉ、このカイン君って……」

　その言葉で副ギルドマスターから再度頭を叩かれた。

　さすがに何度も頭を叩かれて涙目になる私に、副ギルドマスターのレティアさんがため息をつきながら口を開いた。

「ネス、この方がこのドリントルの領主様であるカイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵よ。先日、話しておいたでしょう。領主様が子爵から伯爵に陞爵されたことを……」

　レティアさんの言葉に思わず、開いた口が塞がらない。

　え、このカイン君が領主様!?　冒険者の恰好をしたこの少年がまさか!?　領主様ならこの間、ギルドに来たから覚えている。あの二十歳くらいの美青年のはずだ。あまりの恰好良さに見惚れたくらいだから間違えるわけがない。

「領主様はこの間もギルドに来られましたよね？　あの美青年の……」

　その言葉に再度副ギルドマスターから頭を叩かれる。

「それはカイン様の兄上であるアレク男爵よ、この街の代官をしている……まったく……」

　私の言葉に呆れながらも、レティアさんはカイン君に向き直り頭を下げた。

「カイン様、申し訳ございません。受付嬢の教育が行き届かなくて……できれば不敬罪だけはご容赦いただければと……。ほら、ネス！　あなたも頭を下げなさい」

　レティアさんに頭を抑えられて一緒に頭を下げた。

　そんな私に領主様は笑顔で手を振る。

「レティアさん、お久しぶりです。気にしなくていいですよ。知らない人から見たら僕はただの子供ですしね。そこのネスさんも僕のことを心配してのことだから」

　貴族はもっと威張っていると思っていたら、領主様は本当に優しい笑みを浮かべたままそう言ってくれた。

「ありがとうございます。では、ご案内いたしますので、こちらへどうぞ」

　レティアさんはカイン君、いや、カイン様を案内して奥へと入っていった。

　ただ、まだ頭の中の整理がつかない。まさかあんな子供が領主様だったとは知らず、少し落ち込んだが、持ち前の明るさで同じ間違えを犯さないように仕事に取り組んだ。




　仕事が終わる時間に迫ったころ、代官であるアレク様がギルドに見えられた。副ギルドマスターよりギルドマスターを呼んでくるように頼まれ、受付業務を終わらせ素材置き場へと足を運んだ。

　そこには大きな魔物が横たわり、その周りにはギルド職員や冒険者たちが囲んで見入っていた。

　その横でギルドマスターと冒険者が二人でこっそりと話をしている。

　後ろからギルドマスターに声を掛けると、一緒にいた冒険者も振り返った。

「ギルドマスター、お客様が来ております。って……あ、領主様!!　失礼いたしました！」

　私の言葉に、魔物を眺めていた冒険者たちも振り返る。もちろん『領主様』という言葉に反応したのかもしれない。

「「「「領主様!?」」」」」

　冒険者たちは驚きの声をあげるが、先ほどと同じ間違いを起こさないように言葉を続ける。

「領主様も代官のアレク男爵がお見えになられていますが、お会いいたしますか」

　その言葉に、ギルドマスターと領主様の二人は深くため息をつく。

　昼間と同じ間違えはしていない私は胸を張って答えたのに、二人の反応は違った。

「ギルドマスター！　アレク男爵がお待ちに――」

　スパ――――ン!!

　ギルドマスターが勢いよく私の頭を叩く。レティアさんよりも痛くはないけれど、それでもすごい衝撃がきた。

　そして、ギルドマスターは再度深くため息をついた。

「お前という奴は……すまぬな、カイン殿。こいつのせいでバレてしまったわい」

「仕方ありませんよ……」

　冒険者や職員は驚きの顔をしながらも領主様に視線が集中している。

　領主様は周りを見渡して深くため息をつくと、ギルドマスターが前に出た。

「聞いての通りだ。このカイン様は領主様である。ただ、冒険者も兼任しているのだ。カイン様はあまり表には出ていないからな。これからも何があっても冒険者として接してほしい。――難しいかもしれんが……。もちろん今話したことは他言無用だ」

　ギルドマスターが話すと、周りにいた冒険者やギルド職員は緊張した様子で領主様に視線を送る。

　そして領主様が一歩前にでて口を開いた。

「聞いての通り、カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です。領主をしていますが、冒険者もしており、また、王都の学生でもあります。一応、内密で動いているときも多いので、冒険者でいるときは気軽に接してくださいね」

　領主様はそう言うが、誰も頷こうとしない。それは当たり前だと思う。私もそんなこと言われても気軽に声を掛けることなんてできない。

　周りを囲んでいる一人の女性冒険者も理解ができないようで「伯爵様……カインくんが伯爵様……」と何度も繰り返し呟いている。

　それは私も知らなかったらそう思う。

　緊張した周囲を察してか、領主様は一礼してから、ギルドマスターと共に建物へと入っていった。

　私もまだ固まっている冒険者たちを横目に見ながら後を追った。

　すでに、領主様とギルドマスターは応接室に入っていたので、カウンターに戻りまた作業を続ける。

　そして勤務終了時刻が迫った時に殺気を感じ、ふと振り向くと、こめかみに青筋を立てたレティアさんが仁王立ちしていた。

「ネス……ちょっといいかしら……」

　レティアさんは笑顔を作ろうとしているが、とてもそんな表情に見えない。

「いえ、私はそろそろ帰ろうかと……。また、今度で……」

　不安を感じた私は逃げようと思って席を立つがレティアさんに両肩を掴まれた。

「まぁそんなこと言わずに……こっちに、ね……」

　誰もいない個室へと私は引きずられていく。

　それから二時間ひたすら……いや、思い出したくないくらいの説教を受けて、泣きながら帰った。
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　婚約お披露目パーティーを迎える日となった。

　カイン邸では従者たちが忙しそうに屋敷内を奔走している中、カインはシルビアに淹れてもらった紅茶を楽しみながらのんびりとしていた。

　お披露目のために着る服は全て国王から手配されており、カインは身一つで王城へと向かうだけとなっていた。

　向かいに座るコランと、今後の打ち合わせをしながら出発の時を待った。

「カイン様、今日は王国中から貴族の当主がお見えになります。王族、公爵家と婚姻を結ぶことになったカイン様は、これから色々と言い寄られることも多くなるかと思います。十分にお気をつけください」

「だよね……気をつけるようにするよ」

　コランの言葉に頷いたカインは、夕刻より始まる婚約披露パーティーに気を重くしながら紅茶に口をつける。

　昼食を済ませた後、夕刻より行われるパーティーのためにカインは馬車で王城へと向かった。

　まだ始まるのには時間はかなりあるが、他方よりきた貴族が国王や上級貴族への挨拶を行っているため、すでに色々な紋章をつけた馬車が並んでいる。

　王城への入場をするための手続きが行われている中、カインはその横を通り抜け待機していた執事のところに向かった。

　カインを見たことがない貴族の当主は、自分が子爵であるにも関わらず、まだ幼い貴族服を着た子供が通り抜けていくのに不機嫌になる。

「そこの。皆並んでおるのだ。子供だからといって一人だけそういう訳にもいかぬであろう。親はどこだ」

　どこかの貴族の子供だと思われたカインは、その声を掛けてきた子爵に軽く頭を下げる。

「これは申し訳ありません。並びたいのですが、お披露目の準備がありますので先に通させていただきます」

　丁寧に答えるカインに、毒気を抜かれた子爵はカインに続けて尋ねる。

「家名を聞いても良いかな？　どこのご子息なのだ」

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です」

　名前を聞いた子爵は、まさか今回の婚約者だとは思っていなかった。

「シ、シルフォード伯爵であったか。これは失礼した。わしはラングドシャ子爵です。本日はおめでとうございます。準備がおありでしょう、気にせずにどうぞ」

　ラングドシャ子爵は、上級貴族であるカインに深々と頭を下げた。

「申し訳ありませんが、お先に入らせていただきますね」

　カインは頭を軽く下げ、王城へと入っていった。

　王城に入って早々にメイドたちに服を剥ぎ取られ浴室に放り込まれ、そこで待機していたメイドたちに身体の隅々まで綺麗にされた後、正装に着替えさせられていた。

「もうお婿にいけない……」

　そう言うカインに「これからが本番ですよ」と優しくメイドが声を掛ける。

　用意された服に袖を通し、髪型をセットする。

　すでに疲れ果てたカインを余所に、メイドたちは満足そうな顔をしている。

「カイン様、これなら誰が見ても文句の言いようがありません。とてもお似合いですよ……王女様でなかったら私も……」

　うっとりしているメイドたちにカインは顔を引きつらせた。

　すぐに部屋がノックされ、扉が開かれた。

「カイン、準備は終わったか」

　部屋に入ってきたのはガルムだった。サラにレイネも一緒だ。

　カインの衣装にサラもレイネもうっとりとしている。

「カインくん！　私も一緒に婚約する！」

　いきなり爆弾発言をするレイネにサラのゲンコツが降ってきた。

「あなたは、姉でしょう。何言っているの」

　頭を痛そうに抑えたレイネが涙目になりながらも反論する。
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「だって、今日のカインくん可愛いんだもん！」

「まぁ、それは言えているわね……」

　二人で納得している横でガルムは苦笑しながらも、カインの姿をみて満足そうに頷いた。

「カイン、ここまで見違えるとはな。どこに出しても問題ない出来栄えだ。私も満足だよ」

　その後、家族だけで少しの間雑談をした。

　久々の家族だけの時間に、話は盛り上がり時間が過ぎていく。

　どれだけ話しただろうか、部屋がノックされ、メイドが迎えにきた。

　ガルムたちは先に会場で待つことになっており、席を立ち、部屋を出ることになった。

「カインくん、楽しみにしているね！」

　笑顔で手を振り、レイネが最後に部屋を出て行った。

　部屋で一人になったカインは大きなため息をついた。

「まさかこの歳で婚約者が決まるなんてな……。前世じゃ想像つかないや……。――二人はどうしているかな……」

　脳裏に浮かんだ、沙織と愛美の顔を思い出しながら紅茶に口をつけた。

「カイン様、そろそろ始まります」

　呼びに来たメイドに促されるようにカインは席を立つ。

「わかった。今いくよ」

　メイドにホールへと案内され、扉の前に立った。

「扉が開かれたらお進みください」

　扉の横で控えている執事から声がかかる。




　そして時がきた。

　ホールの中から聞こえる音楽に合わせて扉が開かれた。

　一直線に玉座まで通路が空いており、両側には貴族当主やその家族たちがテーブルを囲みながら、カインに視線を向ける。

　百を優に超える視線が突き刺さる中、カインは一呼吸置いてから進み始めた。

　堂々と進むその姿は様になっており、カインと歳の近い令嬢はうっとりとその姿に見惚れていた。

　カインは緊張しながらも一歩一歩前へと進み、国王の隣に立った。

　一段高い場所から参加している貴族たちの顔を見渡すと、ガルムやレーサン公爵を含め上級貴族が玉座に近いところにおり、その次に下級貴族へと移っていく。

　カインの姿を確認し、頷いた国王は参加している貴族たちに向けて口を開く。

「紹介しよう、テレスティアと今回婚姻を結ぶことになったカイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵だ。歳は若いが武に関しても、この国の近衛騎士団長よりも強い。そして内政についても話を聞いているであろう。あのドリントルを立て直し、今では大都市と言われるほどに発展しておる」

　その後も少しの間、国王からの説明が続けられた。カインはその説明に照れくささを感じながらも表情を崩さないように気を引き締めて聞いていた。

　そして国王の言葉は続いていく。

「今回は、このお披露目にマリンフォード教国より聖女様もおられ、この場に立ち会ってもらっておる」

　王族が並んだ席の隣にヒナタも座っており、国王の言葉に一度立ち上がり軽く頭を下げた。

　金糸の刺繍が施された真っ白なローブに身を包み、優雅に立ち上がり礼をするその姿は聖女と言われるに値する。

　その姿に貴族たちからは羨望の声があがる。

　そしていよいよ婚約者たちの入場となった。

「今回、このカイン伯爵には婚約者が三人おる。紹介しよう！　入って参れ」

　国王の言葉で、緩やかな音楽が再開され、そのあとにまた扉が開かれた。

　開かれた扉の奥には、三人が横並びに立っていた。

　テレスティアは薄い緑色のドレス、シルクは薄い桃色のドレス、ティファーナは――騎士服だった。それでもいつも着ている物とは違い豪華に彩られた騎士服ではあったが。

　三人はゆっくりと玉座に向かって歩幅を合わせて進みだした。

　その姿は三人ともとても綺麗で、周りで見惚れている貴族たちと一緒にカインも同じ表情をしていた。

　そんなカインを国王が後ろから少し押した。

「三人を迎えてやれ」

　国王の言葉に頷いたカインは、一歩前に出て三人が来るのを待った。

　ゆっくりと進んできた三人はカインの前に立つと、軽く腰を落とし挨拶をし、そのままカインの横に並んだ。

「それでは紹介しよう、我が娘、三女テレスティアだ。そしてサンタナ公爵家次女、シルク嬢。最後にリーベルト公爵家長女ティファーナ名誉子爵じゃ」

　王家だけでなく、公爵家から二人も婚約者になるのだ。普通ではありえない。しかも三人とも誰もが羨むほどの美女なのだ。

　参列した貴族の子息たちにとっては嫉妬しか芽生えない。




　紹介と共に起きる盛大な拍手を合図に婚約披露パーティーが始まった。

　乾杯の挨拶が終わりホールには再び音楽が流れる。

　カインの婚約者たち三人の前に、次々と貴族たちが挨拶のために並び始める。

　横目で婚約者三人を見るが、薄っすらと化粧をしており、見慣れているカインでも見惚れるほど綺麗だった。

「カイン君、うちのシルクを頼んだよ。まぁ何があっても大丈夫だと思うけど。それと――」

　エリック公爵はカインに顔を寄せ小声で話す。

「……子供をつくるのは成人してからね？」

「ちょっ!!」
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「もう！　お父様ったら!!」

　隣にいたシルクにも聞こえていたようで、顔を真っ赤にさせて反論をする。

　テレスティアも聞こえていたようで、妄想をしているのだろうか、少し上を眺めながらも顔を赤くし、両手で頬を押さえている。

　レーサン公爵も笑顔で「また模擬戦しような！　ティファーナを頼んだぞ」と一言だけ告げ離れて行った。その後も上級貴族と言われる当主やその家族から祝福の言葉が次々と放たれていく。

　そして見覚えのあるコルジーノ侯爵が息子のハビットを連れて挨拶にきた。

　コルジーノ侯爵は少し不機嫌そうな顔をしながらも、カインに祝福の言葉を告げる。隣にいたハビットは終始無言で不機嫌そうだった。十歳のお披露目の時から何かとシルクに色気を出していたのが、カインに横から取られたと思っているのであろう。しかも同じく美女であるテレスティア王女まで婚約者としているのだ。嫉妬しないはずはない。

　但し、相手は同じ年とはいえ、上級貴族の伯爵家当主になる。文句を言えるはずもなかった。

　恨めしそうに去っていく二人をよそに、次々と挨拶に来る貴族たちと言葉を交わしていく。

　そして終始笑顔のガルムとサラが、少しだけ不機嫌そうな顔をしたレイネを連れて挨拶にきた。

「カイン、婚約したといってもまだ成人もしていない。わかっているよな？」

「カイン、早く可愛い子供見せてね！」

　正反対の事を言う二人にカインは苦笑する。

「テレスティア王女殿下、シルク嬢、ティファーナ卿、カインの事、頼みました」

　ガルムが三人に向かって軽く頭を下げる。

　その姿に三人が驚き、返事していく。

「カイン様のために私たち三人で一緒に頑張っていきます」

「みんな一緒だから楽しくやっていきます」

「強い子を産みます」

　ティファーナだけ言葉に問題があったが流しながらもカインは頷いた。

「レイネお姉様、これからよろしくお願いします」

「レイネお姉様、仲良くしてください」

　テレスティアとシルクのその言葉でレイネの表情が緩んでいく。

「――おねえさま……おねえさま……うふふっ。えぇ！　もちろんよ！　姉として仲良くしましょう！」

　今まで妹がいなかったレイネは『お姉様』という言葉に、満面の笑みを浮かべる。

　機嫌が良くなったレイネを連れて、ガルムとサラは次の人のためにそのまま横にずれていった。

　その後も上級貴族たちの挨拶が数組続き、上級貴族の挨拶が終わると、次は子爵以下の下級貴族の番となる。

　筋肉で盛り上がった貴族服を着て、豪快な笑顔を見せながらトリス子爵がカインの前に立つ。

　トリス子爵はグラシア領にあるラメスタの砦の街を守っており、グラシア領で行われた五歳のお披露目の時にも顔を合わせていた。

「カイン卿、この度はおめでとうございます。まさかあの小さかった子がここまで立派になるとは。うちの兵士たちもきっと喜びます」

　笑顔で話すトリスだったが、やはり伯爵となったカインには言葉を選びながらの挨拶だった。

「そんなトリス子爵、昔のようにしてくださいよ」

　カインはそう言うが、トリス子爵は首を横に振る。

「さすがにそうもいかないのだ。カイン卿はすでに上級貴族になられておる。個人的に会う時ならまだしも、こうした公式の場所では気を付けないと周りもうるさいからな」

　トリス子爵の説明にカインも渋々ながら頷いた。

「またグラシア領で話しましょう」

　カインの言葉にトリス子爵は笑顔でうなずき、会談する集団へと消えていった。

　何人かと順に挨拶をしていると、王城の入り口で会ったラングドシャ子爵の番となった。

「シルフォード伯爵、昼間は申し訳なかった。久々に王都にきたので舞い上がっていたみたいだ」

　素直に頭を下げるラングドシャ子爵に好感を持ったカインは笑顔で返事をする。

「気にしないでください。改めてよろしくお願いしますね」

　カインの言葉に頭を上げたラングドシャ子爵は頬を緩ませ、カインと握手をした。

　ラングドシャ子爵との話が終わると次に待っていたのは、サラの父親でもあるサントス子爵だった。

「カイン卿、久々であるな。本日は本当にめでたいな。まさか伯爵まで陞爵されるとは……。しかも王女殿下にシルク嬢まで。さらにティファーナ殿と、これは……先が思いやられるな。まぁさすがわしの孫じゃ」

　まだ近くにいたラングドシャ子爵も〝孫〟という言葉に反応して戻ってきた。

「カイン卿、サントス卿が孫と言われたようだが……」

　ラングドシャ子爵の言葉にカインが返答する前にサントス子爵が口を開く。

「ラングドシャ卿、そうじゃ、わしの孫でもある。わしの娘がガルム辺境伯に嫁いでおったのでな」

　ご機嫌そうに話すサントス子爵に、ラングドシャ子爵も驚く。

「まさか、そうなのですか……。サントス卿にはお世話になっているのです。そんな繋がりがあったとは……」

「まぁ、ここで話をしていたら、他の者が挨拶出来ぬであろう。あちらで話そうではないか。ではカイン卿また」

　二人が去ったその後も、貴族たちと挨拶を続けていき、一時間以上も挨拶をしていたことにカインはどっと疲れ果てた。

　テレスティアとシルクはすでにテーブルで年が近い学友たちと話に花を咲かせている。

　ティファーナも、筋骨隆々の武官たちに囲まれて話が盛り上がっていた。

　時より剣を持った構えをしているのは、脳筋気味なところがあるから仕方ないことだろう。

　メイドからドリンクをもらい、ようやく落ち着いたときにはパーティーも終盤に差し掛かっており、最後に聖女から祝福の言葉を貰い、国王の言葉で締めることになっていた。

「あともうちょっとか……」

　ヒナタを眺めたが、国王たちと同じテーブルを囲んでおり、王族からの言葉に無表情ながらも頷いていた。




　そしてパーティーも終盤に差しかかった。

　音楽が止まり静かになったホールで国王が立ち、皆を見渡す。

「楽しい時間であったが、そろそろ時間になる。最後に聖女殿から言葉をいただきたいと思う。聖女殿よろしく頼む」

　国王の言葉に立ち上がったヒナタが国王の横に立った。

　心なしかヒナタの顔が赤い気がしたカインは、ヒナタが座っていたテーブルを見ると、そこには途中まで飲んだと思えるワイングラスがあった。

「……もしかして……」

　少し不安になったカインはヒナタの顔を見ると視線があった。ヒナタは少し赤みをさした顔でにっこりと微笑む。

「今日はお招き頂きありがとうございます。こうしてシルフォード伯爵、テレスティア王女殿下、シルク様、ティファーナ様とこの度婚約されたことを七柱の代わりに聖女として祝福いたします。そして――」

　その後もヒナタからは、聖女として神の崇める言葉が続けられた。

「――最後に、昨日、教会にて祈りを捧げていると神託を受けました。その言葉を――これから話します」

『神託』と聞いて驚かない貴族たちはいなかった。盛大な拍手と声援がヒナタに向けられることになった。

　もちろん国王を始め上級貴族や、このエスフォート王国を管理している司教ですら『神託』と聞き目を見開き驚いたのだ。

「神からの神託をそのままこの場にて伝えたいと思います」

　ヒナタは堂々と一段高い場所からホールにいた貴族たちを一望した。

　そして最後にカインに視線を合わせ、再度悪戯っぽく微笑んだ。

（何か嫌な予感がする……。あの神様たち、変なこと言ってなければいいんだけど……）

　その笑顔に不安を感じたカインは顔を引きつらせる。

「神は神託でこう仰りました。『ヒナタよ、あなたはカイン・フォン・シルフォード・ドリントルの妻となりこれから先、夫となるカイン・フォン・シルフォード・ドリントルを今いる婚約者たちと一緒に支えなさい』。これが神からの言葉になります」




「「「「「「「「「「「…………」」」」」」」」」」」




　誰一人ヒナタからの神託を聞き言葉を発することはなかった。

　ここにいる誰もがその衝撃的な神託に顔を引きつらせている。

　もちろん神々の顔を知っているカインが一番酷い顔をしていた。してやったりとした顔をしたヒナタが言葉を続けた。

「わたしも神からいただいた神託に従おうと思います」

　言い切ったヒナタは笑顔で頷く。

　その言葉に国王含めて貴族たちは絶句である。

　もちろんカインも神託の中身に茫然とした。

　王家や公爵家の娘が婚約した男にさらに聖女まで加わると言うのだ。

　そんなに簡単に認められることではない。聖女といえば、この世界の教えであるマリンフォード教の神の次に讃えられている人なのである。

「せ、聖女殿……。それは余りにも無理が……」

　ようやく言葉を発した国王にヒナタが追い打ちをかける。

「神託です。……それに従わないと？」

「――――そ、それは……」

　爆弾発言の投下が行われ、沈黙となった空気を緩めるようにヒナタは言葉を続けた。

「しかしながら、私はマリンフォード教国の聖女という任があります。いくら神託とはいえ、このままここにいるわけにもいきません。一度教国に戻り、教皇様を含め話し合うまでは保留とさせてください」

　その言葉に国王と国の重鎮たちは胸を撫で下ろす。

「……その通りだな。まずは教国に戻っていただいて十分にだな――」

「もちろん、結果は変えるつもりはございません。――神託ですから」

　国王の言葉を否定するように、ヒナタは言葉を被せてきた。

「……もちろんだ。神託とあればな……」

　カインのことをひと睨みし、渋々ながら国王は頷いた。

　そのまま国王は正面に立ち貴族たちを見渡す。

「聖女殿のことはこれからになる。今日はカイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵と我娘テレスティア、シルク・フォン・サンタナ嬢、ティファーナ・フォン・リーベルト騎士団長の婚約のお披露目だからな。主役たちを差し置く訳にはいかない。最後にシルフォード伯爵から言葉をもらおう」

　国王の言葉にカインは席を立ち、国王の横へと歩み寄る。

　カインに集まる視線の元には、素直に祝福する者や嫉妬に満ちた顔をしている者もいる。

　先ほどの聖女の爆弾発言を聞けば誰でもそう思うだろう。

　参列した貴族たちは、テーブルを囲みながら視線を一段高い場所に立つカインへと注いだ。

「今日は、婚約のお披露目にお集まりいただきありがとうございます。こうして伯爵の位を拝命してはおりますが、見ての通り若輩者でございます。これまでこのエスフォート王国を盛り上げてきた皆さまを見習いながらこれからも精進し、三人の婚約者とともに王国のために尽くしていきたいと存じます」

　最後に一礼をすると、参列した貴族たちからは盛大な拍手が起こった。

「それではこれで閉会とする」

　国王の言葉に再度盛大な拍手が起こると、その中を王族から順にホールを退出していく。

　王族が退出した後、聖女が退出し、次にカインも、テレスティア、シルク、ティファーナを伴ってホールを退出した。

　待機室に案内されたカインはソファにどっと座り込んだ。

「はぁ……疲れた……」

　疲れ果てたカインの前には、三人が座る。

　もちろん婚約者である三人だ。

「カイン様、どういうことでしょうか……聖女様までカイン様の妻になると言っていますし」

　口を尖らせたテレスティアがテーブルに身を乗り出すようにカインを責め立てる。

「そんなこと言っても僕は何も知らないし、あの場でいきなり神託の内容を話すなんて思ってもみなかったよ」

　カインは困った顔で返答をするが、テレスティアの怒りは収まっていない。

　隣でシルクは特に気にした様子もなく、ティファーナと紅茶を飲みながら雑談に花を咲かせている。

「もう、これ以上は増やさないでください。本当に成人するまでに何人になるのか……」

　項垂れるテレスティアをフォローするように、シルクが会話に入ってきた。

「テレス、今回は仕方ないよ。聖女様だって神託と言われたら仕方ないと思うし。でも聖女様も年が近いし、楽しいと思うよ？」

「私も何人妻がいようが構わないぞ。カインと模擬戦できれば愛し合えれば」

　緩いシルクと動じないティファーナの言葉にテレスティアは肩の力を抜きため息をつく。

「わかりました。将来妻として皆と一緒に支えられるようにいたします」

「うん、そうそう！　テレスがんばろうね！」

　シルクの笑顔に釣られてテレスティアも笑顔になる。

　その顔を見てようやくカインも肩の力を抜いてほっとした。

　こうして婚約のお披露目は無事に終わりを迎えるのであった。




　パーティーが終わり、お披露目に参列した貴族たちも各々の屋敷に戻っていく。

　その中でとある執務室では一人頭を抱えている男がいた。

「まったく……次は聖女様だと……カインめ、私にこれ以上の心労を与えたいのか！」

　次から次へと問題を起こすカインに、疲れ果てた表情をしたガルムにセバスがそっと紅茶を差し出す。

「ガルム様、紅茶を飲んで少し落ち着いてはいかがですか」

　目の前に出されたカップを手に取り紅茶を一口飲み、ふぅーっとため息をつく。

「落ち着かれましたか、それにしてもカイン様は聖女様までも……。ふふっ。これはシルフォード家にとってはめでたいことですね」

　ガルムの心労を余所にセバスは満足そうな顔をしている。小さいころからカインを知っているセバスにとっては、カインは目に入れても痛くないほど可愛いのだ。しかも自分の甥のコランを執事として置いてもらっている。

　そんなカインが幼いながらも伯爵まで上り詰め、ましてや王女殿下、公爵令嬢、そして聖女までがカインの妻になろうとしている。

　仕えている執事として最高の誉れであろう。

　そんな気持ちを表に出さないセバスに、ガルムは愚痴りながら時間は過ぎていった。
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　お披露目会を終えた翌日、王城からの呼び出しのため、急遽王城へとカインは向かうことになった。従者の案内の下、いつもの応接室へと案内される。

　応接室に入るとすでに国王はじめ、エリック公爵、マグナ宰相、そしてヒナタが席に座っていた。

「お待たせしてすみません」

　すでにいる国王たちにカインは頭を下げるが、国王は気にした様子もなく、席に座るように促した。

　カインが席に座ると、国王が口を開く。

「実はなカイン。聖女殿が迎えが来るまでの時間、王都だけでなく、王国内の街の一つを視察したいとのことだ。襲撃事件もあったから断ったのだが、あくまで気持ちは変わらぬらしい。それでな――」

　王都から二日程度で行くことが出来る街はいくつかある。ドリントルもその一つだ。

「えぇ、カイン様が治めているドリントルにお伺いしたいと思っております」

　ヒナタは笑みを浮かべそういうが、国王は苦笑しマグナが代わりに説明を始めた。

「いくつか候補がある領主には打診したのだがな、聖女殿はドリントルと言うが、コルジーノ侯爵が『ぜひ我が街へ』と言って聞かんのだ」

　コルジーノ侯爵らしいな、とカインは苦笑しながらも頷いた。

「安心せい。どっちにしても行くのはドリントルになるから用意しておけよ」

　国王の言葉にカインは渋々ながらも頷いた。

「では、コルジーノを呼べ。わしから伝える」

　国王の言葉にマグナ宰相が頷き、手元にある鈴を鳴らす。程なくして扉がノックされ一人の従者が入室してきた。

「コルジーノ侯爵を呼んでもらえるか」

　従者はすぐにコルジーノ侯爵を呼びに行くために退出していった。

　そして程なくして扉がノックされコルジーノ侯爵が入室してきた。

「陛下、お呼びとのことで……おぉ、聖女様もご一緒でしたか」

　コルジーノ侯爵は指示された席へとどかっと座る。

　しかし、カインが同席していることがわかると、眉間にしわを寄せる。

「聖女殿の視察先だがな、シルフォード卿のドリントルにすることにした」

　淡々と説明する国王に、コルジーノは苛立ちながらも了承して退出していった。

　最後までカインのことを睨みつけながら……。

　コルジーノ侯爵がいなくなって、国王はふぅと息を吐く。

「……とりあえずこれで良かろう。それにしてもカインは相変わらずコルジーノに嫌われておるな」

　ゲラゲラと笑いながら言う国王にカインは苦笑する。

　王都に来てから叙爵のお披露目会を含め、カインにとっては毎回絡んでくる面倒な相手だった。

　しかし、カインは同じ上級貴族とはいえ新米伯爵であり、コルジーノは上級貴族の侯爵である。表立って口答えなどできるわけもない。

　出立は明日になることを伝えられたカインは王城を出て屋敷へと戻る。

　本当なら急に言われて対応などできないのが普通であるが、国王たちはカインが転移魔法でドリントルと王都を行き来しているのを知っていた。

　さすがに聖女を連れておおっぴらに転移するわけにもいかないので、カインと馬車での移動となる。

　屋敷に戻ったカインはコランとシルビアにドリントルへ行くと伝え転移した。

　執務室に転移すると、さっそく扉がノックされダルメシアが部屋に入ってきた。

「カイン様、本日は戻る予定ではなかったかと……」

「ダルメシア、実は……聖女様が街の視察でドリントルに来ることになったんだ」

「それはそれは……。アレク様や従者たちにも伝えておかないといけませんね」

「うん、さっそくだけどアレク兄様はいるかな？　先に話しておかないと……」

「アレク様なら執務室におられます。向かいましょうか」

「そうだね」

　二人はカインの執務室を後にし、アレクのいる部屋へと向かった。

　部屋に入ると山になっている書類に目を通し、次々と決済を進めているところだった。

「……うん？　カインか、どうした？」

　決済を済ませた書類を整理して、席を立ちカインの座るソファの対面に腰かけた。

　ダルメシアは部屋の隅で紅茶の準備を始めており、すぐに二人の目の前にカップが置かれ紅茶が注がれていく。

「うん、実はね。聖女様が今王都にきているんだけど、街の視察がしたいとのことで……ドリントルに決まった……」

「…………」

　アレクはカインの言葉に無言で額に手を当て、天を見上げる。

「……カイン、婚約お披露目の件はすでに国中に広まっている。王女殿下や、シルク嬢、そしてティファーナ卿との婚約発表で聖女様が発言されたこともな……。まだ噂話でしかなかったが、これで聖女様がドリントルに来てしまったら誰もが確信してしまうぞ」

　カインもその言葉に失敗したという表情を見せたが、すでに国王の承認もあり覆ることもないことをアレクに伝えた。

「もう決まったことだしな。わかった。準備の方は僕の方でしておくよ」

「アレク兄様、よろしくお願いします」

　カインは頭を下げるが、アレクは手を振って制す。

「カイン、兄弟とはいえ、君はすでに上級貴族である伯爵当主なんだ。僕は代官、カインのお陰で男爵に叙爵してもらうことができたが、逆に僕はカインには頭が上がらないんだよ。だからそんな簡単に頭を下げたら駄目だ」

「……はい、わかりました」

　カインの言葉に満足そうな表情をしてアレクは頷く。

　二人で打ち合わせを済ませた後、挨拶をしてから王都へとカインは転移した。

　同じようにコランとシルビアにも説明したが、二人は絶句する。

　カインが男爵に叙爵された時に仕えることになった二人は、あっという間に伯爵にまでなったことを名誉に感じていたが、それに加えて聖女の相手までできるとあっては光栄以外の何物でもなかった。

　二人には馬車で同行してもらい、聖女の世話係をしてもらうことをお願いしてカインは寝室に入る。




　次の日の朝。

　カインは馬車で王城へと向かう。

　聖女は自分の馬車に乗る予定だが、同乗するつもりで王城に向かうのは駄目だとコランから止められた。

　あくまで聖女からお誘いがあった場合のみ同乗するようにカインは念押しされた。

　王城の入り口には聖女がエスフォート王国にくる為に乗ってきた馬車と、すでに準備を終えた近衛騎士団が待機していた。

　その護衛の一人とカインの視線が交差すると、近衛騎士はにやりと笑う。

「おぉ、カイン卿。今回ドリントルまで護衛することになったからな」

　ガハハと笑いながら挨拶をするのは、近衛騎士団副団長でもあるダイムだった。

「ダイムさんが今回の護衛を……？」

　カインの言葉に笑みを浮かべて頷く。

「カイン卿がいれば実力的には問題ないが、対外的に聖女様をそのまま行かせる訳にもいかないからな」

　正直、魔法でパッとドリントルに転移することはできる。

　しかしながら、王城から門にかけてすでに王国の住民が聖女を見ようと列をつくって待っている状態である。

　堂々と城を出る必要があったために、緊急事態以外は使用禁止を前日に国王から念押しされていた。

　ダイムとカインが雑談をしていると、王城の扉がゆっくりと開かれていく。

「ほら、カイン卿。聖女様のおでましだぞ」

　ダイムの言葉に頷き、姿勢を正し近衛騎士たちと整列した。

　ヒナタはエスフォート王国へ来た時と同様に、金糸で彩られた真っ白なローブを身に纏い、凛とした態度でゆっくりと階段を下りていく。

　カインはヒナタの乗る馬車の扉を開き、その横に立った。

「聖女様、お手を」

　そっと出した手にヒナタは頬を緩ませて手を乗せる。

　そして優雅に馬車へと乗り込んだ。そして扉を閉めようとすると、ヒナタから声がかかる。

「カイン様、一緒に乗ってくれないんでしょうか……？」

「私も馬車で来ているので……。しかしご希望とあらば……」

「えぇ、もちろんカイン様には同乗していただきたく。その方が安心できますから」

「……では」

　カインはふと、見送りのほうへ視線を送ると、額に青筋を立てて不機嫌そうにしているテレスティアが目に入る。

（あれは本格的に不機嫌だな……見なかったことにしよう）

　カインは見送りのために並んでいる国王たちに一礼し、馬車へと乗り込んだ。




　馬車は出発し、門へと向かうが街には見送りに訪れた住民の歓声が響く。

「それにしてもすごい人気だね……」

「カイン様の本当の姿を知れば、皆さんはきっと同じことをすると思いますよ」

　カインが神の使徒だと知っているヒナタは笑みを浮かべそう言う。

　正直目立ちたくないカインにとっては苦笑しかできなかった。




　王都を通り抜け、ドリントルへと向かう道中は何事もなかった。

　二日後、無事にドリントルの街の門が見えてくる。

「ヒナタ、あれがドリントルだよ」

「本当に立派な街……というか、あの壁は立派すぎる気がするのですが。教国でも首都以外であそこまで立派な壁に囲まれた街などないですよ」

　勢いあまって造ってしまっただけに、カインは頬をかく。

　先頭を進んでいた近衛騎士団が、先行して門兵に伝えていたことで、すでに門は全開に開かれて衛兵たちが整列していた。

　その中を進んで街へ入ると、住民たちの歓迎の声援が響き渡る。

　聖女の馬車は特別製であり、窓が大きく作られており、住民に手を振ることができる仕様になっている。

　そして、同乗しているカインも同様に街の住民から見られることになる。

　住民たちの歓声にヒナタは聖女らしい笑みを浮かべ、手を振っていく。

　カインも、何もしないわけにもいかず、同じように反対側に向かって手を振った。

　住民の中には領主であるカインの事を見たことがない者も多い。初めて見る住民たちは美少年であるカインにも大きな声援を送る。

　しかし、カインのことを「冒険者のカイン」として知っている者も少なくない。

　そして冒険者ギルドの前を通った時だった。

　冒険者ギルドにいた冒険者や、ギルドの職員なども聖女を見るために沿道に並んで手を振る。

　しかし、馬車に同乗しているのは、聖女と、いつもギルドに顔を出す冒険者――カインである。

　カインが領主である事を知っている者は、素直に笑みを浮かべ手を振るが、知らない者も多数であった。

　ほとんどの冒険者は振っていた手がカインを見て止まり、口をパクパクとさせ驚きの表情をする。

　その中には顔を青ざめさせている者までいた。まだ少年でギルドから贔屓されているのを邪険に思っている冒険者も少なからずいたからだ。

　カインも手を振りながら見知った顔を見て流石に顔をひきつらせる。

　ギルドマスターであるリキセツやレティアもギルドの前で手を振っており、カインは思わず苦笑する。しかもリキセツは大きなタオルを振りまわしており、あからさまに目立つ。

（これ、確実にギルドに顔を出し辛くなるパターンだ）

　早くこの場所から逃げたい気持ちを抑えながらも、領主としての役目を果たすために、領主邸に到着するまで手を振るのを休めることはなかった。

　横目でヒナタを見るが特に気にした様子もなく、住民に対し笑顔で手を振っていた。

（やはり聖女と呼ばれているだけのことはあるよな……本当に様になっている）

　領主邸に到着すると、カインはげっそりとした表情をしながら馬車を降りる。

　そして、ヒナタが馬車を降りるために手を貸す。

「カイン様、ありがとうございます」

　優雅に馬車から降りたヒナタはカインに満面の笑みを見せた。

　屋敷の前にはすでに従者たちが一同に並びカインたちの到着を待っていた。

「ようこそいらっしゃいました、聖女様」

　アレクの言葉に一同が頭を下げる。

　ヒナタは従者たち全員に視線を送り、そして深々と頭を下げる。

「この度は私のわがままにお付き合いくださり、申し訳ございません。数日ではありますが皆様のお世話になります」

　その仕草は誰もが見惚れるほどである。

「さぁ、部屋に案内します。長旅でお疲れでしょう」

　カインはヒナタを屋敷へと誘導していく。

「聖女様、お部屋にご案内いたします」

　メイド服姿のローラがヒナタを部屋まで案内する。

　カインは一度ヒナタと別れ自分の執務室へといくと、疲れ果てたようにどっしりとソファに座った。

「住民があんなにいるとは思わなかったよ……」

　目の前に置かれた紅茶を一口飲み、カインはため息をつく。

「それは仕方ないだろう。聖女様がマリンフォード教国から出るのも初めてなんだ。しかもこの街に来ると聞けば誰でもそう思うだろう」

　アレクは笑いながらカインの向かいに座る。

「それにしても冒険者ギルドの前を通ったのは失敗だったよ……。冒険者がみんな外に出ていて、確実に顔が割れたかも」

　知っている者は知っているが、基本的に冒険者をしている時は領主の身分を隠して動いている。

　それが今回の件で、街に残っていた冒険者たちが総出で聖女の歓迎をしたのだ。

　ほとんどの冒険者たちにカインが領主であることがバレてしまった。

「うん、それは仕方ないね。カインには冒険者よりも領主としての仕事をしてもらわないといけないし」

　アレクは特に悪びれた様子もなくそう答える。

　ドリントルの経済発展はどの街よりも早い。ルーラがアレクのサポートをすることで、どの街よりも近代的なインフラ整備が行われている。

　街の中は道が広く確保され、商業地域や鍛治などの製造地域、住宅地域を区画分けしたお陰で住民にも喜ばれた。

　カインが冒険者として稼いできた資金や、サラカーン商会と組んで稼いだ資金が次々と注ぎ込まれている関係で、公共的な工事も多く、住民の仕事はなくなることはない。木材に関してもダルメシアが従えている魔物を駆使し、集めてくることで材料費の圧縮がされており、その分人件費に振り分けられている。

　お陰で住民の流出はなく、他の街からの流入が止まることはなかった。

　住民が一気に増えれば街が荒れることも想定できたが、先行して衛兵を多く雇い、ダルメシアが裏から監視をすることで、ドリントルの街は安全であり、住民たちからの評判も良かった。

　しかも、他の街よりも税金まで安いのだ。商会も次々と進出し、街の発展に寄与していた。

　もちろん、サラカーン商会はカインが子爵に就任し、ドリントルを治めることに決まった際に、すぐにドリントルに支店を出す動きをしていた。




「それで、視察ってこのドリントル街のどこを案内すればいいんだろう……」

　カインの問いに、アレクも腕を組み悩み始める。

　予定では三日間滞在することになっている。

　二人で悩んでいると、ダルメシアがそっと助言をする。

「聖女様は神から聖女としての称号をいただいてから、ずっと教会で育ったと聞いております。王都でも炊き出しをされたとか。街に普通に出たいのだと思われます。自然体でやってみたらいかがでしょう」

「うん、それがいいかもね。明日は街を歩いてみるよ」

「それがよろしいかと」

　明日から街を楽しむことを一番に考え、カインは大きく頷いた。
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「それで、手筈通りになっているのだろうな……」

「えぇ、すでにいくつか手配は済んでおります」

　王都にある貴族街の中、とりわけ大きな屋敷の豪華な部屋でソファに寛ぎながら、コルジーノ侯爵はワインを片手に口を開いた。

　コルジーノ侯爵は、自分の派閥の街へ聖女を案内するつもりであったが、聖女本人の希望もあり、カインが治めるドリントルに決定してしまったため不満を持っていた。

　そして、ドリントルの品位を下げようと裏で画策していた。

　現在ドリントルは著しい発展を遂げたことで、王国内でも人気はうなぎ登りであり、流入する人々で溢れていた。

　重い重税を課せられた街の住民は、その噂からかドリントルに移住する者が後を絶たない。

　特にコルジーノ侯爵の派閥が治める街では、派閥内の資金を納めるために、他の街より税率が高くなっている。

　王国内ではある程度の税率が定められている。

　しかし、街の発展の為に使えるように、多少の上下は認められている。コルジーノはそれを利用し、最大限まで税率が上げられており、逆にカインの治めるドリントルでは最大限まで引き下げが行われていた。その差額は倍になるほどであった。

　だからこそコルジーノ侯爵は聖女を街に招待し、流出の止まらない街の人気をあげようとしていた。

「シルフォードの小僧め。次から次へとわしの邪魔をしおって……」

「コルジーノ様、ドリントルには闇ギルドを含め、素行の悪い冒険者などを向かわせておりますので、すぐに何かしら動きはあるかと……。シルフォードの泣きっ面が目の前で見たいくらいですな」

　取り巻きの子爵がそう言うと、コルジーノ侯爵は笑みを浮かべ、機嫌が良さそうにワインを口へと運ぶ。

「フッフッフ、確かにな。あの小僧が失敗し、陛下へ謝罪するところだけで我慢するとしようか。やはりわしの選んだ街のほうが良かったと、陛下にも言わせてみせるかの」

　薄気味悪く笑うコルジーノ侯爵たちであったが、ここにいるメンバーはドリントルのことを良く知らない。

　ドリントルにはいたるところに監視の『目』があるのだ。人ではない――――蟲の目。

　ダルメシアが自分の能力を最大限に使い、ドリントルの治安の維持に務めている。だからこそ犯罪が未然に防げ、そして何かあったとしても瞬時に対応できる体制が出来ていた。

　もちろん、コルジーノ侯爵配下の子爵が手配した柄の悪い冒険者や闇ギルドのメンバーが、すでにダルメシアに監視されているなど、知る由もなかった。
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　ドリントルの領主邸のホールでは、ヒナタの歓迎をするために色とりどりの料理が並べられていた。上座中央に二つの席が並べられ、カインとヒナタが座り、その周りをアレクや招待した街の有力者たちが囲むように座っていた。

　カインは代表して席を立ち乾杯の挨拶をする。

「それでは聖女ヒナタ様がこのドリントルに来られたことを歓迎し、乾杯したいと思います。乾杯！」

「「「「「乾杯」」」」」

　カインやヒナタといった未成年者には果汁ジュースであるが、取り寄せた秘蔵のワインなどが有力者たちに振る舞われていた。

　ヒナタはテーブルに置かれたガラス製のグラスなどに夢中だ。

「カイン様、このグラス……。とても綺麗ですね」

　手にグラスを持ち、光を当てながらその美しさにうっとりとする。

　食事が切り分けられ、そこからナイフとフォークで一口サイズにして口へ運んだヒナタはその味に目を見開く。

「とても美味しいです」

　このドリントルの屋敷では、前世の日本でのメニューが取り入れられている。それは街の住民にも簡単なレシピを広めており、食生活でも他の街とは群を抜いていた。

　特にハンバーグなどのレシピは大変喜ばれ、専門店も開くほどに好評であった。

　今回の視察において、ヒナタのしたい事を手助けするつもりで、ヒナタの希望を聞いた。

「出来れば、明日も王都と同じように炊き出しを出来ればと……」

　ヒナタはそう言うが、カインは首を横に振った。

　そしてカインの代わりにアレクが街の説明を始めた。

「聖女様、このドリントルにはスラム街はないのです。仕事は山のようにあり、誰もが職につき、怪我や病気で働けない者は街で面倒をみているので、食に困っている者はいないのです」

　カインがドリントルを治めた当時は、スラム街に闇ギルドなど色々とあったが、区画整理を行い、住宅を宛てがい、職を斡旋することにより、生活水準は格段と上がっていた。

　アレクの説明にヒナタは満面の笑みを浮かべる。

「それは素晴らしいことです。王都でも、いえ、教国の首都でも少なからずスラム街などはありました。ドリントルは本当にカイン様が住民の方々のことを考えられているのですね」

「それで、明日は街の視察というか、変装をして街を歩こうと思うんですが、どうかな？」

　カインの言葉に、ヒナタは目を見開いた。

　もし教国からの護衛が聞いたら激怒しそうな内容である。もちろん今回護衛についている近衛騎士たちに聞こえないように話した。

　ヒナタは聖女として称号を授かってからは教会本部で育ち、住民と同じような生活をしたことはない。カインからの提案はヒナタにとって心を躍らせた。

「ぜ、是非。私も皆さんのように街を歩いてみたいですっ」

「少しだけ変装してもらわないといけないけど、服はこちらで用意しておくね」

　カインの言葉にヒナタは満面の笑みを浮かべ大きく頷いた。

　和やかな食事も終わり、ヒナタは部屋へと戻り、カインはアレク、ダルメシアとともに執務室で打ち合わせを始めた。

「明日、街を歩くのに何か問題がありそう？」

　カインの言葉にダルメシアが説明を始める。

「カイン様、最近、柄の悪いのがドリントルへと入っております。他の街からの闇ギルドメンバーかと。それと冒険者の中にもいますね。もちろん監視はつけておりますので、いつでも捕縛できるようにはしております」

　ダルメシアの説明に、カインとアレクは大きく頷く。

「カイン、君がいればきっと大丈夫だと思うけど、本当に気をつけてくれ。聖女様に何かあったら、この街は――一気に崩壊する」

　アレクの真剣な眼差しにカインは頷いた。




　次の日。

　ホールでは白いワンピースに麦わら帽子を被り、笑顔のヒナタがルーラと話していた。

　ルーラは転生者であり、聖女と物怖じせずに話している。

「聖女様、お似合いですよ」

「教会で用意されたローブばかりで、こういった服を着るのは初めてです。聖女になる前は農家だったので……」

　すでに朝食は済ませ、これからカインとともに街へと出かける予定となっている。

　遅れること数分、平服を身に纏ったカインも下りてきた。

「お待たせしちゃって……」

　カインの言葉はそこで止まった。

　カインの視線の先には着替えたヒナタが笑顔で待っている。

　その美しさにカインは見惚れてしまった。ローブ姿の聖女としてのヒナタではなく、一人の少女として。

　言葉が止まったことに、ヒナタは不思議そうに首を少し傾げる。

　その仕草もまたカインの心をくすぐる。

「……カイン様、何か言ってあげないと」

　ルーラの言葉でカインはハッと我に返る。

「……ヒナタ様、とても似合っています。思わず見惚れてしまいました」

　カインの言葉にヒナタは頬を染め、恥ずかしそうに後ろを向いて顔を隠した。

　そんな姿もまたカインにとっては新鮮なものであった。




　カインとヒナタの二人は、馬車に乗らずゆっくりと街並みを歩いて行く。

　朝から街は人で溢れ、店頭では呼び込みをする店員が声を張り上げている。

　ヒナタは目にするもの全てを珍しそうにあちこちの店を覗き込む。

　平服でいる二人に街の住民は、昨日馬車に乗っていた聖女と領主だと気づく者はいなかった。

「カイン様、見てください。これも可愛いです」

　雑貨屋で一つの髪留めを手に取り、ヒナタは目を輝かせている。

「お、お嬢ちゃんお目が高いねぇ。それはルネット帝国から取り寄せた物なんだよ。ほら、そこの中央に宝石がついているだろう」

　ヒナタの持っている髪留めは中央に宝石がついていて、周りを花のように彩られた物だった。

「兄ちゃんも今日はデートだろ？　甲斐性見せないとなぁ」

　笑いながら勧めてくる店員に苦笑しながらも、財布の紐を緩める。

「うん、じゃあそれちょうだい」

「さすがっ！　いい彼氏もって幸せだなお嬢ちゃん」

　店員の言葉にヒナタは顔を真っ赤に染める。

「か、か、彼氏っ!?　そんなのでは……」

　頬を紅く染めながら上目遣いで見るヒナタに思わずカインはドキッとする。
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（こ、これは破壊力ある……）

　カインは銀貨を二枚支払いし、そのまま髪留めを受け取る。

「このままつけて行こうか？」

「…………はいっ。つけてもらってもいいですか……？」

　カインは髪留めをヒナタに取り付ける。

「どうです？　似合いますか……？」

「――――うん。とってもよく似合うよ」

　聖女の姿でいる時とまったく違うヒナタの仕草に、カインも顔を紅く染める。

　カインの言葉に満面の笑みを浮かべたヒナタを直視出来ず、カインは視線を逸らす。

「他のところも見に行こうか？」

「はいっ」

　二人はその店を後にし、色々な店を回った。

　しかしそれなりに上等な服を着て、未成年の少年少女が街を歩いていれば、悪い事を考える者もいた。

　街を歩く二人の後ろには、少し柄が悪い冒険者風の男が四人、後を追っていた。

「あのガキども、随分上等な服を着ているよな。せっかくだから受けた依頼をやっちまうか」

「あぁ、そうだな。仕事をするならああいうガキ共に痛い目に遭ってもらわないとな」

「確かに言えてるな」

　四人は黒い笑みを浮かべながら、その時を待つ。

　男たちはコルジーノ派の貴族から、ドリントルの風紀を乱すように依頼を受けて、この街へと入っていた。

　もちろん貴族たちが直接頼むことはない。裏の手を使い、素性がわからないようにしているのは当たり前である。

　怪しい依頼であったが、積まれた金額も多く、柄の悪い男たちにとっては変わらない日常であるため、依頼を受けることにした。

「あの道を曲がったら、ガキどもを掴まえようぜ」

「そうだな……」

　カインたちの後を追い、細い路地へと曲がると――立っていたのは、老齢の執事服姿の男だった。

「何だっ!?　あのガキどもはどこ行った……？」

　執事服を纏った男――ダルメシアは笑みを浮かべる。

「ここはシルフォード伯爵が治める街でございます。失礼ながらあなたたちにはこの街から去っていただきたいと思いまして、こうして参ったわけです」

「ふんっ、爺じじいにそんな事言われる筋合いはないな、なぁ？」

「だな、俺たちは冒険者として自由にこの街に来ているんだ」

　息巻く四人に、ダルメシアは残念そうな表情をして吐息を吐く。

「……それでは仕方ありませんね。では――皆様には退場していただきましょう」

　その言葉と同時に、四人は崩れ落ちた。

　ダルメシアの支配している蟲たちの中に即効性の麻痺毒を持つ蜂がいる。それが四人の装備にわからないように張り付いていた。

　そしてダルメシアの指示によって、男たちの身体へと針を突き刺したのだ。

「さて、この者たちはどうしましょう。放り出してもどこかの街で迷惑を掛けそうですし……。そうですね、やはり冒険者らしく魔物退治をしていただきましょうか」

　意識を失った冒険者たちは影へと沈んでいく。

「街へ帰ってこられても困りますし、装備は必要ありませんね」

　ダルメシアは魔族である。このドリントルに害をなす者たちに容赦をしようとは思ってはいない。影に捕らえられた男たちはそのまま魔物の棲む森奥深くで放置されることとなる。

　――もちろん、武器も装備も持たずに……。




　カインとヒナタは路地を抜け、目的の店へと辿り着いた。

「ここだよ。〝猫の和み亭〟っていうんだけど、本当に美味しいんだ」

「楽しみにしてますねっ」

　二人で扉を開けて店へと入る。まだ昼前ということもあり、そこまで混んではいなかった。

「いらっしゃ――あ、カインお兄ちゃん！　お父さん、カインお兄ちゃんが来たよっ」

　二人を迎えたのはエナクだった。以前起きた襲撃事件で壊された内装は、綺麗に改装されている。

　久しぶりに見るカインにエナクは笑顔を浮かべた。

　エナクの声に中で料理を作っていたダッシュは、すぐに手を止め、勢いよく厨房から出てきた。

「カイン様お久しぶりで――――」

　そこでダッシュの言葉は止まった。

　ダッシュの視線の先は、麦わら帽子を被り、ピンク色の髪をした――ヒナタである。

「も、も、もしかして……」

　動揺するダッシュにカインは口に人差し指をあてる。

「秘密でね」

「は、はいっ！　個室が空いているのでそちらへどうぞ。エナク、案内をしてくれ」

　ダッシュの態度の意味がわかっていないエナクは、不思議に思いながらも二人を個室へと案内する。

　猫の和み亭には元々個室はなかったが、カインが寄ることから、ダルメシアがダッシュの許可を得て新しく造ったのだ。

　二人は六人が座れる席に向かい合って座った。

「カインお兄ちゃんいらっしゃいませ！　今日はシチューがお勧めだよっ」

「ヒナタ、そのメニューでいいかな？」

「えぇ、カイン様と同じもので」

「エナク、シチューを二つと果実ジュースも二つ。お願いね」

「はいっ、お父さんの料理楽しみにしててねっ」

　エナクはお辞儀をして個室から出て行った。

「可愛い子ですね、あの年でお手伝いしているし」

「うん、そうだね。前に色々あって、この街の領主になった頃からの知り合いなんだ」

　二人が街を歩いて見た事などを話し合っていると、すぐに扉がノックされ、お盆にグラスを二つ載せたエナクが入ってきた。

　カインとヒナタの前にグラスを置くと、麦わら帽子を外したヒナタにエナクは声を掛ける。

「お姉ちゃん、すごく綺麗……。きっと聖女様もこんな姿なんだろうなー。お店のお手伝いで昨日街に来た時見られなかったけど……」

　残念そうに言うエナクの言葉にカインは苦笑し、ヒナタは微笑んでエナクの頭を優しく撫でた。

「エナクちゃん、ありがとう。お料理楽しみにしていますね」

　ヒナタの笑みは目の前に座っているカインでも見惚れる程であった。神々しいオーラが見えるのではというレベルである。目の前で微笑まれたエナクも思わず頬を染めた。

「も、もう少しで料理できると思うから、見てくるっ！」

　そう言ってエナクは慌ただしく部屋を出て行った。
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　店内で二人の男が向かい合い小声で話し合っていた。

「……噂通りだな、領主と一緒にいるのは聖女だろう。あの個室なら外からでも襲撃できるな」

「あぁ、そうだな。一度店を出るか。情報を集めるためにこの店に来たが、こんなに簡単に仕事が終わるとは思ってもいなかったな」

　笑みを浮かべた闇ギルドに所属している男二人は会計をし、猫の和み亭を出て裏手に回ろうとする。

　しかしそこにいたのは、またしても――ダルメシアであった。

　裏手にいる執事服のダルメシアに男たちは警戒を強める。

「申し訳ありませんが、ここを通ることは出来ませぬ。お引き取りを」

　優雅に一礼するダルメシアだが、闇ギルドの男たちも〝聖女を暗殺する〟という仕事を請け負っているプロである。そう簡単に引くことはできない。

　ましてや老齢のダルメシアに負けるとは露ほども思っていない。

　男たちは袖からナイフを取りだし、一気に勝負をつけようとダルメシアに襲いかかる。

　――しかし、それは叶わなかった。

　男たちの動きは宙に浮いたまま一気に止まる。

「な、何だ!?　身体がうごかねぇ……」

「俺もだっ！　一体……」

　自分たちの身体が動かないことに驚愕し、ダルメシアに視線を送る。

　笑みを浮かべたダルメシアの肩には――――蜘蛛が現れる。

　男たちはその蜘蛛を見た後、自分たちの身体をよく見ると、そこには細い糸があちこちに絡みついていた。そして視線をカサカサと音の鳴る壁へと送った。

「?!　……そ、そんな馬鹿な……」

　路地の両壁には数え切れない程の蜘蛛が張り付いていた。

　そしてその蜘蛛の視線は、男たち二人へと注がれている。

「あなたたちにもこの街から退場していただかないといけませんね……」

　ダルメシアのその言葉を最後に、男たちの意識は途切れた。
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「カインお兄ちゃんお待たせ」

　料理が載せられたカートを押しながらエナクが部屋へと入ってきた。

　二人の前にシチューの入った器とサラダを置き、中央にパンがいくつも積まれたバケットを置く。

「エナクちゃんありがとう」

「そういえばお姉ちゃんのお名前は……？」

「まだ言ってなかったですね、ヒナタです。よろしく、エナクちゃん」

「ヒナタお姉ちゃんねっ！　ヒナタお姉ちゃんはカインお兄ちゃんの――こいびと？」

　思わずカインは吹き出した。

　しかし、ヒナタは満面の笑みを浮かべる。

「そうなれればいいのですけどね」

　そう言ってカインにウインクする。

「カインお兄ちゃんがりょうしゅさまになってから、この街はとっても良くなったんだ」

「あら、そうなの。それなら私もこの街に住みたいかな？　今すぐには無理だけど……」

　残念そうな表情をするヒナタにカインは苦笑する。

「おーい、エナク！　いつまでも邪魔してないでこっちにおいで」

　個室の外から響くダッシュの声に、エナクは少し残念そうな表情をする。

「お父さんが呼んでいるからいくね。お料理楽しんでね」

　そう言ってカートを押しながら部屋を出ていった。

「じゃぁいただこうか」

「そうですね」

　二人は祈りを捧げてからスプーンでシチューを掬い口へと運ぶ。

「……本当に美味しい」

　ヒナタは笑みを浮かべる。

　恋い焦がれるカインとの雑談を交わしながら食べる食事は、ヒナタも楽しいらしくとても饒舌となる。

　あっという間に食事を終わらせ、残っている果実ジュースを飲みながらゆっくりと寛ぐ。

「他にも行きたいところはある？」

「もう存分に楽しみました。こんなに楽しかったのは初めてです」

「そうか、そうしたらお店を覗きながらでも屋敷に戻ろうか」

「もっと楽しみたいですが、そうしましょう」

　二人は個室を出て会計を申し出るが、ダッシュは頑なに拒否をする。

「そんな、料金などいただけません。特にお二人からなど……」

　ダッシュはカインと一緒にいる少女が聖女だと察していた。だからこそ余計に受け取れないと拒否していた。

「そういう訳にもいかないから」

　そう言ってカインは銀貨を一枚置いた。

「カインお兄ちゃん、ヒナタお姉ちゃんまた来てね！」

　エナクに手を振ってから店を後にする。




　店の外に出ると、なんだか住民たちが騒いでいた。

　何かあったのかと、カインも心配し、噂話をしている住民に声を掛けた。

「何かあったのですか……？」

「なんだ？　知らないのか？　この街に王族の馬車が来たらしいぞ。それでみんな一目見ようと――」

　カインの顔は引きつった。

「ありがとうございますっ！」

　カインはお礼を伝え、ヒナタの手を取り路地裏へと入っていく。

「ヒナタ、一度屋敷に転移する。もしかしたら……」

「えぇ、わかりました」

　二人はそのまま屋敷の執務室へと転移した。

　転移した二人は、急ぎ執務室を出ると、従者たちは焦ったように走り回っていた。

　そのままアレクのいる執務室に顔を出すと、カインの顔を見てホッとしたような表情をする。

「カイン、良かった。急にテレスティア王女殿下とシルク嬢がこの街にお見えになられたらしい。近衛騎士団を引き連れて……」

　二人が来たことにカインは大きくため息をつく。

　やはりか、と……。

　視察とはいえ、婚約者を置いてヒナタと一緒にいることに快く思っていないのは、テレスティアの性格から簡単に察することができた。

「とりあえず、その格好でも仕方ない。すぐに屋敷の前までお迎えにあがるぞ」

「わたしもお迎えいたします」

　カインとヒナタはアレクとともに屋敷の前へと並ぶ。すでにダルメシアは何事もなかったような顔で待っていた。

「もうお見えになられます」

　その言葉のすぐ後に、近衛騎士が先行し、王家の紋章をあしらった馬車が屋敷へと入ってきた。

　そして屋敷の入り口に馬車は停まる。すぐに従者が馬車の扉を開けると、そこからテレスティアとシルクの二人が降りてきた。

　カインは一歩前に出て二人を出迎える。

「二人ともいきなり来てびっくりしたよ」

　シルクはドリントルに来られたことにご機嫌であったが、やはりテレスティアの機嫌は悪い。

「もう、カイン様。せっかく婚約のお披露目をしたのに、すぐにドリントルへ戻ってしまうので追ってきました。しかも……」

　テレスティアの視線はヒナタへと向く。

　お披露目会でのヒナタの発言をテレスティアは気になっていた。自分の婚約発表の場での聖女の発言はすでに貴族たちから国内中を飛び交っている。

　もしかしたらカインの気持ちが、聖女に向いてしまうのではないかという不安から、急遽王都を飛び出してきたのだ。

　しかし王女が一人で王都を簡単に出られる筈もない。シルクが同行し、近衛騎士団が護衛をすることによってようやく許可された。

　しかもテレスティアは国王に対し「行かせてくれないなら、二度と口を利きません」とまで言い放ち、国王も渋々ながら条件を出してドリントルに向かわせることになった。

「部屋のご用意はしております。まずは旅の疲れを癒やしていただければ」

　アレクが前へ出て一礼をする。

「急にお伺いして申し訳ありません。数日ですがお世話になります」




　一度部屋へと入り旅の疲れを癒やした後、夕食を共にすることになった。

　テレスティアとシルクは湯浴みも済ませ、彩られたドレスに着替えて現れた。

「二人ともとても綺麗だよ」

　カインは満面の笑みを浮かべ、テレスティアとシルクを迎え入れる。

　テレスティアの表情も幾分緩んでいたが、カインの言葉に更に頬を緩ませて席へと座る。

　料理長が随分頑張ってくれたようで、見事なまでに見応えのある料理が並んでいた。

　テレスティアやシルクも料理が気に入り、「早くドリントルに住みたい」と言い始める始末であった。

　和やかな会話をしながら食事は進む。

「そういえばカインくん。聖女様も出迎えてくれた時、二人とも私服だったけど、デートでもしていたの？」

　シルクの一言でテレスティアの表情は固まった。

「いや、そ、そんなことは……」

　カインの視線が泳ぎ逸らされたことに、二人は察した。

　カインとしてはあくまで街の視察であったが、どう考えても他者から見たらデートだと思うことは明白であった。

「カイン様……明日は楽しみましょうね……」

「カインくん、明日はみんなで楽しもうね！」

「――――はい……」

　カインはそう答えるしかなかった。

「私は明日、教会にお伺いするつもりなので、お二人とお楽しみください」

　ヒナタは教会に行くことになり、次の日はテレスティアとシルクの三人でデートすることが決まった。




　食事も終わり、執務室ではカインとダルメシアの二人がいた。

「ダルメシア、今日はありがとう」

「さて、何のことでしょうか……」

　カインも常に周りの警戒をしており、襲撃者らしき者たちを把握していた。

　しかし、次々と気配が消えていくことと、ダルメシアの気配を感じており全て対処してくれたのだと考えていた。

「まぁいいや、それで――――残りは何人？」

　カインの一言にダルメシアは頬を緩める。

「――残り十四人です。この屋敷の周りにも監視している者が十名ほどおります」

「明日はヒナタが教会に行く予定だから、早めにケリをつけておかないとね」

「一応、私の方で監視はしておりますが、問題は早めに潰しておいたほうがよろしいかと」

　二人は頷きあうと、その場から一瞬で消えた。




　次の日、衛兵詰め所の前には、ロープでグルグル巻きにされた男たちが横たわっていた。

　全員が口から泡を吹き、白目を剝いた状態で見つかった。

　牢屋に放り込まれ気がついた後も、うわ言で「むしこわい……」を繰り返すだけだった。

　そして全員が闇ギルドや犯罪歴のある冒険者であることが発覚し、そのままお縄となったのは言うまでもない。




　朝食を済ませた後、テレスティアとシルクを連れて街を歩くことになった。

　三人とも少し上等な平服を身に纏い、王族や貴族だとわからないように街を歩く。

　二人とも王都ではなかなか出来ない経験に心を弾ませ、笑顔を浮かべる。

「カイン様、次はあそこを見ましょう！」

　元気よく動き回るテレスティアとシルクに両手を引かれ、次々と店を回る。

　二時間も店を渡り歩くと、クタクタになったカインであったが、昼食の時間となり、前日と同じように猫の和み亭に行くことにした。

　カインが先頭に立ち店に入ると、笑顔のエナクが迎えてくれた。

「カインお兄ちゃんいらっしゃい！　お父さん、カインお兄ちゃんが今日も来てくれたよー！」

「ふーん、昨日も来たんだね……」

　ジト目で見るシルクの言葉にドキッとし、カインは視線を逸らした。

　ダッシュはカインと聞いて、勢いよく厨房から出てきたが、表情が一気に固まった。

　カインが婚約したことは、すでにこの街でも公布されており、連れてきた気品のある少女二人が誰かと想像できる。

　しかも昨日、王女と公爵令嬢がドリントルに来たことは、すでに噂で広まっていたことで、ダッシュも察したのだろう。

「――い、いつもありがとうございます。個室が空いておりますので……」

　笑顔のエナクの案内で個室へ入り、二人と向かい合って席に座る。

「ここが良く来るお店なんですね……楽しみにしています」

　テレスティアが辺りを見回していると、すぐに扉がノックされ、エナクが入ってきた。

「今日のおすすめはトマトソースのパスタだよ」

「僕はそれでいいよ。あと果実ジュースね」

「私もそれで」

「同じでいいよ」

「はーい、ではパスタが三つね」

　笑顔のエナクはお盆を胸に抱え個室を出て行った。

　すぐに料理は運ばれてくる。

「このパスタもカインお兄ちゃんがレシピを広めてくれたんだよ」

　そう言いながら、各自の前にパスタとスープを置いていく。

　この世界にパスタという概念はなく、カインの前世の知識と、世界事典により確立された料理である。簡単な料理方法でバリエーションも多く住民たちにも歓迎され、ドリントルには専門店も出来るほどであった。

　三人は美味しい料理に舌鼓を打ち、満足してから店を後にする。

「王都だと、こんなに羽を伸ばせないからなぁ。もっとドリントルでゆっくりしたい……」

　二人は気づいていないが、王族や上級貴族の令嬢が街でのんびりさせてもらえる筈はない。鎧を脱いだ近衛騎士数人が常に周りを監視しながら三人を護衛していた。

（昨日もそうだったけど、みんな大変だよな……）

　しかも明日にはドリントルを出て王都に戻る予定となっている。

　二人にとっては強行スケジュールであったが、こうしてカインと過ごすことに疲れは感じていなかった。




　何事もなく三日間の日程を終え、王都へ戻ることになった。

　しかしここでも問題が起きた。

　カインがどの馬車に乗るかということで、テレスティア、シルク、ヒナタの三人が話し合っていた。

　あくまで聖女の視察という観点から、ヒナタを優先させなければいけないということもあるが、二人はカインの婚約者でもある。

　話し合った末、四人がカインの馬車に乗ることで決着がついた。

　三人が並んで座り、向かい合うようにカインが座る。

　カインの馬車に決まったのは、外観は他の貴族の馬車と変わらないが、密かに魔改造されており、他の馬車とは乗り心地が全く違うからだ。

　しかも、外からの攻撃に備え魔法防御など徹底した仕上がりとなっている。

　三人を守るのには最適であった。

　途中の宿場町で一泊し、無事に王都へと到着した。

　なぜか王都までの二日間、三人は仲良く話していた。

　ドリントルにテレスティアたちが来たときには、ヒナタに対し敵対心も垣間見えたが、今は仲の良い友人として見える。

　カインは不思議に思いながらも三人の和やかな会話に耳を傾けたのだった。




　時は少し遡る。

　次の日にはドリントルへ戻るのを控え、夕食後、テレスティア、シルク、ヒナタの三人はテレスティアの客室に集まりテーブルを囲んでいた。

「それでは、カインくんについて話そうの会を開きたいと思います。パチパチパチ」

　手を叩きながら言うシルクに二人は苦笑する。

「テレス、そんな顔しないで。聖女様も！」

　陽気なシルクにつられるように二人も拍手をする。

「聖女様も私たちと年も近いし、こうしてカインくんのお嫁さん候補として話しておきたいかなーって」

「――ヒナタ、ヒナタって呼んでください。そう呼んでいただけた方が私も嬉しいです」

　笑みを浮かべたヒナタにシルクは頷く。

「ふぅ……わたしのことはテレスと呼んでください」

　シルクに毒気を抜かれ、いつまでも意地を張っても仕方ないと諦めたテレスティアは大きくため息をつく。

「まず私たち二人のカインくんとの出会いから話すね。あれは――――」




　やはり聖女としての役目をこなしているヒナタも、年頃の少女である。

　カインとの出会いなどシルクから語られるその話に、目を輝かせ聞き入っていた。そしてヒナタも神からの神託や、王都までの道のりでの出来事など、カインの事を話していく。

　賑やかな話は夜更けまで続くのであった――。
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「ん……」

　何で寝ているの……？　私は炊き出しをしていたはずなのに……。

　回復魔法を掛けられたように、身体はすっきりとしている。

　ゆっくりと身体を起こし周りを見渡すが、どこの教会にもある見慣れた部屋。

　そして目の前には、司教様と、――――カイン様。

　えぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?　何でカイン様がこの場所にっ!?

　思わず声を上げそうになったが、ギリギリで我慢した。

　そして司教様は床に跪いているし、護衛隊長がなぜか床に眠っている。何があったんだろう……。

「何故私はここに……？　炊き出しをしていたはずでは……あ、カイン様、司教様、どうしてここに？」

　私の言葉に二人は笑みを浮かべた。

「よかった……襲われて毒に侵されていたんだ。なんとか回復できたけど。詳しいことは王城に戻ってから話すよ。身体の具合はどう？」

　カイン様の言葉に、自分の身体を動かすけど特に問題もない。

「大丈夫です。何故か逆に身体の調子がいいです」

「それなら良かった。それにしても本当にごめん。守ってあげられなくて……」

　カイン様は申し訳なさそうにして頭を下げてくる。

　きっと私の身に何かがあったんだろう。

「大丈夫です。こうして元気になりましたし。それにしても司教様、何でそこに座っているのですか……」

　私の問いに司教様は身体を震わせながら問いかけてくる。

「聖女様……カイン様は使徒様なのでしょうか……聖女様を救った魔法は金色に輝く魔法でした。教典に示されているように……」

　きっとカイン様の力を見たのね。でも司教様だったら信用できる。

　笑みを浮かべて何も言わず頷いた。これで司教様はわかってくれるはず……。

「――――やはり……」

「ちょっと!!」

　私が認めてしまったことで、カイン様は少し焦った様子だけど司教様なら大丈夫。

「司教様は問題ありません。教国を含めて信用のできるお方ですから」

「もしかして……聖女様は知っていた……？」

　驚く司教様に再び頷き言葉を続ける。

「ええ。神からの神託がありましたから……」




　その後、国王に説明をする必要があると言われ、カイン様と司教様で馬車へ乗り込み王城へと向かった。カイン様には心配されたけど、教会にこのままいるよりも、きっとカイン様の近くにいたほうが安心だと実感している。

　王城の応接室に通されると、すぐに陛下含め、この国の重要な皆様が入室してきた。

　それほど一大事だったのだと良くわかった。

　カイン様が事情を説明していく。

　国王からの叱咤を受けているカイン様を見て心が痛んだ。それでもカイン様は下手な弁解はせずに、「必ず真犯人を捕まえます」と言い切って部屋を出て行く。

　カイン様ならきっと――――。




　そして次の日。

　私が朝食を済ませると、すぐに応接室に案内された。

　すでに陛下もお待ちになっていたので、軽く頭を下げ、席に座る。

「――犯人はすでに捕らえた」

　昨日カイン様が決意して部屋を出てまだ一日。もう捕らえられたと……？

　しかし陛下の表情は渋い。そして真犯人を説明され、私も思わず眉根を寄せてしまう。

　正直「やはり」としか思えなかったけど……。

　午後には謁見が開かれた。

　私は陛下と一緒に登場し、指定されている席へと座る。

　そして陛下から今回の事件の事が告げられた。

　やはり驚きの声があがった。

　そして――カイン様が今回の功績で伯爵になられた。

　それと同時にカイン様の婚約が発表された。

　――――なぜそこに私の名前がないの……。三人とはご挨拶をさせてもらっている。シルク様においては王都までご一緒しましたし。

　――――私もその中に入りたい。

　私の中で沸々とその気持ちが高まっていった――。
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　カイン様の婚約お披露目パーティーの日程が決まった。

　本当ならすでにマリンフォード教国へ戻っている予定だったけれど、襲撃者の主犯が私の護衛をしていた護衛隊長だったので、犯人たちの移送をするのに教国へと連絡をとってもらっている。

　新たに迎えの護衛が来るまでは、エスフォート王国で御世話になることになっている。

　カイン様の婚約披露に私も参加させて欲しいと要望を出したらすぐに通った。

『婚約のお披露目に聖女が出席する』

　マリンフォード教国でも枢機卿クラス以上の子息だけは要望が通ると参加していた。それでも数回だけ。他国において出席するなど初めてのことだった。

　また神託をもらえると信じて私は教会に向かった――。




　そして婚約お披露目会当日を迎えた。

　私の心は舞い上がっている。それは――思い浮かべ、つい頬が緩んでしまう。

　きっとカイン様には迷惑をかけてしまうかもしれないけど、これは私が決めたこと。

　神の言葉を代行するという使命。

　口を固く結び決意して陛下とともに会場へと向かう。

　お披露目会が始まると、指定されている席に座り、進行を静かに見守る。

　正装に着替えたカイン様は、本当に神の使徒であるかのように神々しい。

　私だけがわかるそのオーラに、つい目で追ってしまう。

　途中、陛下に紹介され立ち上がり軽く頭を下げると、眼下に参列する貴族の皆様から声があがった。

　考えていることを表情に出さないように、いつものように笑顔を振りまく。これが私の仕事だから苦にならない。

　そして陛下の紹介で扉が開かれ、三人の婚約者が入場した。

　三人ともとても綺麗だった。参列している皆が見惚れるほどに。

　式典が始まり、カイン様は参列する貴族からの挨拶を受けていた。これだけの人数を相手にするのも大変だよね。

　陛下やお后様と話を聞きながら、私の番が来るのを待った。

　でも勇気が少しだけ欲しい。

　思わず並べられていたドリンクが入ったグラスへと手を伸ばし、喉を潤す。

　ちょっとこれ美味しいかも……。

　緊張しているのか喉が渇く。少しのつもりが思った以上に飲んでしまった。

　なんだか顔が熱いし……。




　お披露目会も終盤を迎え陛下が席を立ち、少し高い位置へ立つ。

「楽しい時間であったが、そろそろ時間になる。最後に聖女殿から言葉をいただきたいと思う。聖女殿よろしく頼む」

　……ついに私の番が来た。

　ゆっくりと席を立ち、陛下の隣へと並ぶと、参列している貴族たちの視線が集まった。

　そしてカイン様に視線を送ると目があった。

　私は笑みを浮かべたけど、カイン様は少し焦った様子に見えた。

「今日はお招き頂きありがとうございます。こうしてシルフォード伯爵、テレスティア王女殿下、シルク様、ティファーナ様と、この度婚約されたことを七柱の代わりに聖女として祝福いたします。そして――――」

　私は祝辞を述べていく。

　ここからが本番。きっと出来る。

「――最後に、昨日、教会にて祈りを捧げていると神託を受けました。その言葉を――これから話します」

　私の〝神託〟という言葉に参列者たちからの声があがった。

「神からの神託をそのままこの場にて伝えたいと思います」

　私は口を固く結び喉を鳴らす。

「神からの神託はこうおっしゃりました。『ヒナタよ、あなたはカイン・フォン・シルフォード・ドリントルの妻となりこれから先、夫となるカイン・フォン・シルフォード・ドリントルを今いる婚約者たちと一緒に支えなさい』これが神からの言葉になります」

　よし、言い切った。

　カイン様に視線を送ると、その表情は酷かったけど、神託だから仕方ないの。そして私もカイン様と一生を共にしたい。

　会場は沈黙していたけど私は言葉を続ける。

「わたしも神からいただいた神託に従おうと思います」

　隣に立っている陛下も顔を引きつらせている。それだけの事を言ったのは私もわかっている。

「せ、聖女殿……。それは余りにも無理が……」

「神託です。……それに従わないと？」

「――――そ、それは……」

「しかしながら、私はマリンフォード教国の聖女です。いくら神託とはいえ、このままここにいるわけにもいきません。一度教国に戻り、教皇様を含め話し合うまでは保留とさせてください」

　私の言葉に隣にいた陛下は胸を撫で下ろしていた。

「……その通りだな。まずは教国に戻っていただいて十分にだな――」

「もちろん、結果は変えるつもりはございません。――神託ですから」

　これだけは念押ししておく。私がここに戻ってくるために……。

「……もちろんだ。神託とあればな……」

　陛下は表情を引き締め、言葉を続け、カイン様が最後の挨拶をし、会は閉会となった。




　私は部屋に戻るとベッドへと飛び込んだ。

　枕を思いっきり抱きしめる。

　……言っちゃった。もう後戻りはできない。でも私の気持ちは絶対に変わらない。これだけは確か。

　必ず私はこのエスフォート王国に戻ってくる。

　そして必ず――――カイン様と婚姻を結ぶ。

　その状況を思い浮かべながら、私はベッドをゴロゴロと転がっていた。




　――周りの混乱のことは全く知らずに……。
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　ヒナタのドリントル視察も無事に終わり、王都に戻ってきてから何事もなく数日が経った頃、王城の前に白銀の鎧をまとった騎士二十人が整列していた。

　白銀の鎧には、マリンフォード教国のシンボルである鳩の図柄が彫刻されている。

　先日、捕縛された聖女の護衛隊長の代わりがマリンフォード教国から王国へと到着したのだ。

　代わりに王国へ到着した護衛隊には近衛騎士団副団長であるダイムが対応をしている。

　しかし向き合った二人は共に頬を緩ませ笑顔で握手を交わす。

「ハゲン殿、久しぶりですな。元気にしていましたか。まさか聖女様のお迎えにハゲン殿自ら出向くとは」

「これはダイム殿、お久しぶりです。相変わらずですよ。今回は、わが国の失態ですからな。だからこそ私が来させてもらいました」

　二人は旧知の仲であり、共に若い頃、教国との合同模擬戦で知り合ってから十年以上の付き合いとなっていた。

　互いに武を高め合い、現在のハゲンはマリンフォード教国の聖騎士隊副隊長を務めている。

　教国にとって聖騎士隊とは騎士の最高位であり、そこの副隊長といえばナンバー２に当たる。

　まさに、ダイムが近衛騎士団の副隊長をしているのと同じなのだ。だからこそ二人は余計に仲が良かった。

「二日程休養させてもらってから出立することになると思う。まずは捕縛されている護衛隊長と会わせてもらえるかな。我が国としても取り調べをしないといけないからな」

「分かっている。詰所の牢に今は入ってもらっている。他の護衛隊についても個室を与え待機してもらっている。すぐに会える様に手配しよう。まずはゆっくりしてくれ」

　ダイムの隣に並び、案内されるように近衛騎士団の詰所へと向かった。その後を整列した聖騎士がついていく。

　その日のうちに、聖女暗殺を企んだ護衛隊長はハゲンの取り調べを受け全て吐いた。

　取調室にはマリンフォード教国の者のみが参加となっており、どのような取り調べを受けたのかは知る由もなかった。

　捕らえられた護衛隊長は聖騎士隊に所属している一人であり、責任者の一人としてハゲンにより特に厳しい尋問を受けたことがうかがえる。

　尋問による自白から、護衛隊長の他に護衛隊のうち二人が今回の聖女暗殺に加担したことが発覚し、その者もその日のうちに捕らえられた。

　そして取り調べを行った聖騎士たちには内容については緘口令かんこうれいが敷かれた。




　夜が更け、一軒の店のカウンターには引き締まった三十代の男二人が横並びで酒を呷る姿があった。

「ダイム殿……今回は迷惑をおかけした。それに……聖女様が王女殿下の婚約披露で申し訳ないことを」

　木でできたジョッキに入った酒を呷りながらハゲンはダイムに軽く頭を下げる。

「ハゲン殿、気にしないで良い。聖女様が神託を発表した相手のカイン殿は……。明日の謁見には会えると思う。別に話をする機会を設けよう。自分で判断してみるとよい」

「明日の謁見の後に手配してもらえるかな……私も自分の目で確かめてみたい」

「そうだな……ただ、模擬戦は挑むなよ？　自分たちがいかに――いや、やめておこう。まぁ久々の出会いだ、楽しく飲もう」

　二人はジョッキを合わせ、懐かしい会話を弾ませながら親交を深めていった。




　翌日。玉座に座る国王の前には白銀の鎧を着たハゲンが片膝を突いて頭を下げている。

　ハゲンの後ろには、同じ白銀の鎧を着た部下たちが四名ほど同じ姿勢をとっていた。

　昨日エスフォート王国に到着し、一夜を明かした後、本日謁見となった。

　カインも上級貴族の仲間入りをしたことで、貴族たちが参列している中に並んでいる。

「面を上げよ。この度はご苦労だったな」

　国王の言葉にハゲンが顔を上げた。

「エスフォート国王におかれましては――」

　形式的な挨拶が交わされていく。そして正式な謝罪も含まれる教皇からの手紙がハゲンによって読みあげられた。

「たしかに教皇殿からの謝罪は受け取った。こちらからも返信の手紙を持たせよう」

　そして、明日にでも聖女と共に出立することが告げられた。

「それでは、明日発つということだな。道中聖女殿のことを頼んだぞ。出国までは近衛騎士団を同行させよう」

「わかりました。聖騎士団の威信にかけて教国へ無事に送り届けます。それと国王、ひとつお願いがございます」

「なんじゃ、多少のことなら聞くぞ」

　国王の言葉に頷いたハゲンは言葉を続ける。

「聖女様が神託でおっしゃったカイン殿と会談をさせていただけますか。私も直接お目にかかりたく存じます」

　ハゲンの言葉に国王は眉間にシワを寄せて少し悩む。そして一度視線をカインに向けてからゆっくりと頷いた。

「よかろう。謁見の後に用意させよう。マグナ、手配を頼む」

「承知いたしました、陛下」

　国王の言葉に頷いたマグナ宰相が手配のために後ろで控えている官僚に指示を出していく。

「ご要望をお聞きいただきありがとうございます」

　謁見が終わり、王族が退出した後に、ハゲンたちも退出していく。

　そして貴族たちが最後に退出するときに、カインは従者に案内され応接室へと向かった。

「やっぱり逃げられなかったか……」

　何を話すことがあるのかと憂鬱になりながら、カインは従者の後についていく。

　いつもの応接室の扉がノックされ開かれた。

　部屋の中には、中央に座るマグナ宰相の正面に左右に向かい合うようにハゲンとダイムが座っていた。

　カインはダイムの席の隣に立ち、ハゲンに向かって挨拶をする。

「お待たせしました。カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です」

　カインの挨拶に対してハゲンはカインに向けて殺気を少しだけ放った。

「!?　ハゲンっ!!」

　殺気に気づいたダイムはすぐに席を立とうとするが、カインは澄ました顔でダイムの肩を押さえた。

「ダイム副団長、問題ありませんよ。これくらいでしたら……」

　カインは変わらない笑みを浮かべて答えた。

　実際に人外ともいえる魔物の殺気はこんなものではなかった。ユウヤの殺気を最初に受けたときは気を失うかと思うほど強烈だった。それに比べればたいしたことではない。

　殺気を抑えたハゲンは席を立ち、カインに頭を下げる。

「カイン卿、申し訳ない。少しだけ試させてもらった。ヒナタ様の神託に相応しいかな……。その年にして私の殺気を受けてもまったく動じないとは。まったくもって参った」

「私もヒナタ様の神託に対して驚いております。何も知らずにいきなり聞かされましたから」

「カイン卿もそうであったか……」

　腕を組み悩むハゲンの横でマグナ宰相が口を開いた。

「よろしいかな。今回の聖女様の神託はそんなに簡単に決められることではない。すでにカイン卿には三人の婚約者がおる。しかも王女殿下、公爵令嬢が二人だ。そこに聖女様を入れるとなるとな……」

　カインの顔を一度見たあとにハゲンに向き直る。

「私の方でも教国に戻ったあとに、教皇を含め最高機関で論議を行わないとこの結論は出ません。たとえ神託であったとしても……。できればカイン卿にも教国に同行していただきたいが……」

　ハゲンの言葉で教国まで同行する可能性があることに、ダイムが顔をしかめる。

「ハゲン殿、さすがにそれは認められん。カイン卿は貴族として領主もしておるが、まだ学生でもある。貴族の役目で他国へ行くことはあるが、成人するまでは王国としても特使とするのは認めていない」

　マグナが同行の可能性を真っ先に否定した。

　貴族の当主の発言は場合によってはその国を代表した言葉ともなる。たとえ未成年であったとしてもその言葉の重みは変わるものではない。

「そうですか……わかりました。では、予定通り明日、出立いたします」

「うむ、国境までは近衛騎士団をつけよう。ダイム、任せたぞ」

「マグナ宰相、承知いたしました」

　その後は今後の話になり、ダイムとハゲンが昔馴染みであるということも知らされた。

　ハゲンは教皇派ではなく、中立派の聖騎士ということで、ヒナタのことを確実に守ってみせると自分の胸を叩き、さらに教皇派の動きを監視することが伝えられた。




　出立当日、青空の中、王城の前には聖騎士団、近衛騎士団、王族を含め貴族たちが聖女ヒナタを見送るために参列している。

　聖騎士団数名と近衛騎士団が事前に、捕らえられている護衛隊長を含む数人を檻馬車に乗せ王都を出立している。さすがにこの出立の式典に同行するわけにもいかなかったからだ。

　楽団による曲が流れ、その中を金糸に彩られた真っ白なローブを纏いゆっくりと国王とともに王城から出てきた。

　前日に聖女から国王に対して、国境までカインと同行したいとの願いがあったが国王は丁寧に断った。

　たしかに不測の事態があれば、カインの力が必要になるかもしれないが、カインの力を他国の聖騎士たちに見せるのは良くないと判断したからだ。

　カインとの別れにさびしそうな表情をしながらも、貴族の参列している間を通り抜け馬車へとゆっくりと進んでいく。

　カインはヒナタの要望により、国王の後ろをついて歩いていく。

　そして馬車の前に辿り着いた。聖女は振り向き参列している貴族たちに来たときとは別人のような神々しいともいえるほどの笑みを浮かべる。

　貴族たちも、まだ子供とはいえ、その美しい笑みに吸い込まれていくような錯覚を覚えるほどであった。

「皆様、お世話になりました。エスフォート王国にお伺いすることができて私は幸せです」

　ヒナタは挨拶をし、深々と頭を下げる。

　頭を起こしたヒナタはカインに視線を合わせ微笑んだ。

　そして少し小走りのようにヒナタはカインに近づいて行った。

　するとヒナタはカインに顔を寄せ――、




――――チュッ




「えっ……」

「「「「「あっ…………」」」」」

　ヒナタがカインの頬にキスをした。

「また少しの間会えなくなっちゃうから……」

　頬を赤く染めたヒナタは、カインにだけ聞こえるような小さな声で告げると、小走りで馬車へ乗り込んでしまった。

　あまりにも衝撃的な行動に誰一人理解できる状態ではなかった。
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　もちろん、馬車を守るために整列している聖騎士や近衛騎士たちも含めてだ。

　次第にしでかした事を理解してくると、国王の顔がみるみる赤く染まっていく。そして額に青筋を立てながら口を開いた。

「カイン……わかっているよな？　今は見送りだから何も言わん。あとでゆっくりと話す必要があるよな」

　圧倒的な迫力のある国王の言葉に、カインは視線を逸らした。

「――はい……」

　力なく答えるカインを確認し、騎士たちに向けて国王が言葉を発する。

「それでは達者でな。ダイム、護衛頼んだぞ」

　ダイムがその言葉に、整列している騎士たちに号令を出す。

「しゅっぱ――――つ！」

　ダイムの言葉で騎士たちは我に返ったように動き始めた。

　馬車が見えなくなるまで見送った国王を含めた貴族たちの視線が、次第にカインに集まっていく。

　先ほどあった出来事に対して理解できたのか、嫉妬の籠もった目がカインに向けられた。

　中には殺気がこもった視線を送る者もいた。

「では、カインよ。この視線は痛いだろう。部屋でゆっくり話そうかのぉ」

　国王はカインの肩を力強く二度叩いたあと、そのまま肩を組み王城へと戻っていった。

　個室で一時間ほど続いた国王の説教が終わった後、疲れ果てたカインを待っていたのは、腰に手を当てて少し赤い顔をして怒っているテレスティアだったのは言うまでもない。

「カイン様、ちょっといいかしら……」

「――何も悪いことしてないのに……」

　カインの服を引っ張りながら王城を歩く王女の姿が、メイドたちに目撃されたのであった。










[image: ]




　二年の月日が経った。




　カインは十四歳まで成長し、身長は百六十センチを超え少し大人びてきた。

　ドリントルの街の発展は留まることを知らず、人口はすでに二万人を超えている。街を大規模に広げて区画を整理したことにより、新しい住宅が建ち並び、また、鍛冶屋や魔道具屋などの区画を作り誘致したことによって大々的に発展していた。

　特に街の住民税に関しては、戸籍管理をしたことと、カインが商売で儲けているということで、他の街より抑えられている。

　そして、子供たちを預かる学園の新設、孤児院など、教育に熱心に力を入れたことにより、更に住民が集まることになった。

「カイン、報告書に目を通してもらえるかな」

　ドリントルの執務室にはカイン、アレクがテーブルを囲んでおり、入り口にはダルメシアが控えている。

　領主になった時とは、街の規模が変わり目を通す書類も山積みとなっていた。

「もうアレク兄様に任せてもいいんですけど……」

　嫌々そうに書類を受け取りながら目を通していく。

　決済をすること以外にも、他貴族からの陳情書もその中に入っていた。

「また他の貴族から文句が書かれているね……」

「またですか……」

　二人でため息をつきながら貴族からの手紙を読んでいく。

　人口がこれだけ増えれば、逆に減る街もある。国へ納める税収は街の規模により異なるが、特別なことがない限りは減ることはない。

　人口が減った街にとっては死活問題に直結するのだ。そういった貴族からドリントルへと苦情の手紙が届くことがよくあった。

「書類の確認も終わったから、王都の屋敷に戻りますね。明日は王城に呼ばれているので……」

「また陛下からか……カインも大変だね」

　何かあるたびに、王城からの呼び出しをされているカインに、アレクは苦笑しながらも書類に目を通していく。

「それでは戻りますね。また来ます」

　カインは転移を使いその場から消えていった。

「カイン様も相変わらず忙しそうですね。紅茶をお出ししましょう」

「ダルメシア、ありがとう。いただくよ」

　アレクはダルメシアに笑顔で言い、いつものように職務をこなしていくのだった。




　王城の応接室には、国王と、マグナ宰相、エリック公爵、そしてテレスティアとシルク、カインがいた。

「なぜ、テレスティア王女殿下と、シルク嬢まで？」

　いつもいないメンバーにカインは首を傾げる。

「実はな……バイサス帝国の皇帝より親書が届いたのじゃ。それで内容がな――」




　国王からの説明では、バイサス帝国がエスフォート王国との親交を図るため、第六皇女を王国に留学させたいとのことだった。

　今は夏休みだが、夏休み明けには留学することが希望だそうだ。

　交換留学ではなく、第六皇女と少数の護衛と侍女たちだけで王都の学園に留学させるということで、下手をすれば人質になってしまうのではないかと考えたが、第六皇女では王位継承権は低く人質にならないと説明されている。

「あちらの意図が見えないが……断るわけにもいかなくてな、歳がテレスと一緒であるから、お主たちのクラスに編入させようと思う。それで今回来てもらったのじゃ」

　国王の言葉にカイン、テレスティア、シルクの三人は頷いた。

「少し心配でもありますわ……」

　テレスティアが心配そうな顔をしてカインに視線を送る。

「テレス、何が心配なのじゃ？」

　テレスティアの言葉に国王が質問をすると、テレスティアは頷き言葉を続ける。

「またカイン様の婚約者が増えるようになることは……」

　その言葉に何かを気づいたように国王はカインに視線を送った。

「そ、それは……。たしかに心配はないと思うが……。なんせお主は何を仕出かすかわからんからな……」

「カイン君の事だからねぇ～。さすがに国際問題になるから気を付けてよ？」

「カイン卿……頼むから面倒は起こさないように……」

　国王、エリック公爵、マグナ宰相の三人から念を押すように言われるが、カインとしてはまったく自覚はなく、言いがかりとしか思えない。

「そんな節操なしのような言い方をされても困ります。しかも皇女殿下ですよ。何かあるわけないじゃないですか」

　カインは力説するが、この部屋にいる誰一人として信用していない。

「カイン様……そう言いながら聖女様も……」

　テレスティアが心配そうな顔でカインを見つめるが、みんなの視線に耐え切れなくなったカインはテーブルに伏せた。

「まぁ次は問題起こさないことを期待しよう……。するだけ無駄かもしれんが……」

　国王の言葉で話は終わった。

　カインは疲れ果てた表情をしながら、馬車に乗り屋敷へと戻る。

　自分の屋敷に戻ったカインを出迎えたシルビアは、カインのあまりにも疲れ果てた表情を見て心配になったが、カインからの説明を聞き納得していた。

「カイン様なら……王女様、聖女様、そして……皇女様までもありえますね……」

　同じようにシルビアの隣で並んでいるコランまでもが頷いている。

「二人揃って同じことを……」

　カインは大きくため息をひとつ吐き、項垂れるのであった。




　エスフォート王国からの正式な返事は、すぐにバイサス帝国の使者へと手渡された。

　一時的な休戦協定を結んでいる国家ではあるが、それはエスフォート王国のみであり、バイサス帝国が他国へと侵略を続けて大きくなっているのは現在も変わってはいない。

　返事を手渡された使者は感謝の言葉を述べ、早々と帰国していった。




　そして学園の夏休みが明けたのだった――――。


《了》












[image: ]




　こんにちは。そして四巻のご購入ありがとうございます。著者の夜州です。

　多大なる応援をしていただいたお陰で、デビュー作がこうして四巻まで出版できたことを本当にうれしく思います。また、今回はマグコミ様からコミックス一巻と同日発売という私にとって記念すべき日だと感じています。出版社の垣根を越えて協力できたことに、関係者含めて本当に感謝いたします。




　さて、本巻の内容についてですが、三巻のあとがきの時にも書かせていただきましたが、今回は完全に聖女推しになります。カバー、挿絵についても聖女メインになっております。

　カバーや挿絵を見ながら段々とカインも成長したな、ってしみじみと感じました。本当はカインとともに著者の文章力も成長してくれたら……と何度思ったことやら（笑）。著者に不足している語彙力については諦めてください（汗）。

　私には小学生の娘がおりますが、五年生の娘でも読んで理解できるように書く事を心がけています。そして娘から感想を言われ凹んでいるときもあります。

　……すみません、少々脱線しました。

　内容についてですね。四巻にてカインも伯爵まで陞爵しました。未成年でアリなのか？　と思うこともありますが、自重をしないカインなので気にしないでください（笑）。

　そして今回はＷＥＢ分では文字数が足りず、丸々一章分書き下ろしさせてもらいました。何を書こうかと悩みましたが、ＷＥＢ版にはないカインの『羞恥心』が書けたかなと思っています。

　ギルド、ドリントルの住民を含め、カインの顔が知れ渡ってしまいました。次巻ではバイサス帝国より留学してくる転校生が登場する予定です。既刊、ＷＥＢを読んでいる方はわかるかもしれません。次巻も楽しみにしていてくださいね！

　そして私が出版するきっかけとなったネット小説大賞ですが、すでに第六回受賞作品も次々に発売しております。第五回受賞組として今後も応援していきたいと思っています。サーガフォレストの受賞作品や、他作品も是非手にとっていただければありがたいです。

　あと少しだけ宣伝させてください。九月には他出版社となりますが、ＭＦブックス様でも書籍を発売させていただきました。『召喚された賢者は異世界を往く～最強なのは不要在庫のアイテムでした～』を含めて応援していただけたら嬉しいです。




　最後となりますが改めて著作を手にとっていただいた皆様に感謝をしたいと思います。本当にありがとうございました。

　来年も主人公のカインを通してまた会えることを楽しみにしております。


夜州











夜州




YASHU









神奈川県川崎市在住。読み専として１年ほど過ごし、２０１６年10月より本作「小説家になろう」にて投稿。第５回ネット小説大賞にて期間中受賞し商業デビュー。ペンネームの「夜州」の由来はＭＭＯＲＰＧのハンドルネームをそのまま使用。毎日のように乗っているＫＥＩＫＹＵと異世界ファンタジーが大好きで常に本を所持している。趣味は読書、洋画鑑賞と「小説を読もう」の徘徊。
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